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Linneの生ひ立も(四)

宮 2事 交吾

此旅行には Sohlbergc.行を共にした、釘論彼は故第sに前年母を失ふ

て寂しい父ぞ訪れる こと や忘れなかった、併し父は彼れの和i荊行には飴

り讃意を表はさ す3、然かも物質上の補助を奥ふることなく、彼が接けら

れた唯一のものは財布とすべき探皮の一片のみであった。斯くして二人

は約ーナ月間の滞在の後、問月十五日に父の家を出饗して Helsingborg 

に濯 し、それから Denmarkの Helsingorに着き 、そこから海路和闘に

行〈つもりであったが加が無かったので、方向 ;J;~をへて濁乙の Lübeck

迄紺で行き、陸路更に Hamburgに若いた、それは四月二十八日である

此陸路の聞にLinneは馬車の御者と農夫 との喧嘩の仲裁の矯めに災厄ぞ

塁走る所であったが辛ふじて之を脱するぞ得た事件があった。

Hamburgでは多く の製者に遁ひ博物館や園書館乃至は植物閤等や普

遁一般の見物人とは異った眼争以て硯察した、業最も著しい例と Lては

さたの様な話がある。

それは B.J. Anderson c.いふ人の所持品tこ高t!珍重されて居た七頭金

有つ蛇があった、元は Prague市の或る敬舎に在ったものである が轄々

して其時 Andersonの所有となって居た、之は Sebaといふ入の書いずこ

有名な ThesaurusIこ間設きれて居るものである、多くの入は世界に只一

つのものと信じ斯かる怪物を増殖せしめなかったことや品111に感謝して居

た、之;J;Demmarkの王様は四高五千闘で買ふと値段そ付けたこともあ

ろ程の代物であった、併し其後{直が下ってl.innるが行った時には三千固

で貰買の話が準められつ B ある所であったといふユ斯様なものであるか

ら彼は其如何なるものである かを是非一見 したいとの希望を持ち建に

Kohl といふ援者の諜カに依って之;J;果たすこ とが出来たのであるが、

一目見て直ちに聞いた口に在る歯と二本の脚に着いて居る爪tに依って

之は邸lであってそれを蛇の皮で覆ふて在る ものであることを見抜いたの

である、そこで彼は之は或るイ曾侶が翠舎の鼎J示録に在る龍の再現なりと

して擬遣して衆愚を欺いたものだろうと考へ土、此考は彼古!Hamburg 

そ去る前日に再び見に行った時にも一向に襲へる必要のないものであっ

Tこ。

此鷲見令人に告~j:--t- fこ居られないことは釘論であり叉それに依って馬
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鹿けた値段が三交の倒(直ないものとなるのも首燃であった、そこでLin-

neは此件に闘 Lて面倒な事件の起らない内に他に去ること令動められ

た、彼が去ってから最早此蛇に就ては何事の評判もなく世聞から消え失

せたといふことである p

五月十六日に Hamburgを立って加で手11蘭へ向ふたが途中順調でなく

漸〈六月二日に Amsterdamへ着 くことが出来た、留念るこ t二日でBur-

manや Sebaの諸墜者に遁ひ、それiJ、ら Harclerwijkに到着した。

Harclerwij kは嘗時大感の所在地として有名な町で外園入殊に S¥¥"eclen

人の多くがこ・で感位や得た所である、朗ち Rothmanや Ros仰の如き

がそれである、此大愚にλ務の手調を終って智康生となり論女の題目-i'

「問歌熱の原因に就ての新設」とした、之は既に出護以前に用意してあ

ったものである、之は六月七日に提出され十九日に返されて印刷に附す

べしと謂はれたから、直ちに印刷に廻 L二十四日に出来上った、一定の

形式を演ませた後此日に論文が遁過して郎日皆撃に闘して事位を得られ

ることになった。

斯くして植めて迅蓮に目的会蓮したけれでも今や放践に欠乏ぞ感余る

に至ったから、遁常ならば喜び勇で蹄郷する所であったが、同行者のSoh-

lberg.と共に Leydenに行会更に器製を研究しゃうとも思ふたが、併し自

ら頭の傾向を知って居る炉から、で?こ迄も瞥師と漏ろうと は思はなかっ

たが再び Amsterclamに行会 Burmanに遇ひ更に Haarlem 'ii経て Ley-

denに六月二十九日に着き大接での研究生として署名 した。

情 Unneの頭の中に問題となって居るのは彼れが書いてあるものの出

版である、 窮すれば遁やの言葉があるが之は常に遁用はきれない、併し

債値ある書き物の出版問題であるから之-i'助勢する人が現はれて来るの

は不思議でない、郎ちF.Gronoviusといふ人に知偶令得て惑に Systema

Naturae ，z.1735年七月二十三日付の序文毎以τ出版することが出来た、

之は最初十七頁のものであったが一生の聞に十六版になる迄改訂i1if補さ

れたものである。

街彼れの助勢者止して泉けるべきは H.Boerhaaveである、此人はL巴y-

den Iこ住み苦手製及び植物嬰に遁じて植物園令所持し嘗時有名な患者とし

て知られ各園から其下に愚生が集まつτ居穴、併し長早高齢に謹して居

Tこ、 UnneがBoerhaaveに認められた最初の事件は此植物園に於てBoe-

rhaaveが不明の樹として 居たも のを直ちに名椛を指摘し且つそれが某

の番に記載されて居るといふたことに始まる、官は二人が始めて植物園
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にで遇。此問題そ論じたが Boerhaa¥'eも自分の考'I'在けなかった鋸めに

迭に Linneの云ふ毒物を取り出して見た所が明かに其通りに記載されで

居たといふことである。BoerhaaveとLinneとの関係に於ては未f:記す

べきこ ともあるが葱には署する。

Linneは諸所-I'見事した後故郷に蹄る考で Burman.a訪づれこ るでも

亦 Burmanの信用金憶する筒埴な出来事があった、そこで Bllrmanは此

時丁度仕事そLて居た Ceylon烏の植物調べの手陣ぞ頼まれ居室も食夢

も全部提供されたので、 迭に翌年迄留さること止なった。叉此時 50bl・

bergから百五十固の盆金があったので Bibliothecabotanicaの出版を

する矯めに八月九日 に印刷所へ渡した、之は B1Jrmanの友情と心鑑 しに

感謝の意-I'表する鋳に搭ーけられて居る。

首時和聞の東印度曾耐:の枇長として非常な財産家で有名なG.Clifford 

tいふ人が居た、植物に趣味そ持ち大きな植物園令設けて年々一高園の

経費-T支出して維持した と偽・へられて居る、Linneは此誌は聞いて居Tこ

が大したものではなかろうと考へて居たが、或日薬草闘を見廻って居る

際に未知の人に話しかけられた、之は計らす3もCliffordi其入であって、

時期令見て Burmanと悶遁して彼れの住む Hartecampや訪れて外園の

植物や珍奇な動物令一覧する機合を作る様に勤められた。最も Cαli江ff白or吋d 

が;斯9研r<申出し 7たこに就て tはま Boe引r加lav吋e ~ 力金がz こ‘に占預て居ゐ 、といふの

はC1iffordは愛穆病に悩まされて居たから Boerhaaveは宣言して云ふ

のに“貴下は病気がもっとー暦準む様であるならば私の言葉に従て留者

会置いて日々の食事から高端に気令附けさせねば到底幸揺な生漉令過ご

すことは出来まいH そこで直ちに Cliffordは左様な瞥者が得られる なら

ば此忠告に宴で従ふか、止 し、ふたから、 Boerbaaveは「推薦L得る Sw-

EdFLム主Zある、それは聾者で且つ植物製者で亦植物園の管理も行ひ得

ろと答へたことがある、といふのに在るo

八月十三日に Hartecampへ訪れたが行て見て Linneの強想は全く裏

切られた、郎ち動植物のあらゆる蒐集品があり其陳列の規模の大きいこ・

とにも数の多いことにも亦諸外国から集めたことにも何れも感心せさ'る

揮 をJ得なかった、 Linneは心密かに新かる揚所で仕事が出来たなら ばと考

へ後之を舎話の中に加へた、 そこで CliffordはBoerhaaveの計劃の萱現

することや非常に望花、且つ又 Gronoviusも亦Linneに依τ大なる助

ブjぞ得べ含由を申還って在・った。Cliffordは Linnるが未花見たこともな

い筈の@O度の植物の花を開b、て器管の載を扱へて言ひ嘗てるのに不思議
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なカぞ有って居ることに少なからさ'るj主意ぞヲlいた、謹に彼は Linneに

Amsterdamから HartecampIこ移り住むことを申し出した、併しLinne

は Burmanとの賄!来があるので熱心な希望に艶して如何ともすることが

出来すヘ叉 Burmanも之には飴り賛意を表はさなかった、所が Burman

が Cliffordの番費で英国のSloane大著である AVoyage to the Inslands 

Madera..・・..and}amaicaの在るの令児て大なる喜び金銭したのぞ見て、

Clifford Iますかさが「私は之金二部所有して居るから若しあなたがLillne

'l>私の方へ下さるならば一部令差上けやう」と申出した、そιて決定は

此申出しの様になった。

八月十八日に Leydenへ行き Boerhaaveに此事を相談して、住居と食

料とを，*せられ且つ 1.000florins印も八百三十回!飴の報酬令受くる約束

の下に Cliffordの所へ行くことに取定め、翌日 は更に Falunに居る Soh-

lferg其他の入 k にも之令告げ・た。九月十三日は Hartecampに移ってそ

ー の義務に従ふこと‘なった、 Clifford は~i5~弗利加から来て居る植物の

在る所へ案内したがその r~ に はLinnるの未知のものが少くはなかったが

或る物は調査の結果其名稿を定めるこ tが出来たけれでも、 f也の或るも

のは未t:.名稿や記載のないものであるこ t令断定したので、 Clifforcl令

少なから歩、喜ばしめた。

新かる知識を特ち且つ勤勉な Swec1en人を利用したいと考へる のはBUl・

man と Cliffordのみではなく前にも泉けた Seba も亦其一入である。

Sebaも亦多くの蒐集品を所持して居たが最早老齢の鋸めに Linneの助

力令希望した、併し此希望に膳歩ることは出来ない路めに、苦半して居

たが、好都合に嘗て Uppsalaに於て親友であった P.Artec1i金推察し得

るこ c..なった、 ArtediはLinneと墨ほ伺じ頃に英国に行き Sloaneの

所で魚類の研究に従事して居たが、金が無くなった矯めに和蘭へ行くの

そ飴儀なくぜられた、所が Leydenで七月八日にLinneと思ひ掛けなく

避向した、そして Artec1iは塁手事に闘して皐位争得んこと令希望 して居

たがそれぞ建するの詮が無い矯めに故国へ蹄ろうかt考へて居た所であ

った、併しLinnるは其必要の無いことや説き Amsterdamへ同行してSe司

ba令訪門し、迭に Sebaの助手となるべ〈好結果ぞ得て彼れの魚類に

閥する著述の最終答に劃して記載すること‘なった。けれきもこ 、に悲

しむべき事件 b~護生した、それは九月廿七日に Artedi は Sebaの家に晩

餐に招待されて、多くの他の客と夜更ける迄曾談 したが蹄途I稽擦と遁ーに

慣れない矯めに、運河に陥って惑にはかない最後令悉けたこ とである。
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此事件~ Lillneは Sohlbergから侍へ聞いてその葬式に撃まんが憶め

に直ちに Amsterdamへ念い?と其の時 Linneの感想には衣の様に記され

て居る、 「余は彼の息絶えて硬直した体とそれから青白い唇の上の泡を

見た時余の最も古くして叉最も親しき友人の不幸な蓮命会想ひ起した時

彼が何人も追従や許さな い丈の知識や貯へる前に常って知何に多くの眠

らない夜と面倒な仕事に過ご した時間 と令遁想し、叉多 くの旋行を塗t}

其失貨とや遁想した時に、余は質に涙にH悶1=:、又彼れの事識は彼れの矯

めにも故国の錦めにも不朽の名容を得られるべきものであったことを思

ふた時には悲哀の念が胸一杯であった、更に叉余の友人に撃すしτ懐いて

居た友情iま存命者が他の観察した事柄会出l医すべしと一度互に取り代は

した約束金質行すべき義務あることぞ感じた」。

けれきもこ・に図期tが起った、 Artediの縁者は彼れの書き物は総て

Linneに渡すべき権利金興へて、 呉れた併し彼の宿主は寅債が償還され

ないなら ば其れを譲り設すこ と ~施劉・に担施した、それ故 Seba に劃し

τ寅債を反演すべく瑚設したけれをも成効せ歩、迭に公貰に附されτ彼

の苦年の結晶が散逸するの機羽となった、之に憤てLinneは Clifford

に相談した所が心良く受け容れられて宿主の要求する額&支梯ふことが

出来、 之に依って彼れの友人が多年研究の成果在世界に向て捜し得るこ

と為なった、従って Ichthyologiaetc.とじて出版することが出来、之は

やがて魚類の科書B的分類体系の基礎連読者としての名務会 Artediに蹄

することが出来るに至った、後年Linneは友人の記念として織形科にAr.

tediaなる廊名会立てた、之は Artediが多くの注意令拶Hふた植物の一部

である。

今は LinneIまCliffordの所で彼れの故国も親戚も友人も忘れて1 彼

が彼にも自 ら書いて居る様に最も幸稲な二ク年間を過ごした、生活の鋳

めには立減な室があり大きな植物園と硝子室と令供へ、叉問書室には書

籍が充満して居り、植物でも書籍でも必要と感余るものは何時でも自由

に購入が出来た、斯くして主人の Cliffordは元より家族とも親しみが深

〈、恰も其家の子供の知き生活令送り得たのである。それ故彼は踏葉の

整理と共に数の増加に艶して極めて熱心でー、 之が矯めに毎月 Amsterda.

m， Utrecht， Leyclen等へ出掛けた、且つ亦良い園丁が居たので仕事に

も効果が摩った、其一例としては米交嘗て咲かなかった芭蕉に花そ着け

させることに成劫して大なる賞讃を摺した、之は全く彼れの栽培法に艶

する工夫に基いたものであり翌年には開花結貰脅した。



6 

此聞に於て今の好機令利用すること巻忘れするに日夜彼が Uppsalaで

普いた、手記に布倍した、こゐへ来た嘗初lこ SysternaNaturae， Fund. 

arnenta， Bibliotheca Botanica等は印刷に附されたが、街嘗時既に有名

であった GenerユPlant乱rum と FloraLapponicaの改版ぞ開始した、

是等の出版に就ては大なる困難と鰹設とが供ふたが、幸に多くの助勢会

得て謹に1930年付で出ナごすことが出来た。
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と本~蕗結締課の特別な る御便宜.>l>恭した事.>l>J1t鹿に深謝する。

第一期

第二期

第三期

年代表

太古史 神向

上古史 建国一1500年

中古史 1501-2000年

第四期 近古史 2001-2500年

第五期 近世史 2501以降

其の一明治青ii史 2501-2527年

其のこ明治史 2528-2571年

文の三大正史 2572-2585年

其の四昭和史 2586以降

書考文 書

大日本誼締舎 :-1930 壁締要鑑

日高重孝，ー1929日向園史

石渡繁胤 :-1929日向の置業天卒費字改元に就いて(詑締界報38巷

448$n 

川添重旋 :-1928 日向正史郷土の光

宮崎勝 :-1928 養盟組合成績

宮崎!膝 :-1930 宮崎!騒の詑締業

竹井奥三郎 :-1930 郷土の誇り

遠山克太郎:一宮崎!様鐙線業間見概況並に略歴(自明治 5年至昭和4

年)
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第一期大古史

古書に依れば誌は保食品'f'の!菌毛より生じた止云ふ、之の事は一つの神

話に現れたエピソードであるが、皇組輩詳の聖地なる設宮崎螺が如何に

養蛍I也として大古より因縁附けられて居ったか金推察するに雌くない。

第二期 Jニ古史(建国一1500年)西歴紀元前 660ー西暦840年

(1) 1406 (聖武。天卒18年) 746続日本記第拾六に衣の記事がある。

「日各拾月英丑、日向園風雨共盛義誼損傷的発調席」

新慌に拾月頃、誌があった事は、其の誌が先住民の南方より持ち来た

れる多化性賛であったも の と考へねばならない、叉調庸~売T'る程で

あるから相蛍隆感なるものがあった司王在物語って居る。

(2) 142G (稀徳・天卒紳護2年)日向国大凶作す。

第三1問中古史 (1501-2000年) 841-13生O

第四期近古史 (2001-2500) 1;341-184.0 

(1) 2306 (後光明・正保 3年)宮崎郡生目村富吉に於て「桑や植へ主主

~養ふー!の記事あり。

(2) 24131 (光格@享和元年)宮崎郡減少崎にて養誼が行iまるの蓄詑あ

り。翻いて文化年にj成タ崎に太田恒助(可笛)なる俳人があって熱心

に養蛍を行ひ之れに闘す る名句-T多く遣し、 2475年光格、文化12年11

月8日に浸す。

第五}凶近JjJ史 (2501以降) 1841以降

其の一明治前史 (2501-2527) 1貼 1-1867

(1) 2509 (孝明。嘉永 2 年)安井息llif(51才〉は上州諸締業の硯祭~な

し、 農桑の業を鼓吹す。 T誌に、低肥藩は釘論、其の近在で通信敬授を

受けた者が多い。 Jt後部ーに於ては鬼束儀右衛門に命じ、黒木清蔵、及

び志望の錦:入、落合直子外3名岳連れ、 近江園長演に出;はし、謹水f.{ll

兵衛に就いて委しく事ばしめた。在留2年、蹄帯して桑因し て桑闘を

設け、 主主主会建てる、 製糸の器機や購入する等、漸次に大規模の経管

に移るや得たのも忠軒先症の先見に依る。嘗て「養器私銭」に序して

さ欠の記事あ り以て農桑に知何はかり留意したか伝説ふに足る。

「人のi立に鹿するや、三日食現在ければ卸ち餓す。一年衣無ければ郎ち

も凍ゆe 凍i瀧交k至らば忠信孝' 1弟の人と雌も亦其道~識す能はする。故

に聖王農桑を重んす'0 J 
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其の二明治史 (2528--2571) 1868--1911 

(1) 2529 (明治2年〕高鍋藩主は地や大卒寺にとし近江圏、長部より

入金招i陪し、て専ら養謹製締の業~奨励し、叉佐土原藩主は戊辰の役

に奥州、i二本松にて捕虜ー とした松山弧三卒やして児湯郡三納村-園小寺に

於て養紘一の術~俗習せしめた。

(2) 2530 (3年)佐土原城ぞ慶して反瀬村に移換後は生産役所なるも

のや設け誼業奨励部，z.置き生産役員やして講話其他の方法に依り抵締

業の有利な事を設き漸時に普及せしめたが其の奨励方法首を得ざる匁

め不幸三i三途にて中絶のy状態となった。

(3) 253生(7年)先に明治 3年頃飲肥地方に益誌が行はれる様にな

り 7 年には地方の有志、相寄り水車製綜揚~設付漸衣生産額増加の駅況

に鑑み明治11年機械-?:改め依肥商~tI:に嵐せしめ、斯業の護蓮に努めた

るや以て内務省勤業局より工女2名を貸下けられー暦改良や施し、爾

後制織や改め沃肥誌業合資曾枇とi次稽し日商主主業の先謹として其の護

法に寄興せる事が基少なくない。

(生 ) 2537(10年)西南戦宇の時、延岡藩士西郷軍に喜方11し賊軍となり 、

敗れて後、 将校加藤氏外数名は何れも群馬勝、冶-域螺、福島勝、埼玉

螺、等のすを鐙t也に幽匹lせられ、早きものは11年乃至12年に許された、

蹄~需に際してFnJ ttH方の養盤業主P目撃し、専.らWf業勺奨励令行った故に

宮崎~果、及び鹿児島~需のf;f.謀長業は西罪il入選の置土産と栴 し得る 。

(3) 2539 (2年)高鍋町に有志 92名を以て資金千百飴闘の高鍋養盤面1:

なるもの令興 した。話時はl繭の貰買はなくして各都ともに坐繰製糸総

を各戸毎に、若しくは俄工場にて製紙金行ひ主としτ京都西Ililiに販貨

して居った。同年より延岡に於ても各戸に養誼令奨めた、其の勢令取れ

る者i主力11藤純、片岡精一、杉山隼見等の賊絡であって就中、献身奨励

に努めたのは杉山隼見であった、此の時、坐繰製締揚の設置の誌が起

り、窓、ち一決して内藤子爵の米倉庫令借受け製締工揚となし20去に し

て製綿ぞ開始したのは明治13年6月である。此の際、該製綿占星のut話

役として遠山克太郎、製続投手としては、信州|松本の佐久間大輔夫婦

であった、因に佐久間夫婦は明治11年、増田四郎三郎{(I美、八島甚内

等の計誌にて元産物方の建物を利用し養誌やな Lた時に雇入れられた

が 2タ年間細いて大失敗となり事業中11-.となり・同夫婦は其後、延岡

に滞在してゐたのである。該工場には資金なく総て谷仲吉より融通や

受けて庇た。 fM'~~時の赫慣は品高20銭(100匁)*簡は80蹴(4-'1イぷ)
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であった。

( G) 2541 (14年) 延岡に設立せる該工場の名稿令延岡鉱事枇と改め

翌日年には長崎牒に開催せる第一回jLj'I'itrr縄八勝聯合共進舎に生締令

出品した、其の時、若手査官として長崎に出張せる農商務省鐙締課長、

費藤素軒を木螺に招聴し製締法及び生締販貨に捌する方法等~聴取っ

た、街同氏の周旋により石川眠、御用係、仁羽圭太郎氏より養詑ー法穏

を借受け数多の複寓~作り各養器家に分配した。

( 7) 2544 (17年)高鍋藩主は士族授産金登高齢闘令思借し上江村字高

月に高鍋授産揚(日向蛍統制;の前身):??設け、繭17石を座繰製締Lt.こ。

明治19に入力を71<))に改め機械製紙として50釜H日付・け且工女5名を

上州富岡製締場にd氏遣して繰綿技術:??'f存習せしめた。

(8) 2546 (19年)盟締業組合準則が琵荷iせられて延岡諸事枇は延同盟

締業組合となり遠山克太郎、組長に任ぜらる。悶年3月宮崎腕詰緑業

組合取締所や設置す.後本所にて組合事務め傍ら螺下製綿共同販貨の

事務~も明治22年迄取扱った。

(9) 2547 (20年)嘗時の知事、 m逸駒i置は斯業金大いに奨励した、閑

氏休職後は岩山敬義、着任其の意~ーにして斯業の鐙謹に努め、 、終に

宮崎に宮崎製締陣習所~設け原町置所長になり逮 J.IJ克太郎副所長とし

て事務は盟〉幹業組合取締所にて取扱ふ事となった、向各地に次の締代

~選定した。

延 岡上田信和

成瀬凹 村利点

佐土原 松本伊者

高岡長埜耐之

;吉崎 橋本猪之古

清武和田重明

都域面111 目貫徹

小林抗山通英

飲肥日高新一

(10) 2552 (25年) 6月都城ibに坂本製締揚 (74餐〉松元製綜揚 (4-8

1宅)及び金丸製締場 (40~を〉が創設され、翌26年北諸螺郡庄内町に長

倉製締場 (70筈〉及び南崎製締揚 (60)釜が成り其後32年6月に至っ

て郡城に野口製締場が新設された、何れも内地向の生訴の製造tこ努め

fニ。
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(11) 2557 (30年) 本勝に組織された養盟組合は町村又は町村良曾に

春期養盤巡回数向iJe設置して年k 補助金ぞ公的する事となる.

(12) 2558 (31年) 4 月誼堕検査法に依り宮崎腕誌極検査研~l鱗臆内

に設置L出張所令三田井、延岡、高鍋、高岡、宮-崎、都城、小林、及

び猷肥、の8ク所に開設した、明治36年出張所ぞ第一部(宮崎、高岡)

第二部〈飲肥、都城、小林)第三部(高鍋、延岡、 三田井〉 の3部地

方として統轄する事となり、 更に明治41年此の出張所を常崎、都城、

高岡及び延聞の 4タ所とし、 翌44年iま出張.0fJe ~宮崎、 庄内、高鍋の三

ク所となす。

(13) 2560 (33年) 4月、宮崎郡赤江村・に宮崎勝立宮崎農皐校が設立さ

れ、捜いτ、34年生月宮崎牒立高鍋農墜絞が設けられまま紙業全般に協]

する救育や行ふ。

(14) 2561 (34年) 夏、宮崎郡役所に於て壁紙業の品評曾令行ひ、同

時に講習曾Je行はんとして曾長遠山克太郎氏は上京し講師 として石渡

繁胤先生を聴した。

(15) 2562 (35年) 都域に谷山製綿揚 (70釜)本庄に西郷製紙揚 (62

強〉及び高菱製紙場 (72釜j の3工場が新築された。

其の三大正史 (2572--2585) 1912--1925 

(1) 2572 (大正元年) 鵬首局は、繭質改良の必要令認め、先に明治

43年以来宮崎鯨壁種同業制I合に補助金を交付ーしl京誌種の製造配付ゃな

さしめて居ったが時勢の準蓮は明治45年1月、終に7J1・崎町外大淀に!際

立原盤極製造所Je設置するに至る。

(2) 2573 (大正 2年)誼麗冷厳康令設け翌年 3年よりは一般嘗業者の

冷蔵委託に膝歩る事が出来得た。本庄農接校成る。

(3) 2574 (3年〉先大正元年、壁紙業法に依り誼種検査所会堂業取締

所と改稿せられ、大正3年出張所4ク所Je3タ所、;守崎、都滅、及び

高鍋、に縮少整理した。大jE5年出張所Je4タ所に蹴め、大正8年、

宮崎、都域に2支所令新設し宮崎支所管内に猷H目、 延岡、高鍋、の三

出張所そ設け、 大正十一年宮崎支所に飲肥出強所を設けた。

( 4) 257G ( 5年) 1月;It諾ー麟郡1'11*村に都城農務校、同年 3月宮高農

接続が完成し、続いて大11:6年7川、 高千穂農接続創立せらる c 大

正 5年より麟嘗局は雌賢なる益誌組合る組織して技術員の設置並に共

同事業守護行する場合には焚励金の交付ーを始めた。
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(5) 2577 (6年) 4 月、宮崎に本~廃;最大の信州系製称揚ーとして山十組

宮崎製綿所 (1008釜)が成り、大正8年1月には閉じく宮崎に笹原製

紙所(150釜)都城に北諸螺郡是製紙株式合枇(334釜〉大正 9年2

月には閉じく都城に小口組都城製締所、同年4月には宮崎製綿惇習所、

宮崎製綿合資曾世、及び宮崎製締株式曾由:eして幾多の起伏愛護令極

めた宮崎市江卒の製綿工揚が京都の綾部郡是製締曾枇に合併せられ間

前:宮崎工揚 (488)と改めて新興の関西系製締場として面目を一新し

た。其他都城に野口製締場 (30釜)が同年 9 月に起業し、大小の本~器

製綿工揚が誠に雨後の椛jの様に積出した時である。

(6) 2581 (10年) 都域に螺立原註種製造所支所.:z，設け、同時に輩業

講習規程.:z，改正して岡本所にて男子守、支所にては女子守講習する事

となる。翌日年11月農商務省令により従来の郎裁種製造所や鉱業試験

場と改稿するに至る。

(7) 2583 (12年) 3月、庄内に安藤製紙揚 (50釜)大正13年3月犬淀

に鐘紡大淀製綿揚(170釜)大正14年5月宮崎郡鹿瀬村に鹿瀬製称株

式舎耐i;(330) 大正15年 2 月都城に浅井製綜揚 (52~を)の工場が新制

令以て創業を開始した。

(8) 2584 (13年) 9月、支部省は宮崎高等農林翠校を宮崎r/J'fこ設置

し農撃手|内に養詰墜を置き、同農場賢習中に養讃貫習を加¥、盤締業

の高等専門教育会行った。

本l腐は先に大正11年 3月宮崎良堕校内に宮崎!際宮工業補習事校敬員養成

所.:z，併置して補習敬員の養成に努めたが高等農林接続の開校と共同校

に移した。

(9) 2586 (15年) 4月、宮崎師範皐校に専攻科や増設して官業務l育

にー暦の力会住ぎ。宮崎鯨乾繭農業倉庫が大淀に設立せられた。

(未完〉

1931，4，27 (於宮崎高等農林製校養鑑感激室)
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見品の皮膚

山 進

吾人は生物が如何に環境に遁醸して其の種の生命の持績に努めてゐる

か良く観察されることであらう 。自分は是に其の著例として毘轟の皮府

に付き述ぺてみよう t思ふ。

扱て毘描は其の皮，，"jが種々の却iに於て外界の候{11:~こ適臆して鐙形する

事は遁かに何れの動物よりも勝ってゐるの卸ち曜に表面を被覆する!撰Tこ

るのみでなく、硬化して外骨憾を作り、外方に突出して千嬰高化し、或

は毛とな り或は鱗片と箆じ、内部にi料入しては皮下に寄する制胞暦と共

に諸種の)践を形成してゐる。

新の女n<適臆して来た各器官が生理的に如何なる作用を毘品自体に奥

へてゐるか、夫々概略を越べて見ゃう。

キチン質(Chitin)先づ此の性質ぞ述べ、る と、此物質は頗る不盤性のも

ので、通常の酸若しくはアルカリに依て腐蝕されない。但 L;次.52.クロー

}I-酪曹謹或は攻.~2 クロール酸力fI里に溶解する。毘品の皮府~苛性加里中

に煮るときは、表皮性結構を諒解し、皮肉の組織的形態や破壊せするして

殆んε純停なる Chitin-T残留する事が出来る。 Chitinの化事式は Kr-

ukenberg氏に依ると CvHl5NOo若しくは C1sH，oNOl.2であ り、 Packard

氏に依ると ClsH2oHz010なる式を用ひてゐる。但し此の化撃式は知何な

る化筆者も是等の元素の正確なる割合に闘しτは一致してゐない、之は

要するに昆虫の異なるに従て Chitinにも盛化があるのみならすe同種聞に

於て も猶箆動あるのに依るのであろう つヨ民に構造に付・て述べ、る 。一般昆

虫の Chitinより成れる皮肉は二暦を錦してゐるや第ーは外居で至る所同

質で且、 密な帯:片朕~なしてゐない。而し て表皮色の存在する所である

第二は内屑で密に小孔令以て穿貰され、常に相異る屈折率及染色力を有

する数暦より成ってゐる。是等二暦i主夫 k 第一次表皮 (Primary cutic-

ula)第二次表皮 (Secondarycuticula)と栴ずるもので、化墜的、並びに

物理的の性質に於て相異ずる 。Chitinよりなる表皮は其反細胞より液体

の賦態で分泌されたもので各暦も又従て此液より出来第一決表皮が先づ

形成される。

斯くして形成された表皮は表而より見ると 、滑らかに して光博ある も

の 、 鍛饗~有するもの、僚線の存するもの、粒献を宝するもの、臆起の
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散布せるもの、其他様k である 。而して是等の或'る者はj菌感より来れる

ものであることは明であるが、草記者では其何故に1Vrく箆化せるか了解に

苦しむものもある。

宅、剛毛及び針 (Hairs，Setae and Spines)是等は昆虫に一般に寄す

るもので、種k の目的に使用される'.而して是等の其の形態は決 して惇;

に軍ーなものでなくて、或は~~歯 tl'在するもの、若じくは枝令有するも

のあり、其他穂々雑多に鐙化するものである c毛並に剛宅は、一般に皮

膚に穿する揚合、若しくは一局部に存する揚合に於て屡k鮒感-io司る こ

とがある。叉蛾の嫡角に見る如く |安感を司る事もあろ。或場合は雄蚊の

樹角に於ける様に聴感舎前る事も ある。更に越冬すべき1憐麹同の幼虫が

宅金以て蓋はる‘ことは、恐くは調度の激鐙に劃して安全なら しめる銭

であろう。叉毛並にをl'は一般に昆虫会して敵の攻壊や売れるもの で、妹

に}践の構造を有し、悪臭ある、 EえはH院Ilt令fmせしむ可き、宕し くは刺激

性の液を分泊する揚合に明瞭である。

多く の雌、甲虫其他の昆虫の爪問盤に存する主ちは卒滑なる表面;z，~歩行

するに遁し、叉密蜂類に見る撚れ或は分枝する毛(立花粉を楽集して保持

する役-ioす、是に於ても吾人iま趨膳に依り生じたる形態の千差高別あろ

に鳴くこ とでめろう。

鱗片 Scales。是は鱗遡自の全惜、多数の毛遡自に存するのみならす3、

猫多くの開尾目、鞘遡自の蚊科(鰹首i品科、象鼻品科を合む)及双題目

並びに茶粧品科の 2.3にfをや見る。鱗片iま其の形態が種々あるが、要す

るに扇卒なる裂にして、 l如何に附着すべき錦の小柄そ有するものであ

る。鱗片には遁常模様があって多少種の特質;z，示す。是等の模様は細微

にして、或る種にては穎微鏡の最高艦大力令以てしなければ見へないも

のもある。蝶の{燐片は幾多のZji行して縦走せる隆起を有す、此の隆起iま

遁常、J二市郎鱗片の露出面に限ってある。而して其の畿は33或は其れ以

下より 14001こ歪り、各線の間隔は 0.002m.m.(粍)より 0.0007C粍〉に議し

てゐる。倫是等縦走隆起聞には、制|微なる横紋冶識別する事が出来ろ。

鱗片は中:棋で時々血液の誘導儲なる色素i-io含有する ことがある 。毘虫の

坦の美しい色彩は是に某因してゐると。是に特に鱗片は毛 と費生的に伺

ーの 6のであると云ふ事や記してぞきたい。その詫明は衣の事柄よりし

て明である。則「第一」一個憾の昆品に於て、毛より鱗片に盤還せる形式

令完全に護見し得‘ると云ふ~j\:" l'第二」セムベル氏、シェフエル氏ス プ

ーレル氏マ fヤー氏等に依れば唱と鱗片とは其の震建の方法一致せると
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云ふ事。置に毛及鱗片は共に膨大せる員.皮細胞則形成細胞 (Formative.

cells) より形成せられるものである。

鱗片の役目。 衣魚科及び跳品科にありτは、鱗片は比較的乾燥せる

場所に棲息せる種類にのみ存するぞ見ると、鱗片は是等小昆虫の脆弱な

る皮膚より課気の蒸蛮~防ぐものなる事・~推定し:得る。此の推論は鱗片・

~融除せる跳晶が何れも乾燥せる本集中に水害し得歩して、 fA焼片を有す

る種が低抗し得可き乾燥度に於て、既に萎縮し死するJ!tljより見ても知り

得更に鱗片は多少の機械的の保護を奥へるものであるらしい。而して又

是は屡々通路色として容する色及色紋の震建に基礎的な要素であると云

ふ事は前越した。衣tこ自分は是に最も特種な鱗片にやl~少し述べてみた

ゐ。夫は費香鱗(Androconiめである e是は幾多の蝶類の雄然も雄のみに

護香鱗が存してゐる特別の鱗片である。是等は通例前麹の表面に限られ

或は普通の鱗片と混合して事L、或は特別なる斑紋上に配布され、或は

趨の前縁の織袈下に在する事もある。雄蝶の有する濁特なる臭気iま此盤

香鱗に基因するものである。而してヱム・ピートウ?ス氏は是等の剣11胞

が腺細胞より護し、其Jl泉細胞は明かに臭気あ る蒸気となりて鱗片より護

散すべき液令分泌するものでー、此液の燕穫は護香鱗が散開し或は枝駅舎

呈する儒に容易なる事-l>護見した。

腺 Glands是に述べ‘んとする腺は毘皮より生じたもののみに付き述べ

るので、消化及生殖と密接の聞係ある諸J1泉は除外する。今各!践の作用に

やJ'て述べ・ る前に!践にイ寸き全般的の作用令記す、則腺は栄養物質~蝋とか

粘波とか、或は毒t云ふ様な毘議に有用なもの と費、じたり 、戒は体中に

生じた不要物賀会同化し排池したりする作用令有してゐる。(9Jjへばかめ

むし類の後脚の基l~rj に閉口す る j擦の如き 、へヒリムシ Pherosophus Je-

ssoenSis， Mor.)の[(門線(Anal-gland)の知き皆悪臭を穫し外敵令防ぐも

のと信せ.られて排接線(RepellentGlancls)と云ふてゐる。上の[(門線よ

り出す悪臭気韓は酸性にして且つ腐剖!性を有 し、嘗入の皮府守赤褐色に

汚染せしめる。其他鰭峰、職峰、イボタラウムシの雌の有する蝋腺(、7V2.x"

Glancl，)アワフキムシの幼虫の泡朕物質を分泌するパテリ氏腺 (Batelis圃

Gland，)昆虫の脱皮吾容易なら しなる偏に一種の液を分泌する脱皮腺

(Moulting-Gland) 等がある。叉腺の中には毒蛾類の幼品等に見る様に

刺に閉口せるものもある。

新の知〈毘患の度府が吾人の想像以上lこ分化され趨臆してゐる事に務

異の眼ぞ見張るのみなら9>，夫に膳じて形態なり、構造上に幾多の微妙
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な特性守備へてゐる事に不可思議に忠はれるだろう。是が解決は吾人が

質験室;z，遇して、頴微鏡の硯野に観察し得る此等の境地の探検こそ興味

あるもので、新製研究の徒やしてー暦幾多の努力に耐へしめる所以であ

ろう。

以上元より浅感な私の謹成の草稿ですから了解し覇fい駒も雑多にあろ

と思ひますが、其馳は読者諸賢の街!判断や御願ひする衣第である。

-May 22th WBl-

新輸入害虫譲豆象鼻虫に就て

鵡重量勝彦

大正15年 7 月熊本~孫農事試轍揚病害虫主任木庭康喜氏が岡腕下玉名郡

長州躍附近毎週過す る際ー老婦人が鐙京より虫が出て困ると云ふ諾を聞

き同婦人より 豆の小量;z，1"[ひ受けて蹄揚し内部を検せしに豆象虫類の喰

ひ入り居るを護見し弐で其の後に至り沼化する会認めた。而して此れに

依りて調査研究したけれεも其の概めて従来本邦に居たる腕頁象鼻虫に

似て居る底から 此れと同種か異種かと 云ふ事や決定する事が出来なかっ

た。後日になって高橋挺氏に依り外国産の詑豆象鼻虫で新らたに外国よ

りjf!食入されたものであると云ふ事が*IJ明されたの

本害虫は新たに外国より轍入された事は明らかであるが然らば一体何

れより jfi議入されたものであらうか此れには色々の援問もある様であるが

高橋氏の研究に依れば卸ち此の害虫は外国に於は外国の文献に依れば欧

州大陸各国は創論英聞も合めて早くより知られて居り東方に於ては北部

アフリカよりシベ、 9 ヤ迄及んで居る其して 1909年には北米カw)>N~乞体播し

て大害をなしつ‘ あるのである事がわかった。而jして東洋方而には完全

なる文献がないけれき‘も未だ此の産して居る事がない ものと認められる

初め農林省首局に結豆が多量支部より輸入せられたる事質より見て支那

より輸入せられたるものではな d、かと云ふ設もあったが氏は上の知〈東

洋Jケ市に於ける善玉置より此の設に賛同する事が出来なかった。 i市して此

の害虫の決定後に於で長崎税関に於ける小包郵便物の検査の結果其の後

二回迄も此の害虫の英国より誌草の種子と共に1臨入せられ穴事笹・;z，たし

かめたのであるから削ち輸入先は英国と推定してよい様になって来た
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郎ち此れに依れば英閣と断定してよい様て'あるが北米カn:J+lf主義園と最 も

接近して居るものであり且つ九州地方より北米加州に出稼人が多〈此れ

が儒めに旋客手荷物として輸入された事がないであらうか氏は上の如く

英国よりの小包物に質泣令示されて居る外に倫此の1i・而の輸入に疑問令

懐かれて居る様である。

分手:1 鞠組目 豆象らえ虫科

形態

幼虫 (私しが熊本農事試験場に於て調査せし時の)j龍なる記憶をたきりま

すれば〉体長約 4m111にして白色に淡黄色ぞ待びたウジ駅舎なせるもの

で頭部は小 さ〈先端は幾分褐色をなし尾部は凶I法令砂びて居る頭部尾部

共にj鹿方に開I出して宿り背面には大小幾多の凹凸を有す成虫は小形の豆

象鼻虫で体長 5m111 飴其の全)医極めて従来我が園に~する腕豆象鼻虫に

似て居るので此の弱者令比較して漣ベる事とする。

腕豆象Ç.\虫~ (A)にてあら わい蟹豆象鼻虫を (Bjにτ現はす。

1、Af立体扇く 幅庇〈叉頭部の幅 も脆い。

n f立体の扇卒-の皮少なり幅納1<頭部の幅も狭い、

2、AはfiIj胸の幅民:'<後方雨級の剥瀬著でない、

n fま前)J旬の幅狭〈 後方雨縁の割額著な り、

3、Aは前胸背後縁の寸E央にある白班闘形である、

Bに於けるーとの白斑小三角形である、

4 、 A の指紋の白班大JI~である 、

Bに於ける其の白斑大形である 、

5、A fま遡~ljîの縫合線中央部に寄する 小白班短形でない、

Bに於ける上の小白班長形幅の二倍に謹す、

G、Aの遡鞠の後側にある白班は5個大体斜にー列4をな し内少なくとも

三個は大形ー列内二個は小形少しく上方に位し此の列の下方縫合綿

の左お側に一個の搬著なる白班がある、

B に於ける右の一列~なせる班思llj不判然叉縫合綿の南側に春する一

個も不*1]然大体に於てへ字形lこ配列する、

7、Aは露出す る腹背は純白色此れに左右二個の太き黒紋や附ける。

B の其の腹背梢や暗褐を帯び黒紋~全然散〈\

8、Aの前脚jま!臣節以下中脚は腔節末以下赤褐色後脚のみ黒色である。

Bの荷ijr的jは腿節以下赤褐色中胸!と後胸lは黒色である、

9、Aの後l仰の腿節末端の距大形陥入深い、
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13 fま-':のRIT小形陥入浅い、

10、Aのi支出JJ.腔節末端の刺短小である、

B に於ける刺tt.長形である、

経過習性

熊本農事試験場に於ける調査に依れは一年一回の笹生で冬は成虫で越

年し其の成虫は三月下旬より 5月下旬に活動し誌豆のサヤの上面又は花

の子房に 2. 3粒よ り獣粒票占k産み其の卿化した幼虫は皮を食ひ潜行 L

て子資の内部に食ひ入 1)ー粒の子質に少は一頭なるも大は十数頭喰入す

る卵期は !Jf:l乃至18日幼虫は70日から 100日踊!聞は 9日から16日成虫は

越年する矯めに長くなって 6ク月乃至9ク月齢に及ぶ此の成虫は 8月頃

より後くも11月頃痘に全部成虫となり其の倍、豆内にとどまり少薮脱出

したものは鐙豆の容器袋の内部等に静止して越年する。

本邦に於け る{専橋駅況

熊本螺玉名郡に於て初めて其の琵生を認めたのであるが其の後熊本臓

に於ては1・2高波書[¥、下茶成郡、字土郡、熊本iH，八代郡に僻播し愈k 昭

和 4年 6 月に問題 となって、農林省農務局に於ける調査に依れは::h~\1'I各

騒は云ふに 及ば十四園地方にも護生の形跡あり中間では少数乍ら岡山鯨

に費生を認め近畿には奈良鯨にも僻播して居ると云ふ司王が判明した。今

斯くの如〈 多 くの地方lご於て既に停播繁殖して居るものと考へられる。

腕除後防

繭除橡防法としては第一に詑豆令J&穫した後に窟豆の乾燥ぞ行ひ其の

上で二硫化炭素は1000立方尺に艶し 4封皮を中心 として二輩夜叉(クロ

ール ピクリン」は1000立方尺に劃・して三監夜以上の嬬蒸法在施行する此

の中「クロールピ クリン」は乾燥不良の時には佐々薬害があるから十分

乾燥する事に注意する事が必要である。

第二の方法としてはJ&穫後強〈日光に晒らして乾燥すれば其の乾燥 と

高温の錦めに大多数の幼虫と蛸令瞬除する事が出来る以上のご訟や腕除

の方法とするのであ るが次ぎには現在の龍生匝j或を蹴めぬ様注意する事

が必要である 。

衣に昭和15年 7月熊本農事試験場iこ於て私しと AHIの邑放君と調杏せ

し成績を曇考迄にかおける。

クロールピクリン焼蒸

侵入締数 死去締獣 死蹴歩合

一室夜嬬蒸 206頭 171頭 83.01% 
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二重夜爆蒸 230頭 212頭 92.17% 

三重夜嬬蒸 240頭 228頭 95.00% 

街死去締数T細別すれば

幼 虫 1涌 成 立!

一重夜嬬蒸 163頭 5頭 3繭

二震夜燐燕 203頭 2顕 ・ 7顕

三重夜嬬蒸 215頭 5頭 8頭

似1考

クロールピ クリンは1000立β・尺にー封度宇の割合にて燥蒸したるもの

な り而して矯蒸後一重夜にして調査す又詑豆象品虫の被害豆 100粒づ・

をとり Sampleとす。

日乾t鐙豆象鼻虫の死滅歩合との闘係

侵入総監 死去総数 死滅歩合

2日間乾燥 243頭 90頭 37.04% 

5日間乾燥 261頭 104頭 39.85% 

7日間乾燥 257頭 136旗 52.92% 

8日間乾燥 242頭 136頭 56.19% 

9日間乾燥 201頭 1!j2頭 75.62% 

tlil考

琵豆象鼻虫の被害豆 100粒づ‘を取り SampJeとす、 叉天敵会輸入し

て自然})を路用して本害虫を駆除する事も必要である、詑豆象鼻虫はf;J

論従来護生して居る頭宣象鼻虫iこt;jしても北米、布陛島、には有力なる

寄生峰b;知られて居り随って同島には此れ等の害虫が多く盤生して居な

いと惇へられて居る、従って腕豆象鼻虫が本邦に轍入されて以来其の惇

播繁殖獲 しく 種子さ へも採れない有様になって居るは吾が園の如く新領

土に入って天敵のな い鴛めである。きれば一日も早〈天敵を轍入して自

然j)に依って制せんが矯め上の天敵を輸入して其の繁殖ぞ低下する事に

努めねばならぬ。

以上高橋氏の研究ぞ基 として大要令詑 し読者諸ー兄の妻考に供せんとす

るものなり。 終り。
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動物教室への御土産

四本足数

ry君 L四本)¥ 

先生ぐ中島〕の呼ばれるi毘に、，ft事の手会中止して、先生の室に tんで

行った。先生はドアの鹿にニコ々々して立って居られる n 先1をの虫色私

の室とは、中間に標本室があって、凡そ 7、8米離れて民る。その間を

私は、二三彦で飛んで行った。

ー「先生何んですか」

先生は椅子に掛けられたま当、矢張 りニコ kk笑って居られる。 何んだ

か薄気味が悪い。

[""Y君、お土産-al"[ったんだが、少し古いが折角くれたんすごから、標

本にして置いてくれ給へ」

と言って質輪車の上の、周閤 1尺足らす3、高さ 5寸位の、赤〈鋳びたプ

リキの鍵を指された。蓋が細目に少しく開けてある。華.の事'is1司に開ひて

居るのは何んだか気持が悪い。ポーのアツシヤ家の混落の中に、妹の死

骸の入った植の蓋の最111目に聞けてある、ゾツとする様な文学会敬った事

を思ひTごした。

「何んですか」

言。つ‘手や掛けた。

「アツ!!J

私は思わする手令離した。衣の瞬間私の魂は一時何鹿かへ飛んで行った様

に吃蒋した。蓋を取ったその時、中に私は一種異様な物-a見fこから 。つ

くづく見たごそれはド ク'ロや脅し、た、口径大きく開ひた、川プすごった。

「アーl庖鷲したJ

しばらくしてからやっとこれ丈け言った。

「アー此れが庄きてゐたら、きうなって居たろうか」

思わす.?由汗~流した 。 しばらくして、つ叶、て見たら聞くなって居る 。

確かに死んで居る。つくづくのぞいて見たっプーン異様な悪臭が鼻をつ

く。悪臭の生じて居る虚令見れば、確tJ、に生きては居ない。此れでやっ

と 安心した。が併しロ~大き〈開ひて居る様ぞ見たなれば、而かも突然

に、すごし抜けに 自の前に出されては、唯でもきぎも~抜かれるに異ひな

b、。それぞ人から死んで居るとか、中に何にが居るとか、聞υておれば
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少しは良いが、何にも知らすーに而かも嫌な蛇7ごうたので、そのおき・ろき

と言ったら大したものだった。人から蛇~見せられても恐し、のに、自分

の手で突然蓋を取ってお目にか泊ったのでぺその時のおきろきと言った

ら他の人が見られたら腹を抱えτ笑れた事t:ろう。今でもその時の事を

思いすごして、一人おかしくなって来る。先庄も中 k お入が惑い。

先住金見ればニコニコと笑って居られる。

「吃驚しました」

「ハそうだったかねーハ…、古くなって居るが折角くれたん7ごから、

アルコール漬にしておきたまへ、ピンはあったかね、ハ…その鱗もくれ

るそうな。J、…」

「ハア一、併しl屯駕しましたJ

「ハ・・・」

皮は少しl助けτ、班紋なんか早不明になって居る。臭も可成りに ひごい

搾で燭れて見ると、早コチコチとなって居る。大きな毒牙が二本、内方

に曲って生えτ居る、見るからにゾツとする。

先生と顔見合してハと笑った、 1¥任ぞかし背くなった事?とろう p

「ヂヤア アルコールに漬けてお含ます」

私は標本にすべ〈、蓋やして先生の室会出たが、途中私の室て'T(田原〕

さんが仕事をされて居るの会思ひ出して、よしーツおさめ、してやろうと

惑戯心がムラヘ/と起って来た。こんきは輩をシツかりして、中に何に

が入って居るか明らない様にした。

rTさん此の中に何にが入って居るtJ、聞けてごらんJ

t言って錐令机の上lこ置いた。

「何んですか」

T さんは作闘の手~止めて、葦~取り初められた。可成きつく蓋をした

ので、聞くまでは一寸JJや入れなければならない。不ムはTさんがき・んな

格構やされるか、目を離さ-t.に、 T さんのー率一動を見守って尻た。聞

いたc iIIIかも全部が一時にパツと。

「ウワツJ

T さんはH乞鵠仰天、蓋も耗iも机の上に地り出されfこ。その時のT さんの

様子 t言ったら、何んと言って良いか明らない位の駕き方ナごった。荘、も

先生のmlであんな様子やしたかと、可笑しくなったo

「アーイ夕、たまがった。蛇ぢやか。ホ一 、口を聞けちょっとぢやむJ

T さんは恐るヘ/近寄って、一寸鰯れて見Tこ。
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「ハプですよ」

「ほんとにハプですなJ

「εうでした」

「アーたまがった」

二人は蛇を中にしてしばし笑&止めなかった。

Tさんの顔や見れば、少しは鼠色が出で u 来た様t::。

「此の口を開けて居る所は気味が悪いですな」

「私も先生の所で精しましたよ 」

私は標本にしようと、 室に持って来た。錦の中から取り出すとき、今に

も庄三t.1::って、パク リ舎やりはしないだろうかと忠ふて恐ろしかった。

きくろも固くなって解け歩、鍵の中に入ったま h 型にはまって居る。ア

ルコールの中に入れても解け歩、乾燥して浮んでゐる。きくろ~患いた

ま‘首~持7こ上け・て此方・ t.e U児んで居る様で気持が惑い。早々に華や閉め

て棚に並べた恐しく τ{-I:カーがなかったカ、ら、今でもその育甘や遁ると、此

奴がと言ひたむ、。まだきくろもそのま為に して居る。

動物教室には、斯うした蒜削がl時k i.湿る。

- 1D31， 4， 24，一於動物敬主

隣 の 研 ラE

Mu lt 

楽は背の種苦lま幾の種、と言ふこ止が御座ゐます。極めて卒k凡々た

る毘理ではあるがやI'k宜行し現れ、金言と忠ふのであります。

いつ見ても暇そラなものはj瞬の穴。

此の女匂の示す通り 11毘そのものの様に呑気なる腕も骨つては主人が付:体

内にありし時その生命の総開門令司って保賛してゐTこ、人類が 11つの卵

より嬰児までの個体護生を遼ける時日凡そ 280日間その間卵細胞が分裂

して身体が出来上るまで'の併の卸jは買に伶大とも言iまねばな りません。

そしてその主人の生後の運命金支配すること大なるものあるや全然否定

するわけには妻。ません。

JJ}成り名謹u.て浮1I!50年間お腹の真中に安閑t超然風塵の外に鎮座ま

します彼!肝は主人から顧られゃうとしない。人間ならば勅一等功一級男
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留を授けられても尚且つ物足らない位です。

!踏の役目は出生と共に御用構みになるわけです、愛矯者のlt守宮は苦楽

の真理令良くも理解し切った絶世の天才であり叉獄謝j者たる事会忘れて

はなりません。却てあなたの様な顔付の入は!燐の穴が必すe左曲ってると

試みに友達に言ってごらんなさい、岐度友蓮は赤間の体で必-9">や否定す

る事でせう、併し内に蹄って人知れ今自分の臓の穴密検査する事でせう

そうしてそごに於て左にその穴が曲つてなければ、はじめてやれやれと

安心するにちがひあ りません。それ程までに主人に顧られない!揮は雷鳴

でもなければ殆んを1 その存在ぞきえ認められない始末ですむ然し腐はそ

んな事は何等意に介せすー俗流に超然としてゐます。

出生後の人類にはl跨は何等の使途がない。唯主人が笑ふ時iこ茶~わか

し、怒る時iこ少しく曲っさえおればよく、縫ってそ の寄在の認めら れな

い様になってるのも故ありです。

臓の位置の最理想的な紬は、吾・が日本人に於ては頭頂よ り10分の 4足

下端より 10分の Gのt1lJjだそうです。その大いきは人によって異ります、

兄弟の中でも長男長女が大き〈次男三男 と下心なるにつれ少さくなるの

が普通で、長男長女に於て弟妹に比し膳小なるは病身であるか短命の相

7ごそうです。

臓の外見的見解や下しますならば諸君御承知でごさ'いませうが出臓が

最いかぬとの事です、 MJ命子供の時の出!蹄はその身体の生長につれて幾

分直りますがその本質は良化したと は言はれません。!跨大き くてひきし

まり奥深いのは奥ゆかしく 最上等の運命の持主ナごそうです。その貼から

巾し上けますなら ば僕は可なり幸稿者たるべき資格を具備してるにかか

わらす咽Lふ様な幸運に一回も曾ひません。今か今かと来る日来る 日を待

ってる様なわけです。但し婦人の臓は大きさはそんなでなく とも奥ゆか

Lい却ち奥深いのが良いそうです。その婦人の!跨の様子で生れる子供の

健康運命令左右に想像する事で可能 と申しますからして吾々は此の鼎iも

探い研究令要する j;、と思ひます。

次に穴のカ-向ですが大別致しまして 3つとなす34が出来ます。郎ち正

論iを向いたものと、梢上:i'向いたものと、硝下を向いたものとがありま

す。その中正面や向いたも のは極普通卒凡而iも幸運中番なん7ごそう です

そして上令向いてるのは最良〈、下令向いてるのは~悪蓮命をもたらす

そうです。御気毒な衣第です。

大宮家や健康替は下腹が肥って乙て、下腹がへこんでる脊は何となく
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貧相をあらわしてる、然し諸君此の一事で悲観する要は少しもあり ませ

ん。他の中には例外がございます。而もその倒外たるや外ならさ'るそ吾

々は見出す事が可能なのであります。

下腹がでっぷりふくれてゐても少しも金は残らす'0常に不健康に苦し

んでる者があります。と同時に下腹がへこんでゐながらも健康で富裕な

生活の幸繭弘事まれてる者が少〈はありません。然之は真の例外でない

事が分明になります腐の穴にその思慮を向けますならば、そして!僚は下

より上につく 程幸繭幸運?とそうです。

御主人や此のtlt・に出した疎開j者たる)跨君は往々に して前の如く、軽硯

されるきころか全く その在在が認めら れない位である。然良く考へτ見

るならば体内 280日間の苦の甲斐あって今は超然と起居Lてゐる ことが

明らかにされ得るでせう c他の不用物の知く邪魔物扱にされては迷惑至

極と言はなければなり ません。

B量幾れば品愛る

日高正重

昆虫類に底して居るもので食用に供せられるものがある。我々 が茅に

も食べられょっと 思って居ないものが威地方では卒筑で食用に供せられ

て居るやうなものもある。いま知って居るところのものぞ詩:いて見る事

tこしTこ。

トンボ 成虫を焼いて食べる。

イナゴ・ 幼虫、成虫を長1-\ にきして燐き、 i蛤!とi'iJ:l Mìær由と~混じたも

のやつけて食べる。或は幼虫、成gl~そのまお又は焼いたものを粉末と

して食べる。

バッタ 成虫 ~I+'，にきして焼き、それに l味1I("f又は鴇ilfJをつけて食

べる。

ショウリヨウベパツタ 成虫~;焼いて食べ‘る。

スゾムシ 成虫や焼いて食べる。

タ ラ

キリギ リス

アメンヰぞウ

方ヒコ

成虫~そのま‘食べる。

r&&~ 、て子燥し或は煮て食べる。

成虫~焼いて食べる o

9!市~~':t・て干燥し粉末として食べ司或は焼いて食べ‘る。
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カ'ムシ 成虫~焼いて食べ・る。

グンコ、.ロウ 成虫を焼いて食べる。

ジガバチ 、 幼虫~焼き或はそのま・食べる 。

イナゴ 醤油と荏油をもって味やつり煮って食べるの

タガメ 卵金属いて食べる。

tツバチ 之は tツパチそれ自身会食べるのではないが蜜や取っ

て食用その他貴重な用途とする。

以上の外向食用 となる ものがある事 と 思ふ。治、足るもの~調べτ見る

のも又一興あ らん。

椿 象 の 戯

I王 Y 生

昨年十二月の事であるが故郷の或る部落で今迄見る事め出来なカ、った

珍しい害虫が料|橘類について、首局者はその防害方法tこ就いて困って居

る事告聞いた。

僕は早速見・堅JJ・々出かけてその害虫を採集するのみならーや、そのキ11橘

閣の鰹営者から これ等について色々と聞〈ことが出来た。l市:遺憾に思っ

たのは頂皮時節が冬で既に果置も殆ん-，:--J['(穫され、 害虫の生活駅態ぞ見

極めることの出来なかったことである。それで不充分ではあるが私の知

見そ次に括めて皆様の御曇考に供し度い。

この昆虫には三種あって (1)大型で)直面が赤褐色で脊面に黒褐色の

斑鼎jがあるもの。 (2)全身が締色のもの卸らアテ クサガメム シである

(3)総べてこ れ(2)に類似してゐるが、形が正三角形のものである。

以!この三つがこの主なるもののゃうである。

間〈ところによる と大正十三年以前からこれ等に気がついて居たさう

であ るが、その置は見るに足らなかったモうである。近年この被害が槍

大するに蓮れて狼狽し村役揚に屈け村の技術員にその底理について意見

守開いたことに端令穫し、僕の行ったその前日は!騒農事試験場から某技

師の方が調査に来たそうである。そう言ふわけで例のアアクサ均メ ムシ

の名が知られて来たわけである。

今この虫に就いて一筆しゃう、その前に蛍って被害に就いて申すこと
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にする。大正十五年は首時に於て一番ひε〈従来のJ&量.の半減をしたそ

うである 。警へこれが大袈裟に言ってゐるにしても全然厳事でないこと

は明らかである。今のは主として蜜キ11の事であるが、その他に枇杷、梨

にも相嘗被害があったらしいo柑橘の中でも一番被害の多いのはネーフ

Jレ、温州蜜柑、小蜜柑の順で、ネーフノレは他に先ちて比較的初期に多い

そうである。詰りネーフルがその時j聞に於て一番よく桜象類の噌好に適

してゐるとも考へられる、そうしてその未熟の果賓の成口廻りや細長い

此の虫特有の吻ぞ挿入して液汁をl民政する、従、って酷く製はれた時はそ

の果質は成口から濁りで落下すろそうです。摺いて温州蜜キ|村コ小蜜柑も

訪門;z.受ける。砥に後者の小蜜キ1:1"'扮ij者に比して皮も薄u、しその他色々

の弱馳があって被害も大きいそうである o1長十rk、た部はさ欠の知により一

目して見分けることが出来る 。

1、果賓の成口の表皮が少しふくらんで硬化する!惑がする。

2、傷部が赤味;z.増す。

3、皮令剥くd とその直下が退色して硬化し・波汁が蝕乏してゐる 0

4、従って品質を悪くし味やこの個有の臭香令退化せしめる。

以上によっても知何に品質令惑くし商品tしての債格や低下せしめる

か十分に御了解の事と忠ふ。 Ht相も一時は少からぬ損失があ・ったことは

前記の如くであるが、或るl時はその矯商人との間に問題が起り、 JIに容

が惑いとかl床が悪いとか言って随分苦しめられたそうである。然しtl.ljも

なく従来の袋ぞ改良したり有底のものを用ひたりl.て此の方の損害は殆

んさ・除去された諜てぜある 。

然らばこれ~騒除するには知何にしたらよいか、先づ手近かな方法は

早朝露がある内に又は公天又は雨天に行ふときは捕獲するに最も容易で

あるそうである。これは早朝又は公天であるとこの虫は自由に飛べない

事宣ぞ別用して果樹の根本に敷物奇置いて館り落すのである。倫，f;lH也の
果賓が色づく頃この虫が集るのを利用 Lて故意に袋や施さない所をつく

りI狗と同じゃうにして捕へるのであるε 本年も蜜柑の臓の部が色づく頃

は丁度農繁期でこの/(1前の臓除が忽せになって驚くべき被害があったそ

うTご。そうして捕獲する度に桝目で 2升位は捕へることが出来るさうで

ある。

ヨ欠に1:[、として知 り度いのは此の峠象は四季節に於いて如何なる生活を

してゐるものであるかと 言ふと~ー である 。 11佐知ることの出来るのは果樹や

農作物に及依す害から見て何時頃から戯令なしに来るかである。
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耳にするところによれば枕J也の熟期に初めて姿を現はし夏の土問に入

ると著しくそ の数是減じ、それから涼しくなって彼岸に入i):再び増加し

愈々蜜柑が色づく棋になる t急、に激増するとかである 。私は現在行って

ゐる騒除法は最もよい方・法である tは忠ふが、し;かし躍に捕殺したり 殺

虫剤、鎌J忌剤によ る積極的な方法では到底完全にこの厄害から売れる事

は出来ないと思ふ。それより進んで様本的に退治する事が肝要だと考へ

るそれは消極的な方法印ちこの毘虫の生活y状態ぞ調査して叉その性質.>i>

研究 して目的舎建せんとするのである。例へは冬期この越冬揚所をつき

とめ全滅そ期くすが如きことである。この害虫の臨除法は種々な曇考書

によって知ることが出来るから、一方これ等はリンネ舎の主旨に反する

と思ふから省略するこ tにして最後にアアクサガメ ムシの形態に就τ筒

躍に記すことにする。このアテクサガメ ムシは椿象の一種であり叉私は

これぞ代表的なもの と考へてこれに就て形態とこれらに共通なる特徴と

や記す。

{ í~'首角〈総!伏繍角〉……五部分よりなり第三節末端及ぴ第四、第五íll'i の
1 上半ItjJ.色なり

jj~ 剥i<限・・ ・・・・・…・・・…… 複眼.皐aR%-劉わり
( 上 唇

f " "'L J下辱R 口 ~.H
、 i上顎

( H'1 

胸部 く中

t後

~T !Yfi(1吻〉・・・…l放牧口3'Xi

I旬

胸……!各一針の楚jわり。
胸… ..i 

r古iJ肱坂…H ・H ・....……'"・H ・-、

)以 J恢〈中l復板....-.・H ・-…・ー.，.・ H ・-ー..>各守l1Hの脚わり

1後腹i板・・ ・H ・H ・-回観1:懐紙Hlf1孔すJ

r前脊J坂

宅f 仮〈中脊板…・・・ ・・前越jわり

t後誉J仮・H ・H ・-・後趨わリ

腕l 昔li
基自iii一陣節ー腿節-B:l1i{jj-R[;t節

I第一鮒節

附節{第二鮒節

!第三附節(ゐ

趨部{霊童鑓4自の趨M す

r脊 i板・・・…七体節よりなろ

服部 {)箆板・・…大体節よりなる (但し第一環節退化ぜる1:め〉

t側 板・・・…五体節よりなろ (1LJ.L第一、第二環節退化ぜり〉
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(~L 1"1 
器官{)]工門

各{本自白に111:ffの主主門わり

1生殖外器・・・・・・附1'lt症例株IH有入第九の癒合よりなろ

一一以上一一

参考諮 1，橋本員熊氏卒業論文〈怖泉の日持英の他外部形態|こ就て〉

('1， 2s 1931) 

摂虫峨の趨光性につき

*井茂盛

愛媛~掃南宇和郡f;t9t，・(虫の被害甚しく大正拾二年に於いては其の版盟iに

達し 3ク町村の作付反別の平均 5自IJI内外は誠J& ~見たのである。此鹿に

泉郡一致を以て之が針策lこ首り迭に品種の統一会計り稲移植時期の繰下

け及移植!悶聞の短縮統一、市仕立カーの改普及嬬種j明の愛更~行ひ商代は

共同苗代とし本田の施肥法其の他の改善を闘り稲の生育制圧捕ならしめ

冬期に於ける遁雷なる底理ノケ柱、を賀行して現在は殆んさ・阪虫の被害無く

大成;砂金見るに至ったのである 。 J~r うした苦し~ 'íí~i~，~設会z持つ関係」ー君、は

或る程度迄此が習性及防除等l二位悲して来たのである。

!股出の馳火誘殺は割合に早くから有効なる事が認められてう~たのであ

り、苗代頃より71<旧に蹄〈光会何鹿へ行つでも見受けるのである a・然し

之が基本的調査は去すご明にされて居ると云へない様に思はれる。告!日命昆

虫接会修められると大体に於いて以下の事柄。は推定される34であらうが

之の質駿説明の不足に思ひを来たすのである。愛媛勝良事試験揚の業務

報告(昭和二年行務報告昭和四年一月盛行、昭和書年業務報告昭和五年

一月護行〉により述べて見る。

生物界に於いて趨光性は割合に微妙なものであり相官研究されて居る

のであるが穣~kに闘してはなかなか葉の範園が成い足けに間期;な司王で

ある。

1、放蛾鍛に謝する馳火誘殺歩合及雌雄別誘殺歩合蛇に放蛾後誘殺され

る迄の日数

昭和 2年及3年の試験ノケ法に橡め鍛高頭の越冬幼虫 T採集して蛾を費

生せしめ蛾の坦端をアニ リ ン染料により染色し之会人家に遣さU1~澗なる
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地固に於いて直径百九十二聞の図十八燈の十六熔j光電灯や臨し(二十四

間距離〉中心黒lIより放蛾す。

其の成績は昭和 2年に於いて第一化期最高36%最低 2.9%卒均 13.4%

二化矧最高 17.2%最低卒均 8.3%なり 3 年度はー化l~~田植前最高 18.1%

最低 1.8%卒均11.99百[日植後最高 28.7%最低10%卒均 19.3%にして最高

28.7%長低 1.8%卒均 16.9%のー化期の誘殺歩合なり。二化明は最高 19

%最低 4.9%なり a 之に撮ると一般にー化J聞のものが二化期の蛾よりも

誘殺歩合高き事が明瞭であり其())j也光性の度合活動力の強弱もー化j闘の

蛾の旺時なる事が理解ー出来昆虫製上の化1聞による活動性等の問題も或る

程度迄逆謹明ゃなし得るのである。

黙して雌雄別誘毅歩合はー化明移植前卒均雌(7.9%3.4%雄15.7%18.7%

ー化期移植後6.7%8.1%雄19.7%197%1こして年により て多少の相異ある

も雄の誘殺歩合が 2倍乃至 5倍も大であり二化期に至つては、 8倍乃至

10と云ふ甚しき差異令示して居るのである。之の喜玉置を考慮する前二卿

化嘗時の雌雄の比等や考ふる必要あるも大体雄の飛行力の大に して活動

力に富み生殖に何等かの闘係あり叉趨光性の多少及び之に附随せる今回

生理製曾で護表された動物の近机遺品Jl等の問題も雌雄別に相異あるので

はあるまいか?

ヨ欠に放蛾誘殺せられる迄の日童文は嘗夜が最大で85.79百戸6.8%で衣第に

減少して 6 日自には殆んさ容に近く 7 日目では昭和~2 年 3 年共に一匹の

蛾さへも見出し得ない。雌雄別に之や見るも大差~~いが故に放蛾後の時

の経過にのみ閥係して居る。虫!~論蛾の習性上蛾の時代に関係を持つもの

とも云ひ得る。

2、僚火に飛来する距離及光プJC誘殺閥係

燈火に飛来する距離は16燭光電燈~24間距離に蜘火し;其の中央に放蛾

したるに衣の表の知き結果令得たのである。

(之の表は理解し易く筒蹟にしたものである〕

昭和2年度

24問 32一生8問 m-72HZ 11両~I

イ七

イ七

期

期

34 

47 

26 

19 

12 

11 
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昭和 3年度

24問 32-42問 52-72閉 76-96問

化 ]00 生5 30 10 

ー 化 100 42 48 12 一
j次峨場所より24間の阿南1I1こての飛来峨た100さして業の比円台ポナ。

上表にて明かなるが如く近距離の混灯最も多く誘殺し距離令距つるに

従ひて衣第仁減少せり。然し臨めて遠距離の蛾と雌も飛来するものあり

666聞にて 0.ll%1032間にて 0.012%な 1)0 然れでも後越する嘗夜の風

向きに闘係ある事は釘論なり果して新〈遠距離の16燭光位の電灯の光線

や認識し得るや、又認識するも知何なる程度の認識なるやは研究の飴地

あり。

光jJと誘殺闘係も其の精椛;a.期せんが錦に30間及60間距離に各化期毎

に十撤回に渡りて放蛾し之の間)m/:に光力相異なる酸火令20間間隔に置

きしに 2少年共に慨して高燭光のものに誘殺敏及雌蛾歩合共に多く然し

て就れの燈火の揚合も距離の遠きに従、ひて減少せり。然して雌蛾に磁に

甚ナごしきは前述せる所に相一致す。

3、気象t誘殺閥係及風向と飛行方向

気象と誘殺関係は夜間天候、月齢、気温、温度、風建等;を考癒して試

験せるものにして雨年共に慨して等しく晴天時に於ける月齢知何は誘穀

蛾の多少 と大なる蹴係あり、満月前後の晴天の夜は比較的誘殺蛾数少 〈

妹に摂蛾の活動力最も盛んなる日夜より夜牛迄も月明;a.見る晴天じわ時以

特に此の傾向甚?とし O 此の司王は昆虫一般にも遁用されると思はる。 1930

年 7月12日の馬牽城祉の衡問昆虫採集iま質に虫よりも落城の月会眺むる

の感ありきと云ふべきである。(宮崎哲ンネ曾報4蹴45頁書照)

然るに同一月齢にありても、公天叉は小雨の揚合に於いては晴天に比

L 誘殺蛾塁走多し。尚蛾の飛fA~活動の盛否によりて煩しき関係あり。温度

風力、雨量等は~民蛾の活動蛇に飛期と闘係深〈従って之等の事項は相閥

聯し闇夜で気温高〈蒸熱駅態に最も多〈之に反する時即ち一例として暴

風雨の夜等は特に少きも其の翌夜の好候件の時は聞紙態の時よりも非常

に多いのである。

次に風向と飛行方向を見らと慨して雨年共に等しく風向は飛行方向に

関係ある如く忠推され風梢k似き時は之に仲なひて飛行するもの多きも

え例外あるが如く微風の揚合は風向きの側ノケより風 tのノケ向に飛行する



31 

もの多し。然れきも午後10時頃迄の風に作なはれるものと云はれて居る

以上大体蛾の趨光性について述べ‘た積りであるが之が膳用経欝闘係郎

ち光の強弱度と馳火距離と 誘殺蛾との闘係令明らかにし、 ~Ii火誘殺の効

果並に経満調査に及ぶべきものなるもリ ンネ舎報であるから説かない挙

止する。 (4月17日)

金魚の飼養法~:就いて

岩切芳郎

「金魚は赤く美しい

お池の中そかけ廻る」

是は幼い詩人、澄宮殿下の童謡ですが何と可愛い道議ではありません

か、全く殿'Fの童謡の様に赤い尾鰭や摘抄て締麗な水の中やユラリヘ/

と詠ぎ廻る金魚の美しさは警へ様もないほき可愛い姿ですの私が金魚~

飼ひ始めたのはたしか五議だったと思ひますがそれから今日までl'っと

飼ひ続けて居ます。其の聞には悲しい失敗もあ U、夜も握れぬやうな嬉

さもありまして誠に金魚の真の面白味は自分で飼養して見なければ分ら

ないと申してい・でせう 。

既に御承知と思ひますが金魚は何から盤化したかと云ふと餅鮒の盤化

だと云はれます。普通の鮒が盤化して餅鮒にな り、それが更に人 k に愛

玩され飼養される内に設に金魚にまで準化(或は退化す〉して来たので

す。今日では更に色 k の種類守生じて普通知られて居るものでも、

和金。琉金。関錯、出目金。オランダ獅子頭J 獅子頭繭錯。金欄子。

朱友金。秋錦等

賓に多様です。

之等の内で和金と申しますのは原種なる鮒に最も近いもので其形も亦

最も鮒に近く体は細長く其の尾鰭(，iJP短く二つ尾或は三つ尾四つ尾とな

って居りますが性質が極めてf齢、ので初心の人には一番飼養が容易です

ヨたに琉金 lま金魚の代表者で普通市中に販貰するものは殆~.此め琉金と

申していゐでせう。体は園くて短く長さと厚さは殆~'同じで腹部は脹出

し尾鰭は長く霊ーれ其の長さは体とほ伝同じく、時止しては長きものあり

且つ其情、和金tこ序で強健であるので是亦多主主の人に飼養されて居ろ。

此の二種は素人的の最も普通な種類であるので此の二種に就いて其の
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繁殖法並に飼育怯や述べて見まぜう 。

第一雌雄の見別け方ですが是は誠に不確置なもので19]々 難しい。

(イ〕 普通申して居ります雌雄の匝別は、体の長いのが雄で短く園味

争被びたのが雌と申します。然し貫に不眠置で現に私の内にも例外物即 '

雄が短く園く雌が長形のが居ります。 a

(p) 決が胸鰭i'以て識別する法で、其の比較的長く尖がって居るの

が雄で短〈隙I~表勝なのが雌と云はれます n 然し:是も 種類に依りて多少異

り琉金の知きは一般に長くなる性会有しi掛端の如きは短いので之もよほ

き熟練せねば分らや且つ不確置です。

(J、) 黙らば何-a以て匿別するか在、色小皐時代よ り金魚に就ての大な

る謎として金魚や見る度毎に常に研究 した結果一つの髄質なる罰i~ -æ見出

す事が出来た。何かと調ふに謄鰭に依る方・法であり ます。

琉金でも和金でも騨i曜会よく ii意す ゐと一個有るのとこ偲布るのが有

る事iま御承知であ りませう 。

私の経験から申すと一個有る方の金魚は~gNせが生殖J凶には雄の性質

を表す故此は明瞭に雄Tごと断定する事が出来る。治も先日或る内で勝鰭

一個のが産卵したと云ふ話令聞きました。故行って見ますれば誠に産卵

して居る。 震fと思ひっ‘、良〈注意して見れば矢張騨鰭は二個あり只

一個は短縮して一寸見るに、一個の様になって居る事か分りました。従、

って初めの断定には依然として間違ない事が分りました。それで前申 L

た遁り一個が雄ナごとすると二個あるのは雌である事は想像がつきませう

これが私の雌雄の匝別法です併 し其の内には例外が出来るかも知れませ

んc 二個有るもので産卵せ守して産卵期に雄性巻表すものがあります。

其他若し護見になりましたら御知らせ下さると社合てeす。御一緒に研究

を致したいと思ひます。兎に角も今の鹿では大体に於て騨鰭一個有るも

のは雄二個~るものは雌と御考へ下きれば大した遣はないと忠ひます。

第二は培養池ですが理想的なのは南に面した日醤り良き、池の長さ七

尺、幅六尺、深は二分して三分のこはー尺、識の三分のーはこ尺となし

少〈ともー尺五寸は地中に有る事を用します。何故なれば土地め性質と

して冬は地中はi援〈夏は却って涼しく本嘗に金魚に取りましては良住所

であるからです。叉家庭用には、極k の形式が有りますが面積一米卒方

以上は有りたいものです J 其内一部は地下一尺五寸位の揚所が自然必要

です。私の培養池は面積一平方米もなく他の三つは大きな鉢ですっ故に

成長力悪いのですが作るべき遁嘗の袋地が無いため止を得ません。
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さ欠が池換水て'すが夏なれば月に三四回冬は一回で結構です。此以全部

一度に行iます志半量除去し新に等量の水制主加する 止云ふ工合にします。

嘗*1ま池の温度と問温なるを使用し井戸から波み上けの冷水は面白くあ

りません。コむも設立ての71<でも止ぞ得ねば差支社へありません。

第三が飼護法ですが先づ飼料に就いては敏多あり、例ば金魚娃の知き

其の代表的な物ですがきちらかと申せは完全な飼料ではありません。矢

5長り動物質が最良の様に忠ひます。みじんこ。 しじな。は其の最も好む

庭で成長蓮度も早い様です、然し班、Ij飼料はあまり問題にせ歩油気の多

く無し、物なら何にでも奥へて居ります、例ば菓子、館、素麺、か陪ちゃ

の茄たもの或は鏡き亦iま煮魚、等何で も結構です。

特に大事なのは産卵です、 二才;z，遁 り越へた魚は普通若か親 tなり前

年の九月より十一月までの聞が飼養最 も肝要で餌は充分に奥へねばなり

ません。併し度ぞ過ぎても 因ります。四月上旬になりますと雌の腹部は

更に張り出し鰭に「遁皐」ぞ生じます。是は特に胸鰭と腹鰭に表れる班

期iで産卵前になった金魚ですから産卵の準備にかかります。先づ準備 t

して第一に親魚は池lこ~雌雄を移すの会最良 とすれき多毅一所にてもよ

ろしい。さたに魚築として普通綜捌の反;z，使用しますのが此は体や障害し

又産み付け難き援で却って浮草か、屈に謂ふ 「ほていそう jが理想的Tご

と信じます。特に此の「ほていそう」は根は魚の食用となり、産み付け

るにも使で叉卵令産み付けた根部ぞ切り剛;して之.:e別器に移L磁の部分

は再び使用し得る使利がありますの

産卵期愈々迫り翌日出産すると云ふ時には雄が時々雌の後方から遁ひ

かけますのですぐ見詰がつきます。

嘗日になりますと早朝より産卵を始め午前八時頃が一番多産てe産卵の

方法は充づ雄が雌会遁撃し遁首の魚:築に至れば雌が先づ腰部金上向にし

卵令産出する、其の後瞬間的に雄が此上に或る分拙物令護出して卵は初

めて受精するわけてeす。十時に至れば産卵i立大体に於て終ります。此の魚

巣は他の容器に移すか又は親魚告別池に移すか、其の何れかにぜねばな

りません。それでないと卵は忽ら親魚、の震に借金せらる =民がありまυす

魚集は静かに放置すれば}週間内外で卿化u際化した小魚は容器の周

園或は魚菓の聞に在りて動かす'腹部で悶着し!跨嚢中の管養によりて自体

や養ο、二三日や経過すると遊泳する様になります。之れ/1貰裂が己に盤

きた謹践であるから魚巣令取り去り毎日或は隔日に朝一四割;煮した鶏卵

の卵黄や樹鉢にて躍り71<と混じτ初めは少量輿へ次第に量や増加さぜま
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す。 11、魚が難卵の黄身を食ふたか何うかは臨部を見ると良〈分ります。

即ち腹部が黄色く太って居るのは充分食へた讃践であります。

二週間以上に至るとや・太くなり長さも二倍と成りますから今度は動

物質のみじんこ等を磨って細くした物や奥へ日数令増すに随って量令培

加するのです

魚児多鍛の時は選別を行ひます。郎ち形態崎形の物や特に尾鰭の襲形

したもの此や去り分離します。

産卵は年に三四回多き魚は五回も産みます。併し一番子が最も良種~

得るので天候の不良、用化池の障害にて魚見の不良なものや死んj:'時に

は二番子又は三番子まで卿化させます。

叉魚児の最も成長する時期は六、七、八の三ク月であります。現在私

のは第二因子が卿化し親魚は近日中に第三回の産卵令始めそうです。

序に金魚の斑黒占の値{直ですが一時世に流行した十姉掠に其の黒斑に依

り背鴻り、日月、 富士の峯等ありました様に金魚にも斑晶liにより色々名

前があり値値が違ひます。其の内で上品(食品)なのは全身赤色に雨胸

部に岡大の白斑のあるものです。叉尾鰭にも三つ尾四つ尾疲尾あり何れ

も全体の形が整然たる ものが珍重されます。

以上誠に卒凡な事ばかりですが中島先庄のお奨に依り飼養怯の大様を

記しました。若し初めて金魚~御飼養なさる方の妾考にでもなれば誠に

光築と存じます。 以上

煙 芦
一「 物

(一九三一・五・一一)

三干E
tI仁E

井上重陽

別に珍らしい話ではないが、煙車に就いて見た事、読んj:事の二三や

取りとめもなく記して見ょう 。

原産地

煙草の原産地は恐らく Americaであらうと云ふ事は多くの人々に認め

られてゐる鹿である。其理由として色々の事賓が基幹け、られて居るが其内

の一つにつ脅迫ぶれば、今日野生の Nicotiana 廊の植物が50種程ある

が、其内濠掛i及び大洋洲に野生してゐる 2麗類を除けば他は何れも Am_

ericaに野生して居るもの許りである。叉 Americaに於て有史以前の土
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人の坂の中から喫煙用の煙管が麗k費見された事があるが、今日奮大陸

に於ては斯かる例が知られて居ない。卸ち是等の事賓から推 しても、煙

草の原産地は Americaであらうと想像寸る事が出来る。但し America

のうちで何の蓬であるかと云ふ詳しい貼に就いては色々の読があって今

街ほ決しかねるが、南北 Americaの熱帯原熱帯地方である と云ふ事は確

かである。

利用の起源

煙草は何時頃から利用されたかと云ふ事は不明であるが、合衆園やMe-

xico或は peru等の有史以前の土人の抵の中から陛管が護見されたと云

ふ事置から考ふれば、 飴程古〈から用ひられたものと想像される。 1492

年に Columbusが西印度を笹見した時に其地方の土人が煙草を喫って居

るの会見て、 排そ焼らして居るのかと思って非常に驚いた と云ふ事であ

る。敵洲人が煙草'I'用ひ始めたのはAmerica接見以後である事は云ふ迄

もない。或時 Columbusの召使が主人の煙車や喫って居るのや始めて見

た時、鷲きの飴り7J<~持って来てかけたといふ作り話の援な揮話が建っ

て居る。

e3i: "冒ロロ in 

煙草なる言葉は、今日では殆んき世界各国至る所に於て共通語の様に

用ひられて居るが、此各前の起りは西印度の土人の Carb族が喫煙に用

ふる煙管'I'Tobaccoと栂んで居たのが元となって、嘗時彼等と安渉の多

かった西班牙人が煙草の事令 Tobaccoと栴ふに至ったもの?さと云はれて

居る。但しー設には、 MexicoのTobaccoと稿ばれる地名から起ったもの

7ごと云ふ事であるが、 是には賛成者が多くない。図に西印度地方では、

煙草の事や土人が Yoliと稿んで居たと云ふ事である。

煙草麗の墜名 Nicotianaは俳関西人の JeanNicot氏の名前から 出た

ものである。 Nicot氏は大使として Portugalへ赴いて居たが1559年に北

米産の Florida煙草の種子令和閣の商人より得て、之;z，女皇に献じ且つ

自ら之や試作したと云はれて居る 。

栽 培 の 歴 史

煙草の栽培は恐らく Americaに於て土人の手によりて始められたもの

であらう。然し其歴史的の詳しい事は不明であるが、欧洲へ喫煙の風習

が停はるに及んで、嘗時唯一の産出国である北~米利加に・於て煙草の主主

培が非常な勢を以て興り、特に Virginia地方に於ては其億に重大な枇曾

問題ぞきへ惹起するに至ったと 云はれてゐる。元来Virginia地方が其本
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固なる英国へ煙草そ初めて輸出したのは1586年であろが、それ以来煙草

の需要が著しく増加した鋳にや h もすれば生産の不足在来す事があった

従って Virginiaに於ては煙草が貨幣の如き償f直:a有する迄に至った。(9iJ

へば嘗時英国主北米との聞の般質の知きは、煙草の葉1ポンドを以て支

排はれたと云ふ事である。其震に農民は競って煙草そ栽培 し:遼に食用農

産物の不足令来すに至ったので'、 1621年に煙草の栽培に劉・し一定の制限

を加ふる事となった。郎ち一人で百株以上栽培する事は出来ない。又一

株の葉の車交は九枚以上つけてはいけないと 。但し!醤時是に撃すして程k の

反艶が起り八年後には一人に艶し三千株迄栽培する事会計:され、葉の数

も十二枚迄と増加された。前ほ女子及び子供tこ劃して特に千株迄の栽培

が許された。然し之に劃しても色々の非難が高まったじろで建には凡ての

制限が撤慶されるに至った。

欧洲に煙草の種子の始めて入ったのは1559年であるが、其裁t吾iま前に

遁べた様にそれより二年後 Nicot氏に依つてなさ れた。初めはIIjft翻賞用

的に栽培されたが1626年。!l蘭西に於て始めて喫煙の目的を以てされる様

になった。

我園に初めて俸はったのは元箱天正の頃であって荷萄牙人が之4佐賀ら

したゃうである黙しその初めて栽培された揚所及び年代に就いては色々

の設がある。其主な ものは座長10年に長崎東土山、棲馬揚であると云ふ

読と、慶長11年に大隅圏分~、栂の木である と説並びに鹿長の初年に薩

摩園揖宿郷であるといふ設等である。

Yellow tobacco 

是は葉の色が黄色~多分に帯びて居 る錦に新〈 名づけられたものであ

って、 America 合衆国に梢Jþ~ く栽培ぜられて居る c 本鯨にも近来多少殺

培される様になった。我闘では Airship或は:Coldenbatの原料として

廃〈用ひられて居る。此煙車の木場は米国の North Carolina地方である

が、岡地方にこの煙草の遁するのが見出されたのは Eli及び Elishaと稽

ふ二人の兄弟の努))によ るものである。卸ち彼等は1852年に Dan河附近

の礁と砂とよりなる帯地に僅か許りの肥料ぞ奥へて黄色煙草を裁培 した

所が、養分の不足は反って其葉を一層美しい黄色に襲へ且つ味も悪くな

かった。是が動機となって North Carolina地fJの不毛な帯地が一躍開

拓されて黄色煙草の主産地となり、今迄 みられなかった荒野の所々に

立棋な都舎が出来、鍛遁が布設されるに至た。首時世人は之を見て沙漠

の中に金鏑;z，見出した様なものだと許した。
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斯様な次第で耕地の如きも今迄 1acre (生反24;$) が約1回 (50ee・

nts) の債で も中k 買手がなかったものが、 一躍60圏一 100闘 (30-50

Dolla)で寅買される犠になった。斯様な急激な襲化は農業上他に飴り例

の無い事である。

嘆煙草 (Snuff tobacco) 

是iま煙草の葉を籾にしてそれに香料ぞ加へたものであって、之会鼻孔

内に塗って用ひるが、 昔欧洲の上流面:曾に於て可成り肢 く用ひられて居

たと云ふ事である。今も極〈僅か許り重に老人の聞に用ひられて居る。

筆者も嘗て伊太利の Milanoの停車場で一老人が之ぞ用ひてゐるのぞ見

た事がある。も う大分年ぞ とった頭髪の真白なそ して風釆の飴りよくな

いー老人がぐ待合室の腰掛の上で携帯したアル コールランプC?)で牛乳

そ郡かし乍ら朝のパン を食べ終った後、 小さな革袋の中から噴煙草を摘

み畠して指で之~鼻孔に塗り 付けさ も満足さ うにして居たが、此浮世離

れのした淋しきうな老人の姿が、今も街ほありありと目のあたりに浮ん

で来る。

紙巻煙草 (Cigare tte) 

筆者の幼い頃に屡々汽車の中で、小さい擦の上lこ薄い紙をひろけ之に

刻み煙草を細長くならべ‘て、之を僚と共に怒いて自分で紙巷~草を作っ

て喫って居るの会見た事~費え てゐるが、今では全くこんな光景令見る

事は出来ない。 然し白耳義では今でも街ほ勢働者等が自分でこしらへて

喫って居るやうである。宰って自耳義国に滞在中停車場で荷車や待って

居る聞に屡k これや見た事がある。彼等;は擦や用ひないで直接紙?とけで

不恰好な手つき~ し乍ら案外器用に怒いて居るが、唯其中に詰める刻み

は煙草の葉を手でち切った憶の様な粗末な品を用ひて居るのには少から

す3驚かされた。

熱帯地方・て'rま紙の代りに植物の葉を用ひる事がある。是も矢張りCi-

garette であるから、設闘で Cigaretteの事を紙谷煙草 と課して居るの

は此揚合はあてはまら ない事になる。

Brasilでは紙の代り に屡k玉窃黍の葉を用ひて巻〈司王がある。従って

彼の園の日備当事働者が煙草の葉を縄の様に撚ったのを一方の腰に下け、

他方の践には玉窃黍の菜令挟んで倒~k 、 て 居るの令屡々見受ける事がある

彼園の農業勢働者は仕事の途中で71<ぞ飲む事と煙草を作る事 とは公黙と

許されてゐ るので、故意に手間取るやうにゆっくりと煙草吾作り乍ら喫

ふ風習がある。卸ち仕事の途中少し痕れさうになる と腰から縄煙草を取
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り上けてコツコヅと丁平に妥Ijみ始める。そして暫く経ってから玉窃黍の

葉を股から引き抜いて刻ん't:煙草をゆっくりと巻き始める。斯くして出

来上るとそれに火令紺iじて口にl皮へ乍らやっと働き始吟る。

大豆の花器の分化に就て

松原茂樹
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1、葉般に量生せる原初体

2、周縁に Calyxlobesの控生金初めた時

3、 Calyxlobe~ 費生し花の笹生初期

(普通此の時期，z，花芽分化期とす〉

4、周囲に Calyxlobesの完全に出来た駅態

5、Calyxぞ除き花排笹生の初期
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6、5のー暦進んだもの Cx 200) 

7、Calyx及 Petalsぞ除き Stamen及 Pistil量生を示す (x200) 

8、細雌蕊の diaglamaticcross剖 ction (x 90) 

9、同上 ovuleの出来る献況 (x 90) 

10、子房からの多細胞の毛駅体 (x 90) 

11、子房の輩細胞の毛駅体 Cx 90) 

12、雌蕊のovulesの位置及方向を示す Cx 90) 

宮崎菌類雑記 (三)

童書 議 主主

11、シ包タケ Cortinellus Berkeleyanus ITO et IMAI 

本菌は何人も知る如く本邦食用菌の中で?ツタクと共に其の王座を占

むるものである。

所属は捨子菌類中の菌科に属するもので異名 として CortinellusShii-

take P. HENN.， Collybia Shiitake SCHROET.， Lepiota Shiitake 

TANAKAなきーがある。

普通シヒ、ナヨ、クリ、カシ、クノギ、シデの枯木に自然に生歩るが

人工栽培も多 〈行はれる。昔から本菌の利用は11{(く行はれ葉の文献も少

〈無い。

本朝食鑑によれば

“椎茸生子椎子樹上及老木根上、或諸枯木之生気不聾者、得雨露謀議

而生、駅似標茅茸而頭固霊短而肥、三四月生、而甘脆勝香美、勝干

標茅葺能去葱蒜之島気也、葱英中入雨三筒則臭気不葉、或食蒜食雨

三茸、則口臭消、市努入不箆其気、此古来町未言之者也、今曝乾以

賀子四四方、 海西北諸外!多有、紀、 勢、妻、遠、甲等山中亦有、其曝

乾者経歳不敗傍1&菩以錦菜肴"

t言日 してゐる。

巻1菜食鏡には

"啓益按、生者香気甚、 j;吃者香気軽而~jl~甘美、菌中佳品也、生者香気

甚、故令入吐逆、乾者無害、然此物深山幽谷生諸松本、難解其、病

人釘食"。

と記し其の香気高〈菌類中の佳品なることを述べてゐる
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料理物語にIt

"IJ.したる椎茸や生になす事、いかにもうらの白きを、きたう*につ

け候へば生になり申し候"

と述べてある。

倭訓菜、後編に

“志ひたけ、 香jlff.なりといへり、生よりは乾して香気ませり、又よく

葱蒜の臭気会去る者也、椎のみならすe堅木の類用ふべ L、されきぶ

なは毒あ り。 紀州にて1住たけ石といふは石芝也"

ぶなは毒ありとあ るが之は恐ら くツキヨタク 令指したものであらう。ヅ

キヨタクは』襲名を Pleurotusjaponicus KAWAMURAと云ひクマ ヒラ、

ク?ベヨ、ヲタリ、プナノカタハ、ヒカリゴク等の異名会有す る恐るべ

き毒菌である。此のツキヨタタは}~が大体半月形又はI高l蹴形ii>なして、

ゐて、 表面は新しいものは淡黄褐色やしてゐるが後には紫褐或は閣紫色

となる。 重は普通菌傘のー側に附着するものであるが小形のものは塞が

菌傘の中央に偏った方に附着するものがあって、これがシヒタ夕、ヒヨ

タタ等と誤られるのである。 )11村清一氏は其著 日本菌類闘説第 166にツ

キヨタ クを掲けてゐらる溢が氏によれば大正十一年七月三日、静岡蝶笛

名郡中瀬村で河井某の一家五人中毒 し、内二名は死亡し、術{也にも多蚊

の中毒者を出 して、 元暴司王舎員内藤太郎氏(48)も中毒死亡者の中に入つ

穴との事である。こ れはこの地βーが椛茸の産地で人工培養したものの外

天然生のも のも津山採集するのであるが、遁々天龍川の出水の際上流よ

り流れ来て戸j床に止り、宇ば埋れて腐柘 しつ益あった掬樹に小形で丸き

外観の荷椎茸に似たツキヨタクが多数生じたの令シヒタク と誤って食し

た矯めである。ツキヨタタは童に間紫色の斑紋を有するこ t、制輩の境

界部に輪;択の隆起又は溝ii>有する場合多き こと に注意 し、又老成したも

のは夜間盛光するにより他菌と匝別が出来る。

椎主主の産a額は大分l騒が全圏第一で、静岡騒が第二位、宮崎騒が第三位

である。今昭和二年I度の乾燥椎茸のJw.額は次の様である。
;!S ;!i; 

大分鯨 31.7805斤 (54.5035回)

静岡鱗 25.8414斤 (45.3296回〕

宮崎勝 21.3828斤 (31.3828図)

宮崎鱗に於ける椎茸は古来有名で文献も少くないが手111英三方闘含塩百

ーによれば

“按椎草生於椛木、大者二寸前:J大小叢生、外褐色裏白有刻、未張者
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臼粒椎茸‘聴乾者県色袈黄.味甘香気最美、経久亦不敗、借家最賞之・今

多造成之、春秋二時如麓菰茸法、椎茸能被葱蒜之臭気、日向之産錦上"

とあって日向産椎茸の t品なこと令記してゐる。

叉日本百科大辞典v(明治四十四年十二月蛮行)にも日向の高千穂迭の

もの上品なることを記してある。卸ち

“和、紀、勢、信、飛、三、遠、駿、甲、豆、相、常、 防、日、隅、

等の諸!l'卜1.&奥羽、北海道よりこれを出す、中に就き、紀伊の熊野、

伊豆の天域山、日向の高千穂溢より出るもの令上品とす"とある。

昭和二年度の宮椅螺産椎茸は前記の知<21高3828斤、 金額にして31高

3828闘であるが之金郡別にして見ると最も多いのが西臼杵郡の11高7766

41. 斤 (16高0312闘)で最も少いのは2主l崎郡の 500斤 (1150固)である。宮

崎市、都城市では全然産出 しない。これそ表にすると
r~{ 

西臼杵郡 117.766斤 (160.312国)

( 88.395国)

( 28.146回)

( 14.129困)

( 9.579図〉

東臼杵郡

見揚君11

西諸~持郡

南那珂郡

北諸~原郡

東諸膝郡

宮崎郡

宮崎市

都城市

62.154斤

17.333斤

7.515斤

3.520斤

2.990斤(6.820閤〉

2.050斤(5.025回〉

500斤(1.150困)

新の知く宮崎に於ける椎茸は重要産物のーって'ある。本校植物喜男教室

の標本も本鯨の高千穂にて1927年12月採集した ものである。

12、キクラゲ Auricularia auricula-judae (L.) SCHROET. 

本菌は捨子菌類中の木耳科に属する食用菌で極めて特徴あるキノコで

ある。

課りた揚合は竿透明で梢寒天質ぞ呈し軟かいが乾燥す ると硬くなり上

下に凹凸する。丁度其の1肢が人の耳に似てゐるから襲名そAuricula-j uda 

(猫太人の耳) と云ひ、英名や Jew'seaus e云ふ。宮崎附近ではキク

ヨグと言はす， i iナパと 稿する。漢名を木耳と云ふのも其の形の耳にに

てゐる恥から来ずこのであらう。キクラグと帯するのは丁度撮り た揚合ク

フグ(水筒:)に似てゐるからである。
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子質層面は赤褐色 (WarmSepia (Ridway'sの Rl.XXIX)で裏面は次

色令帯び (PaleSmoke GrayPl.XLVI)微細な繊毛を持ってゐる。

宮崎附近には普通のもので植物感激室には昭和五年七月、加藤富司雄

氏が宮崎将、宮崎郡住吉村烏の内四本松でホ・プヨの木より採集した立抵な

標本がある。

本菌iま昔からよく知られた菌で古文献にも詳細な記事がある。今、和

漢三方園曾-a摘記して見ると

"本綱木耳於桁木之上、無枝葉、乃探熱齢気所生、日耳目蛾象形也、桑

楓楕橘柳此矯五木耳、六月多雨時来的暴乾、叉煮柴粥、安諸木上、以草

履、郎生輩爾其良毒、亦必随木性、不可二{~容、然今質者 、亦多雑木、気

味甘卒有小輩、忠痔諸諜不効者用木耳煮美食之、而愈極聡又治血1痢下

.lIIL木耳妙研五銭f回目良之、凡木耳赤色及仰生者、或宋蹄色襲者夜硯有光

者並有毒、中其毒者用冬瓜蔓汁解、楓木ーt生者令人笑不止楓乃大楓了

木也按木耳生干諸木、今多子接骨木者用之、 知猫耳面黒衣色有*/Il貼

袈1}(白色味淡入美煮食或和鱒食、甚l抱{以水W:之脆放名木7.ki:il:o" 

川村清一氏は日本菌類園設、第199匿に本菌を掲u、られてゐるが前記

墜名の外に異名として Hirneslaauricula-udae (L.) BERK. -a附記せら

れてゐる 。白井、原雨氏は訂正晴補日本菌類目録 (1927年輩行)31頁に

川村氏同様其の異名と共に本菌を記載されてゐる。

13、ショウ口 Rhizopogon rubescens TUL. 

本菌は捨子菌類中の松露科にoJするもので古来より食用菌として知ら

れてゐる ものである。異名 として Rhizopogonvirescens Karst.， R. ae-

stivus WULなきがある

形は馬鈴薯に似た梢球朕或は塊駅ゃな して大さ は 2-3cm の径があ

る。表面は滑カ、で下部には根駅の菌締体そ固着 してゐる。初めは白色で

あるが衣第に赤味や砂び淡斑色となる。内は白色であるが老成する に従

って淡黄色となり最後に褐色 とな る。海償松林中に生1"'る。

宮崎附近ではーツ葉の海部及住吉海岸に最もよ く産するもので宮崎市

で:販貰してゐるものは全くーツ楽産である。

本校植物嬰教室にも1927年12月に住吉の演で採集したものがある、

ーツ業附近ではショウロ 0)字毎ダゴジロと云ふ。グコ"e.1まグンコ.-(園

子〉の意である。 此の附近ではショウロ会分ちてコメンダゴ とムギノダ

ずとするが前者は白いものでf走者は諸色のものである。
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コメン ダゴ1立米の圏子会ムギノダゴは婆の園子と云ふ意味で全〈其の

色によったものである。l床には大差迫!Iiい と云ふものもあるが前者が風味

良好で普通好まれる。この雨者は全く異った種類では無く て要するに其

の成熟の度によったものである。

最もよ く珍重されるのは彼岸までのもので、彼岸過きたものは虫が多

い理由か ら飴り好‘れ告!~li 、。ーツ~の演では一日歩くと少< t.もー升、普

通二升位は採取出来るとの事である。本菌ー升の債は普通米一升の債で

ある。

本菌も古からよく知られτゐる閥係上から古文書にも仲々面白い記事

がある。今二三、摘記して見るに本朝食鑑によれば

“松露、其皮黒椴微赤、肉白!路、庭々在山中松樹陰庭之上砂上、是松

之気凝結而成者、故俗説松露、其味淡甘、生時有微香、多食無害、

日乾以惇凶方、用時浸i品、則略似生、然味淡香少、今時供上棋、不

錦毒者宝突、諸外|多有之、就中高Ij筑、生松原生者鴬珍、或者白、格

帯;也、生雄内貰乾則怒底、全{以祐苓、凡務苓者、他木之飴気所結、

楓木錦多、古来来言松気生、叉白、 ZE苓之未認年、而幼稚者也、此

銭溜是、按荻苓者、多年樵研之松根之気味、調l替安来結、;ff号英末論、

其精気盛者、選池子外結録荻苓、然見IJ松露亦波小夜苓;而可乎、内有

赤白二種、白者佳"

とあって夜苓や務苓との関係が述べてあるがこれ等とは全 〈異なるもの

である。夜苓や祐苓tこ就いてはまた別に記すことにする。

巻懐食鏡には

“啓益按、倭俗以婆輩訓松露、考陳仁玉菌譜云、生損益沙嬢中、然不

言生松林白沙中、疑非萎草乎、松露気味甘、有松気、甚美、性樫無

毒、故晴人食之無害、生山者有大毒不可食、日l幻松露"

とあ り、菜譜には

H 松露、松1*の白砂に生十二色あり、其のうちの志ろきがよし、ちゃ

いろは衣なり、春秋冬 しゃうすヘ暑月は志ゃうぜ歩、憲なし新~よ

しとす、日会経Tこるはあしし、あたらしき令日にほ し、あるひは控

につけてもよし、 遠方に寄?ベじ'

と記されてゐる。

叉、和漢三方園舎にも仲々詳しい記載がある。郎ち

“本綱萎輩、生諜主主沙壊中、 l来殊美、施類薩菰、接要輩、俗云松露

乎、生沙地有松樹陰庭、乃松之津波奥秋錦、相感矯菌、而無撒柄朕
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似零鶴子、而園大、外褐色内白、 柔脆淡甘香、而宛似未開傘松輩之

風味薦、筑前州生松原、 l襲州三保松原、競州住吉松原、並得名"

川村清一氏は日本菌類置!設第182闘に本菌令掲けられてゐるが氏に よ

れば駿河三保地方ではホド左稿する由である。

白井及原雨氏は改訂士官補日本菌類白銀 342頁に本車lを記載し、 R.vi‘ 

rescens KARST.， R. aestivus WUL.会異名 として居られる。

植物の開花結寅ご日照

見::E需人

元来日光は植物の生長を防害するものとされて居るけれきも日光の良

〈嘗らない床下等.に生育するもの又は闘撃事上軟化栽培主稀する ものと

見ると翠ばかりは非常に良く伸長するのに反して葉部は比較的に小さい

同時に琵芽したものと比較すると却って陽所にあるものの方が大きい揚

合がある。

之によって見る正日光の植物生長と抑制防害すると云ふ事は必宇しも

嘗つてはゐない、喰茶の生長はたしかに抑制されるがそれにして も之は

波長の短い光線に限りその様な事置が事在するのであって赤い光線では

全〈暗い所に於ける揚合と少しも愛らない。つまり太陽の光線は植物の

完全な生長と云ふ事には欠く可からさ'るものであるが一面から云へば反

艶に生長を防害する揚合がある。 けれき も之は車にホ高物の生一長 と云ふ事

のみの問題であって、植物最初の目的である開花結蜜t云ふ事になると

随分異ったものを見るであらう 。

最初に此の問題について研究した人は米閣のがルナー氏である。氏は

1920年に「藍夜の長短並に他の外国要素が植物の生長及び生殖に及す影

響!と云ふ題の下に護表して居る。是の護表の結論は植物の日 k の浴光

時聞や人銭的に一定に増減する事，に依り開花明が著 しく慶化されると云

ふ事に蹄するのである。

植物の分布状態令見ると熱い所 E惑い所と は驚く程箆化がある。我々

の緯園やE善良で見る景色にも其の土地に感じそれぞれ特色が表れて居る

のぞ見るわ 「地衣」 や「苔」等の下等植物以外には生育する事や許さ な

い極地の績を見て熱い閣の景色と間違ふものはない、 「榔子」の林は熱

帯7ごと云ふ感じぞ起きしめるに十分である様じ自然の襲化と云ふものは
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我々に劃して特別な魅力さへ感ぜ Lめるであらう。

此の様に土地に依り植物の種類ぞ異にす るのは主として其の土地の温

度の高低、雨量の多少に依る事は疑tまれないが向其の外に是の日照の長

短 と云ふ事が可なり深い関係~持って居るのである 。 植物の分布は軍に

之さ撃の因子のみによって決定さる s ものでもな b、Tごろうが少くとも之の

fl.tljについての設明はカソレナー氏の賓験によって初めて科接的に明かにな

った。

ヵr")レナ一氏は植物ぞ毎日一定時間だけ暗室の中に置き日照時聞や短縮

したのである、叉反射に日渡後一定時間t!.け電気照明令行った所が何等

鹿理ぞ行はなかった戸外の植物に比し開花結置期に著しき鐙化令系した

.. のである。郎ち「大豆」の或る品穫を 5月17日に麓芽せしめ 5月初日よ

り毎日午前 9時より午後4時まで 7時間浴光せ しめた所が日外に放置し

たもの (12時間一一15時間浴光する事になる〉、 110日を要したのに劃

して此のものは僅か27日で開花令見た。叉6月11日よ り毎日12時間宛浴

光せしめた ものも何等庭理しないものに比 l60日も早〈僅か28日にして

開花した t云ふ。

けれさいも日照の長短と云ふ事と同時に今一つ考へねばならぬ事がある

@Ilち「大豆Jの一品種巻 4月始めに播種したものは開花までに 4タ月も

か・ったけれき、も播佳明の進むに従って開花までに要する 日豊究会減じ 7

月末に護芽したも のは僅か2タ月足ら?で花を着けた。

是に依って見ると唯日照の長短と云ふ事以外に気温の鐙化、日照の強

弱と云..b、事が関係ずるものではなかろうかと疑はれてならない。所が是

の事質も結局日照の長短に依る結果である事がわかつて来た。それは描

物会賓騒の途中から温室内に運び込むか叉は初め温室内で栽培する等の

方法に依って見たけれ合も単に温度の箆化ばかり では秋日に促進さる‘

開花の現象令設明する事は出来なかった。

叉日光の強弱に依る影響令試験する矯には種kの大さの布目を用ひて

行ったけれきも之も同様に大 した影響は無いものすごと云ふ事がわ治、った

併し之はガルナー氏の曜に「大豆」に於ての試験の結果であって日照の

強弱と云ふ事は糖、ての植物に劉・ しτ全く同ーの傾向のあるものかきうか

わからない。

又問題は別であるが光線と植物の雌雄花との関係に就いては、ツイ ー

ゼ、ンス氏の胡瓜についての宜騒がある。之によると光線は大体に於て雄

花の数令増加せしめ、雌花の数は却って減少すると云ふ傾向がある。叉
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B照時聞を短縮したものは雌雄花共に著しく其の敏を減少した t云ふ事

~述べて居る。

之に依ると躍に開花期と 云ふ事以外に開花鍛と云ふ事が直接栽培家に

取って重要な揚合があり得るならば問題は未ナご随分残されτ居る と云っ

て差支なからう 。

話しは脱線して仕舞ったが「大豆」の開花期はか様にして日照の長短

と云ふ事に可な り深い間係があろ。が植物には又之 と全〈同様のf頃向や

示すも のが多い、fYtlへば或る捺件の下に於ては「煙草Jの一品種iま 100

日も短期首する事が出来る。 r菊」の或るtJ71種、「菜豆Jrダ一世ア」等に

て も日照時間の短縮iこよって同様に開花期令促進ずる事が出来石。 叉コ

スモスは特に是の傾向の著しい動で良〈人に知られて居る。

か様に浴光時間令制限する事に依り早〈開花するもの会短日植物 と云

って居る。 所が植物の中には是と金〈相反する場合がある。 卸ち反劃に

日照時間を動指するとま[Jつτ開花期が遅延する事がある。是~前の短日

植物に撃すして長日植物と云ふ。

長日植物は吾k が普通に 2年生と呼ぶものが多く是の部類に入る、例

へば 「大根JrクロパJ:r接接草Jrアヤ -"J等が之である o 11mち 「波穣

草」は晩春になると 塞が延び始め夏季になって結貰ーするものであるが是

の植物を8時間一一10時間づぉ符-日搭光せしむると丁度冬日於る揚合 と

同様に根出葉の形で花会出さぬ。 r大根」は春播種した ものでなければ

普通に其の年には花を見ない、夏播種したものは翌年になって初めて花

をつける。

「アヤメ」は夏季重間のJ長い時にのみ開花するものであるが是令秋日

電光室内で照明や行ふ t賓験開始後2ク月や経れば立汲に開花する 。是

に反し比較躍は其のま h越年し翌年 6月になって初めて開花する。

この様に組物には日照時間の長短に依って開花1聞が遅延されたり叉促

進された りする場合があるが浴光時間の短縮叉延長と云ふ事は或る程度

まで連観的でなければならなb、。一日の浴光時間令同じく 8時間として

も2時間照して 1時間暗黒の中に置くと云ふ様な方法金繰返 して其の日

照時間の綿和を 8時間 とする場合には何等の費化も見る事が出来ない。

是等の短日植物及び長日植物以外に今一つ附加!へねばならぬ事は全く

'無感な植物の存在する事である。 卸ち是等の底理に劃して何等の露響を

見ないことがある。例へば「稲」に於て晩生種の或る品種は短日植物で

あるが早生麗の中には何等の盟イじを起さないも のがある。是を中性「叉
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は無感〉植物と云ふ。

此の揚合中性植物の存在と云ふ事は叉我k に或る調示"I'奥へる であろ

う。悲 しl免生種の植物と早生種の植物との雑種金作りたい揚合があった

とするなら ば普通の栽培法に於ては開花j自に早晩あるがために交配ぞ行

ふ事が困難であるc 初論植物の種類によっては詑紛の貯蔵と云ふ事も或

る程度までは考へられない事はないが、何等かの方法で以て同時に開花

せしむる苓が出来得るならば我々栽培家として望ま しい事に蓮ひない 3

ガルナ一氏の質験iま農業上に於ても確かに新しい異つfこー準路を開拓

してく れた。今述べた「稲」に於ける早生、晩生種の交配可能と云ふ事

も其の一例に建ひないが賢際に於て是の事令利用した例も亦少くない。

ヱマー ソン氏は「テ才シントJ (中南メキシ コ地方に野生する玉窃黍

に近い植物〉に庭用して「玉窃黍」と交配する事が出来た。是の雨者の

一代雑種は「アプラムシ」 の加害に劉・して強い性質令持って居ると云ふ

事であるの

又ガノレナ一氏自身はメリーランド州の南部に於て遇然鐙異的に出来た

「煙草」の一品種について次の様な興味ある事質令述べて居る。印ち是

の品種l;t-~に 100 葉以上も着けると云ふ性質を持って居るけれで・ も残

念な事には普通に於ては結賢しない、時に結置し初めても既に時期が遅

いために完全な種子を得る事が困難である。部ちメリ ーヨン ドにては夏

日が長すぎたのである 。それで是の植物会フロ リダ州に持って行き岡地

の短い夏に生育せしめた所が容易に是の品種の種子を得る事が出来たと

云って居るや

其他デグイス氏の「カモヵ・ャ」於て叉チンカー氏の「クロパ」於る質

験にも交配可能な宣例を泉けて居る。

極めて良性質"I'持ちながら、而も普通には結賓不可能又は不完全なと

きにも、 是の様にして行詰った我々の進路や開拓してく れる揚合のある

事会知らなければならない。
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日奇型治及び特殊絡に就て

菊 池 泰 夫

水稲の賞用的品種についてその形態を検しますと頗る多種多糠なるも

のがありますが、 是等より も更に特異な形態の稲がありますn 是等の柏

lま釘論賢用上には位値はありませんけれrも注意を惹き易いので或るも

のは観賞用として保容されてゐます。!x.稲の鐙異性の研究資料ーと して償

値があります。それで是等について読みま した事の大嬰ぞ述べて未7ご縮

かれざる諸君の曇考に供したいと思ひます。

特種な品種として知られてゐるものでは香稲(臭稲)、紫稲、 長頴稲

~I町(とほ・し〉稲、 分技T苦~;の如きものがあります。叉内地種では赤米種

も特種なもめと云って宜しいでせう 。

香稽は米に一種の香気があるの金特徴とし、九州及び東北地方に産し

品種の教も少くありません。叉、外国麗にもあります。長頴宿は護頴が

普通の稲に比して著しく 長く、殆んで内外頴と等長であります。二枚皮

等主稽せられ、従来から内地程中に存在してゐま した。紫稲i立葉、葉、

t士、護頴等の地上部に濃紫色の花青色索令生十るものでありまして、一

見普通種と著しい外見上の相異があ ります 。 ~Ihは分廃多く、稲熱病に強

〈、粒鯛〈、明かに支那系統の稲であります。

崎型種は偶然襲異で普通穣から護現した ものが多くあり ます。普通品

種の個体や多数栽培し盤異ぞ調査する時は屡k 崎型躍の護生令捕捉する

ことが出来ます。今その重なるものを暴ければ衣の如くであります。

(1) 倭生稲

(2) 分譲の方向の特異なるもの

(3) 葉の形y状及ひ'構造の特異なるもの

(-e) 捻菜、 (b) 霊葉、 (c) 短菜、(d) 紛i葉

(4) 葉緑素の生成異常なるもの

(a) 自候班、 (b) 黄宅、(c) 褐紋、(cl ) 葉緑素，z.欠ぐもの

(生育ゼすっ

(5) 穂.a形成せざるもの

(6) 穂の形状異常なるもの

( a ) 極端に短〈粒着密なるもの、(b) 粒着極めて疎なるもの、

(c) 枝梗輪生するもの



(7) 双でを有するもの

(8) 不捻稲

4ヲ

崎型種の多くは成育普通種に比して弱〈、 Eつ不稔性をf-I~ふ揚合が多

〈あります。時型程の輩現及び其遺俸的の性朕に闘しては齢りに長 くな

るおそれがありますので此虚では特性の大要のみや越ぺる事に致します

煙生稲は多くの品種に就て多吸の個体を栽擁する時は扇k 盤見せられ

ます。媛生種にも種k なる型がありますが大別して大黒稲(又は「こび

と」稲)と金裁稲とのこ種であります。媛生稲にも碍長に差異があ り其

最も短むのは草丈僅かにー尺五寸に満たぬものもあります。穂短〈粒着

i孫、粒は短小、視厚〈、殆んで子開花しまぜん。葉も亦短く隔肢く、濃線

色を呈します。或麗の煙生帽の穂は成熟するまでは下垂してゐますが成

熟すれば直立の位置を保ちますc

盆栽稲iま大黒稲に反して薬草共に最111小で穂形は普通躍の如くて制1小、

粒も亦著しく倭小であります。分襲の方向異駅なるものは普通麗と異り

分譲は母重から一定の角度ぞ以て分生し、草y状iま否駅舎呈します。元艶

内支揚で蒐集された品種中から笹現したもので縫(もつれ)稲と命名せ

られてゐるものがありますι 蓋し隣接する株の分譲が相互交叉し縫れ合

ふと云ふ鹿から其名そ得たものでありませう。

普遁種の宝~は中且lJ iを有し苗の時代には直上し、ー 成育する t二従ひや・ 下

需します。捻築種にあっては中1J))護育せ歩、]ï~葉種にあっては僅かに琵

育し、其結果、葉身は前者にあっては基部に於いて鎖国捻轄し、後者に

於ては其特度会減じ楽身は下垂します。前者は不捻性を件ひ全く結賓せ

歩、でそ生じません。後者iま不捻性があるのはありますが完全ではあり

ません。叉でそ生す忘るものもあります。短葉種は葉の構造普通穣 と大差

なく、唯葉身極めて短〈普通種の字に満たぬものがあります。

葉締素の生成に異常のあるものは多くの植物にある事は植物嬰及び遺

徳製に於て度A聴かされた事でありますが稲に於ても叉属々霊現致 しま

す。自班菜種中明瞭な線駅舎なして表はれるもの、又多致事JU微の白班と

なって表はれるものがあります。後者にあっては葉は淡友色会常びて見

えます。

黄葉lま自班築と異りー棋に黄色令呈し、首の時期に最も著しく、褐班

薬は之に反し成育するに従って葉に褐色の班舶会生じ、漸次~の全部に

及び、多数の葉は惑に枯死するに至り一種の生理的病朕を呈します。従

って移植後に枯死するも のが多くあります。以上の知き崎型は皆偶然農
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異に依って普通種ーから笹生したる劣性形質です。

無穂栢は穂~形成しません。 普通種に釣し劣性形質で、之も偶然襲異

で護現し十ものであります。

穂}~の特獄なるものでは粒着の極めて密にして穂長の短いものと、穂

長〈粒着の極めて疎なる、互に相反する形態のものがあります。後者に

ありましては粒は校梗の先端に着生するのみでー穏に僅十戴粒を生守る

に過ぎません。

普通種の穂は十三、四本の枝梗性じ、不規則乍ら略NI:!環:-金呈す

るものが多くあります 。 然るに略規則正しく枝槌~輪生するものもあり

ます。

では通例外頴の先端に着生するのみで内頴には之を快いでおりますが

双で種は多数の金花に内外頴共にT士会生じます。叉不捻性を伶ひます。

不捻稲とは種々なる形態及び生理的の原因から結賓不能の稲を云ひ、

全〈結置不能のものと、一部分結貰不能のものとあります。後者の程度

には著しき差異があって軽度の不捻性11普通結質性のもの t殆ん台冨別

し難いものです。

不捻性の原因中明に知られτゐるものは

(1) 雌蕊雄化により受粉の不可能なる錯。

(2) 花粉の成生不良なるf謡、或は全〈健全な花粉を成生せき'る鴛。

(3) 阪の震建不完全なる矯め p

等で主として形熊上の異常によります。是等の不捻性崎型は偶然慶異で

護現するものが多く皆劣性形質であります。不捻稲lま鴎々多くの置用品

種中に震見せられ、其の抵傍的性駅も、或る場合には極めて軍純であり

ますが、叉頗る複雑なものもあります。白夜不捻性を有する稲は自然交

配の機曾が少くありません。是れ閲頴後再び閉塞するに必要な授籾作用

が直ちに行はれないからであります。(以上〉

三の気生蘭に就て

締 崎 優

第ー章緒 論

気生駒と言へばすぐ Cattelyaゃ Dendrobiunや悶蝶腐の知き

主として熱帯地方にあゐ美しい花ぞ有するもの h 外には先づ頭
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に入らない。然し筆者の如き若輩ではこれ等に就いて云Jをするに飴

り遣い歎命感ぜさるを得ないであるから近きをもって遠きに及陪す

諺の知〈此の附近でよと見得、市も採集し得る気生関 (Epiphytal)

に付いて筆守護めたいと 思ふ。
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推ふに一般気生闘は暖地の特に其の森林中で日光の直射の少ない所の岩

や樹木に着生してゐるのである e熱帯の常 として夕立や豪雨があり、矯

に水分の供給は潤揮であるし:外気は大量の摂集会有してゐる。そ・んな鹿

に生ぢてゐるので今?ことへ温度の艶は論ぜぬにして も濃気の酷から見て

一般的な栽培は容易でないのである。然らば蘭が一般に貴ま れてゐるの

は此の鋸のみであら うか。否倫衣の様な鈷~有す る震に貴まれるのでは

ないかと思ふ。郎も

花の美し く高雅な る事。

他詑の遁従.a放さぬ良い香のあるこ とo

ft.が比較的長〈保てること 。

等の票古.a一般的に列記し得ると思ふ。

可憐なるあり 。上品な気韻を有・するも のあり。清爽な るあり。気品あり

蓄積の甘い香、 輩の艶麗なる香なるあり。それぞれ濁特の香は花には多

いが、 闘に於ける清爽な、澄み切った高原の湧泉の綾な下品でない稜し

くなh、、あくごくなく典雅なる清香は俗界をはなれた深山に於りる1捕に

於いて始めて感守るのである。あの小さな “フウヨン"でも天然に醸さ

れた醇な貴芳香を有してゐて、 人聞が化感原料を調合して作った拙惑な

備もの‘遁に及ばざる所であって、彼と此れとは初めからてんで比較し

得ないのである。純金と渡金とを比較するよりも馬鹿な事である。生命

なる貴い鍵を遁ぢて僅に生跨さ れた生物香科の威巌さも叉泣協なく震揮

されてゐるのである。

以上の知〈、“ナゴランフ ウヨ ン"と言ひ雌色色々な貼に於いて

吾人を重をするのであゐ。新るが故に少さい乍らも其れ等に就いて箆分の

会考資料，z，提したい鋳筆会進めるのである。

第=章本論

第一節 採集し得た気生ìN~の名稽及び
其の他の観察

1 セキコク

漢 名石?訴 事名 Dendrobium moniliforme， Sw. 

古名 以披久佐 fニハクサ) (延喜式〕
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イハ?メ(本草網目廿)ハドクザ(前向)

美太刻l良行タカラ) (大同類来方)

須久奉比古久寸利(スクナヒコク'スリ)前同〉

スクナヒコノ クスネ(和名室長つ

等である n 其の他の観察は一寸気付いてゐない様な貼丈記す事止する。

花粉塊は四個にして附属物を有せす'0花序は必らす・奮翠の先端に 出来る

此の附近では酪八山、青井岳、縛迦岳等にては界易に採り得る。

植物名監に

Hab. Nikko， Mt. Kujasl1mi (Boosiw) 

Mt. Amagi. (Iclsl1) Tsusima. 

Mt. Arial王e. Takooka (Tosa) 

としてある。

向“セキコク叫，周の二、三の品種を記して見ると

a. 硫球石翻 (Eria luchuensis， Yatabe.) 

b. 黄花石剤 (Denclrobiu111 tosaense， Mak.) 

c. ペニ花石蘇 (D. hainanse， Rolf.) 

d. ナカハラ石術(D. nakaharai， Schlecht.) 

等である。

11 フウラン

漢名風闘 県名 Angraecu111balcatu111， L. 

風蘭と言ふ字は"秘{事花鏡"“五雑狙"等に初めて出てゐる様である。

然し、五雅到には";fミウラン"としてある。其の説明に鳳|制止言ひ言itれ
るなり。 止。

川和漢三才園舎"に云

鳳闘不仕而生。小Ifi;A貯掛樹上。人郁仙草。創H。花、徴香。としてあり

これから仙草のー名が出たものと忠はれる。 “五雑組"に云

風蘭根不着土叢播木石之上。取而懸之惣際。時矯吹則愈茂暗。築花奥

家!翻全無異也。云々。

としてある。向“草木六部耕種法"第十巻に云

九州、四園、伊豆、房州等に多し。風の良〈嘗る樹木によく繁茂する

能に入れ吊りおくもよし。叉開花せる時は香高し。

止してある 。 此れ等の貼から風間なる名f1~が生れたのではあるまいか。

尚“見問調筆..Iこ

蘭有七十飴種。……・中略… 最異者矯風闘。連倶楽、以l縄撃於怨際

a・
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則作;位。物性之異如也。云k

としてある。が細部にイすいては少しも記事がない。今珍しい姑丈記して

見ると、 蜜艇の長〈下電Eしたる花を生十ること。唇'fjf，は柱体の基部と全

く結合し、側方の花耕は子房の周園にのみ着生しτゐて、柱体の基部に

は着生せーや。花籾塊の柄は幅廃L。

産地は“セキコク"のある所には大概あり。植物名監に、

Hab. Nagasaki. Mt. Kirisima 

Wakasugi. : Hiupoosen.(!Iiuga) 

としてある。

此のI樹の外に、 守口i英三才闘曾"Iこ琉球風|詣なる記あり 。然し此れは本

土の風胸ーではない。其の記事はこ‘には略す。

此の外 H長崎間見録1"に云

大葉の風蘭にして至って養ひ難く、其の葉の六、七枚着工きたるに良〈

養ひ得たりとす。養ひ様悪しければ葉段々解iれて落つるものなり。腐

樹に植ふるに良〈叉楳欄の毛に包みて釣:草とする。陰地に懸け置き水

Ji>i主ぐべL。三月には花開 く。白色にして薫香鼻令打つ。愛すべきも

のなりの

としてある。

此れは本土の|端科のものらしいが、まだ貨物を見るに至らない。

IJI ナゴ.ラン

漢名 名護蘭又は奈苦闘、叉は桂樹

事名 Aerides japonicum， Lindle et. R. 

“和漢三才闘曾..Iこ云

奈吾醐者、風蘭之類形相似。其之葉三、四寸。亦土不着能生。開黄花

香。自薩摩出此。有深谷。難採。

としてある。そして“ナゴク ン"に奈吾蘭の漢字を嘗てゐある。然し

“草本六部耕種法"第十巻に云

桂(ナコ..)繭も風蘭の類也。此の葉竹柏(ナギ)に似たるを以って竹柏!荊

論りて“ナプラン"(桂樹)と言ふものなり。

として“ナゴヨン"に桂闘の漢字を嘗て‘ある。

俗、又“和漢三才闘曾"Iこ云

風i描 (イ11J草桂蘭)

としてある。其の外倭訓菜中編に

ふうらん、ー名桂菊。此のもの(健生に妙也。臨産に房中に掛け置くべ
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し。

と言へり 。其の外 H 中山俸信銭"Iこ

懸桂繭風前

として何れも桂の字を用ひてゐる。黙し風蘭(仙草桂闘) l:和漢三才園

曾にしであるのぞ見ると桂闘と風闘は同物異名ではあるまいか。ところ

がこ‘に断案を下すに足る様な記事がある。卸ち“桃洞遺筆墜輯"Iこ

“ナゴヨン"は琉球より来る。名護識に産するを以って此の名あり。

として名護|捕と してゐる。此の名護なる字が名護識と言ふ個有名調 b、ら

由来したものであるとすれば、此の名護なる漢字か“ナプフン"には最

も正しいと思はれる。倫此の外 “中山偽信銀"1こ

名護闘(ナゴラン〉なり。

としてある。要するに名護i却と書くが最も正賞の様に忠はれる。

産地は風蘭等Jりある所には大臨あり 。".f直物名監"Iこ

Hab. Mt. Kirisima. Aki 

としてある。

其の他の観察 としては、 R~は上方に趨i曲すること。不整斉花なるこ と 。

側方の事片は柱体の基部に着生 し、 ?宇部~構成する o 唇排は柱体の基部

と固く結合する。当事~記すことが出来る。齢事は此々に略す る。

IV ボ ーヨン

漢名棒|期 墜名 Luisiateres. Blume. 

棒蘭なる漢字は“桃洞遺筆二輯"及び“本草網目"第十三容にある。

叉“銀子股"にはー名“虫寄生"(質問本草)またー名海斑虎"(同前)と

してある。f{，i上に続いて

“?今夜九'i(ハナヤ)に多 く棒!指令見る琉球に多く産す。 本邦には四園、

九州及本州、熊野深山中の木石に着生す。長さー尺五、六寸創芽丸く

箸の如し。互生す。深絡色。水松(Uレ〉に似たる~以って薩摩では水

松i期(UレヨンJと言ふ。筑前lにては“キ i}v"肥前にては“?ヅラン"

と言ふ。六月花付く。紫のものあり。花後角(サヤ)~生十。 l期花の角

に似たるものあり。根は淡黒色にして駈均!の如し。秒、構に植付けてよ

く、生，.。棒闘は元琉球の方言なり。

としてある。 叉“和漢三才闘曾"に云

棒!前回形無葉。頗似箸。故名俸|調a五六月枝杖.(フタツ〉二間生花。

似蘭花有微香。

としてある。
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例の知く、一寸気付きにくい所丈記して見ると側方の苓片は柱体の基脚

部に着生する 。産地は手近な所で住吉紳枇の境内にあれ倫綾方面に行

くと極卒地にもあって容易に採り得る。

V カシノキラン

漢名不詳 嬰名 Saccalobium，japonicum， Mak. 

多年生の着生草葉は披針形にしてナゴランより小型棋は多鍛輩の中部以

下に出来る。 重は軍ーなるを常とする。短節-a有する。花は八月頃、二

三の短い花輩~側生し、図乃至拾の小花を着ける。総献花序である。花

色iま淡黄色、花粉塊の柄iま糸朕なり 。側βの苓片は只子房の縁迭にのみ

着生して決して柱体の脚部に附着しない。産地としては植物名!誌に

Hab. Mt. Hoonokawa. Asiduri (Tosa) 

Mt. Kirisima. Liukiu. 

tしてあるが手近な所で住吉紳世に見られる。

¥'1 ムギタン

漢名 妻都(本草網目、石孤集解). 

襲名 Bulbophyllum inconspicum， Max. 

其の他、別名としては H イボラン" " "'q'メヨン"(石部集解)等が見られ

る。

此のものは草に嘗る所が~粒大に膨大してゐる。その錦この名が出たの

ではあるまいか。冬になると落葉するのが常である。詑は至って小型、

紫赤色の斑結を有する。この程に も2色あって、一方は棄の先が尖って

ゐるし他は丸味会有してゐる。これは産地に依って其の度令異にする様

，である。此の附近では双石、住吉、鰐塚、法華、韓迦、臨八等に津山出

来てゐる。

植物名監に

Hab. . Mt. Natsi. (Kii) Mt.Godai. (Tosa) 

Tsusima. Sasanami. (Nagato) 

Mt. Siratake. 

としてある。街此れと同属で “シヤム・ムギラン"なるものがあります

感名はCirrbopetalumjaponicum. Makであります。

¥11 才 サ ラ ン

i襲名 雀惇前(石前集解) 謬名 Eriajaponica， Max. 

名稿の由来は華太〈、雀停の知し、 婦に斯く言ふなり。と石疏集解に警:

いてある 。根iま多内質ではなく 繊維質である。落葉し毎年春になって蓋
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の横面より新芽令出して来る。此の"!1fは養分の貯減庫として役立つ様な

結論に建する。其の龍撮は新・芽が充分謹育しても前年の輩-?:除去する左

開花するのが少なくなるのである。ムギランは棄は一枚づつしか出ない

が、これは左右に二枚出、其の中央から花軸ぞ出す。花紛塊は八個に し

て、花粉は柄を有しない。

以上大体普通見得る気生闘の主に名稽に就いて書いて見た。別に諸兄に

は得るJjもなかったろうと思ふ。

第二節 気生蘭の形態

l 韮

此れ吾輩幹(Monopodial)及多幹 (Simpodiaりに二大別する事が出来

る。前者は何時迄も一本の斡が生長して行って、決して枝を出さない。

例へば“トリカヨー"……これは筆者の論題外のものではあるが……は

二間以上に生ー長Lても滅多に枝会出さない相である。 “次に多幹の易合

であるがが此れには二つの場合ある。 “トリカラー"の様に無限iこ上に

じりみ1111長しないでーー本の葦の高さはある程度で中止し、それ以上は新摘、

会以って盛育して行く。卸ち多数の短い有限の無枝のものと他は棒蘭の

様に branchingする多枝性のものとがある。俗言へば叢生的な多幹多枝

的な多幹の場合とがある。其の他“ムギラン"“オサラン"の様に離の

様な形令してゐるものがある。これは養分の貯識に役立つものであって

大体は甘味を有してゐる。

11 キ艮

多肉質のもの…...・H ・"…・"ナゴラン

繊維質のもの....・ H ・...・ H ・".オサヨン

釘論雨者の中間のもののある。

III 葉全縁7こることは共通である。

築の披針形のもの…・・・才サラン、ムギラン等

葉の披針形にして少し鎌型のもの……カシノキラン。風ラン。

長楕臨D醇のもの'"・ H ・"ナゴラン。

闘柱駅のもの...・H ・..…棒i制。

棒闘は多少の桂酸貿~含有してゐる。

lV 花

先づ南性で喧を有することは察易に言へる。花は各屈によって形そ異に

するが花令構成する根本は皆同一である。
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外花被自uち立は三つで内千七被包j]ち花耕は同級に三枚である。事も盛化に

富み花排の知き観もあるが、特に花耕の下方にあるも の却ら唇耕が著し

く箆化するのを常とする。風l掘の如く長い距を有してゐるものもある。

ダーウインが多年(進化論会樹立する以前〉研究し!謝の花の盤化しない

以前の事を感へて来たのであるが、其れや簡躍に御照介する 。此れは

Bascular Bundleの位置の配列を研究し、それから結論して行ったもの

である。卸ちそれに依ると蘭の花が今日の知く費化しない以前は十五の

部分から出来てゐたo卸ち

4、一番外輪には三つの苓がある。

ロ、衣の輸には三つの鱗がある。

ノ、、衣の輸には三つの雄薬(ヤ1ヤ2ヤけがある。

ニ、衣の輸にも三つの雄莱がある。(や 1や Eや 3) 

ホ、最も内部には三つの柱頭がある。(チLチョチ:J) 

上部琴 ヤド・・外輸の健全なる約

ヤ2ヤ3.....・下部郷ーと結合してラベルム

を作る。

や tや 2・・…・退化する。

や…-内輸の謝。

キ:m管束の位置を示す。

(ダーウイン著、|剃の受精と昆虫"よ切)

以上の内最内愉の柱頭は三ケあっ

て、下部の二個は普通融合して居り 、

上部のものは rOstrumと言ふ部分に愛化してゐる。雄薬は六個あって、

内外二輪に分れてゐるが、普通は外輸のヤ 1 のみが渡育してゐる。他の

五個は普通花粉ぞ有せない。そう して見ると今の|却の花は五の部分から

なってゐる。自J1ち二つの苓と二つの掛と 一つの雄菜と二つの複雑 した部

分卸ち桂体 (COlumn)及唇僻 (Labelum)である。蛇体は三つの柱頭よ

りなる。此れに普通は四個の雄葉が融合してゐる。唇揖はー・値!の輝 とタト

輸の二個の雄去さの融合したものであ る O 以上の事貰~約言する と、外.ffiIJ

の三個が事である。時には花婦と思はれる位美しいものも ある がやはり

草である。衣の二個が花郷、 ::!xの一個が居館、次のものが佐櫨である o

第三節 蘭の生態
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1拐の生態 t言へ蹴も理論的ではないかも知れない。主としτ古い審物か

ら引用したもので、古い何の審物にはこんな事がある位の程度にして置

いて貰ひたい。

先づ “花鏡"の養I詞訣に

春不出。(無霜零冷風之患〉

夏不日。(最忌炎烈之日〕

秋不乾。(多漉目巴木或豆汁)

冬不謀。ぐ宣識i接室土坑内)

としてある。釘論此れt玄関の一般的の事であると思ふ。上の事~~守れば

蘭は必らす3出来るかと言ふと相ではなく、少なくとも上の事は知つ工お

かなく てはならぬと言ふに止ると忠ふ。

“五雑狙"に

!期最難種。太密則疫。太線則枯。太肥則少花。太痩則官[萎。太乾則薬

焦ο 太混則根朽。久雨則腐。久H麗則病。好風而最畏霜。好動感潔n 根

多欲副。築茂則欲分。根不須得11<糞古髪室f之以防虫引、清最須用櫛髪

油垢之手。摩弄之得婦人之手尤佳。故調i却好淫也。須置通風之所。竹

下池蓬補見日彰而不受霜侵云"'0
としてある。釘論此の場合は気生|翻丈ではなく普遁土着闘も合んでゐる

と忠はれる。

・3事物紺珠"1こまえ(草本性譜より〉

酷j極美而有毒。窃人曾酔渇飲瓶中l品j花7Ko 吐利主主。

としてある。が必ら歩しも有毒なりと断言は出来ない。それから|却の休

眠と言ふ司王に就いて少し書いて見たいと忠ふ。休眠は一般落葉樹の様に

葉-??撮り落す様な事はしないが生長は噺<11::るのである。この時}聞は水

分必要しない。静に乾気味の所で休眠するc 此の場合飴り水分-??供給す

ると根が腐ったり薬会振るったり、3l..!ま貯灘養分の球を腐らすことがあ

る。閣の休眠からさめた時はそろそろ新緩や出し始めるからよ くわかる

倫一つの面白い事は何れも闘の根には一種の細菌が存在し、其の管養-??

盛ならしむるのである。ベノレナ-}レ氏はこれをi荊菌止命名してゐる。釘

論木皮石雨水等ーから養分&鑓ってゐることは明である。倫繭菌なるもの

は其:の種子の震芽に重大なる閥係ある ことを忘れてはならない。この|副

菌のことは1904年俳人ベノレナール氏が琵見した。街氏は闘の播種床に其

の!崩菌が侵入し、種子内の養分の大部分たる脂肪の輔化令来し、こ ‘に

蛮芽現象の起るニとそ明目制こしたのである。
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以上色々な事会まとまりもなく述べ来たった諸兄も何を書いてあるかわ

からなかった事と思ふ。であろうと同様に自分自身もわからないのであ

る。(終り〉

植物事研究の薬化率的意義

N O 生

古代に於ける響楽は主として、これ~植物界に求めて居たことは記録

に依って明かである。恐らく治療剤としての植物研究の歴史と云ふもの

は、文化その ものと等しい古さで、人類の創生と共に始まったものであ

らう。彼等が人間と同様壁育、築養、生殖等の作用~営み得る植物には

必9-'紳藍あるものと考へ、これらの力を借りて病令治癒せんと試みたの

も無理からぬことである。各国民の歴史の中にも、或は叉古代紳話の中

にも、薬草や毒草~用ひた物語は可成津山ある。そ して植物の研究令企

て楽章守護見せんとし、却って毒草のf誌に一命や犠牲とした人k は数へ

ることの出来ない程揮山ある a カ、、ゐ人々 は直接人類に向って襲ひ来る

最大問題卸ち如何にすれば病を治癒すべきかとの解決のため、ー主主い一命

会賭したのであるの紀元前 250年頃嘗時有名なギリシヤの植物研究者テ

才フラスツス・ヱレデウスは既tこ薬草にl調する貴重なろ研究を越して居

る。ギリシヤの瞥師ヂ才スコリデスも亦紀元50年頃と de Mat巴narne-

dicaと云ふ 5巻より成る書物.:a著 し、その中tこ薬草に闘する研究をも記

して居Tこ。

中!世期に至り植物研究の離なるピザ、ポロク'ナ、ハイデルベノレヒ、セ

ントベリア等に、tI:t界最初の植物園が設立された。叉これと暮同時に

響楽の範囲に化壌が侵入し始めた。そ して迭に錬金術の~)輿時代となっ

た。此の錬金術なるも のは「賢者の石J.:a得あのが目的であって、此のも

のさへあれば安値なる賎金属や貴重なる黄金に化せしめることが出来る

と信じられて居た。しかもこの黄金を内服すれば薄命や延長し、健康を

増進し!患者令賢者ならしむる不造不死の監禁である と麗せられ、震に上

は王侯相賂より下は薬種底のー傭人に至乙迄、此の妙薬の研究に浮身~

ゃっして居7こ。首時有名なホーへンハイムのE筆者であり植物事者であり

又熱心な化撃者て'あったパヨセ リウス、テオフクスツス、ポムパツス志
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「賢者の石Jを捜すことが唯一の重要な欝襲の護見と考へ且渇望して居た

新〈して治療剰としての植物の債値は混却され、一般の薬底から植物乃

至は化型的組成金有する響楽~議ひ出してしまった。然し乍ら不器長脊

の大妙薬なりと吹器せる「賢者の石!なるものはいづれも不死の生命令

奥へなかったのみか、却って反撃すの不幸事を現出するに至った。それも

その筈、其のE監薬は水銀、鉛、 i穏鉛、枇素、アンチモン或は一種の健胃

剤にすぎなかった。これでは不老不死の毘束ないのも嘗然である。やが

て錬金術の迷信や打破すべき時は来た。借侶であり又tlt界最初の定性分

析であったグアレンタインに依って、始めて真面白なる化感知識令響楽

に路用するの遁は聞かれた。不老不死の延命葉"e逐うた化墜は惑に器楽

の好伴侶となった。そして静寂化壊なる新しい墜科炉生れた。それは「

賢者の石」の箆醒の姿である。

そして奮式瞥墜~痛罵して斬新なる化嬰的生理的治療費リが高唱せられ、

響楽としての化率的研究が重要硯され始めた。そして再び -returnto 

drugs-植物界から得た響楽が薬底に於て民衆の名聾や得るに至った。

薬草の効用が注目せられ多数の民衆の信用令得ると共に、響楽の合成に

劃する興味も亦勃興し始めたのである。

科穆高能の現代は惑に合成欝楽の'珪蓮~導き、植物の響楽的債f直は再

び疎んぜられ、智薬害早教育に於ても植物壊の研究令さして債{直なきもの

として葬り去らんとする傾向や生じて来た。

多くの薬草は各k 特有な化・撃的成分に依って、多数の全く異った作f-H

"eなすことは普〈知られて居る。例へば阿片は決して他の異なるアルカ

ロイド類に依って完全に補償することは出来ない。植物は全く精巧な化

摩者である。卸ち人聞が貰験室で人工的に製し得ない製品佳作ることが

出来る。叉新鮮な植物薬種は、乾燥 したものとは全〈 異った作用を管む

ものである。例へば新鮮なる犬穫はjl晶、下痢を呈するが、乾燥する間に

強大なる止協作用ぞ有して来る。印ち或る植物は新鮮な揚合にのみ目的

の作用金現し、或は又これと反艶に乾燥した揚合にのみ目的の作用を宝

することがあるために我k はよく惑はされるのである。護・里見的観察は乾

燥した植物業種令生業として一つの部門令作って居る。

苔人は誌に於て化取の総ては護達したに拘ら歩、なほ植物研究に牟い

意義の存ギEする所以を知らなくてはならなし、。印ち薬局方に明かなる如

く、薬理の重要なイチ務争遂行するに嘗り、多量定の植物諜程が遁品て'ある

か必かの業化接lifl洗の最后の決定AbBZる上に、楽理喜善、坐業さ慢の補助接
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としての捕物の科康的知識は等閣に附するこ tは出来ない。

しかのみはらi"'食料品検査に於ても、化墜分析に依って見出し得ない

もの令調杏することが出来る。それは植物・望者に紹劃・に必要である機械

一瀬微鏡に依って食料品の純度を知ることが出来、叉偏遺或は雑物等ーや

も誼明するこ tが出来るからである。官に食品検査に於てのみはら争、

叉薬局に於ても屡々其の必要II'感余る。築・翠研究中に於ける勤勉な植物

解剖製の貰習は、菌類事及び微生物事仁劃しても注意を惹くものである

或る種の菌類は薬種であって、これに依って醸降毎導く ことが出来る 。

微生物製は植物壌者よ りもむしろ衛生事者に取扱はれ、一つの部門会形

成して居ε。

植物生理事は直接薬化事研究者には閥{系金有して居ないが、その重要

な所以は、植物中の成分の蜜北作用に就いて、又欝型的作用ある有効成

分が那謹に生す3るやるF詳細に知ることが出来る治、らである。

塁手築研究上、植物の一般系統的知識の必要なるは外観に依って系統的

排列並びに薬用植物の存在や判断することが出来る錦である。楽化事者

がこの研究に手伝燭れる特殊の意義は、植物の採集、裁培、 移植等に艶

しτも必要な注意ぞ惹くことか出来るj:;、らである 。

砂ilJへば衣の生薬は野生の植物から採集するこ止 を奨められて居ろ。

シヤウプ、クマコクモ、ヂギタリス、核菌科の菌、ヒカグノカヅヨ、

fツ'ガシハ、セイヤウニハトコ、コナモモ、 Genticana，Purpurea， Ju 

niperus， Commul1is， Orchis Maculata， Valeriana. Officinalis 

OriganUJ1l Vulgare， Polystichum Filix Mas， Quereus Robur， 

Lycopoclillln Annotinum， Vaccinium Myrlillus， Rhamm us Frangu-

la等

これに反し花闘で培養したちのから採集す るを奨められて居るものに

ニガヨモギ、イヌサフヨン、ド クゼリ 、 fクニン ジン 、シロノfナテウ

センアサヵ・ホ、ウヰキヨウ、ヒヨス、カ fツレ、 ゼニアフヒ、ヵウスイ

ノ、クヵ、サ Jレピァ、イプキジヤカウサウ、タチジヤカウサウ、 Pimpine-

lla Anisum， Pimpinella Saxifraga， Petrose!inum Sativum， Lava-

ndula Of.ficinalis， Aconitum NapeUus， Corianclrum Sativum 等ー

がある。

若し吾.，kが喜んで此の利谷ある植物栽培法令知らんとするならば、や

はり植物感の知識が紹劃に必要となってくる。

植物製研究は官に植物の響葉的方面に於け るのみならや、 *~l~機的性質

を知る上に於ても亦等闘に附すことの出来ないものであ るC 終り c
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殺生木に就て

翠 島 自主

止tの殺生木は那須野の殺生石と好一劃の話で瓜睦島産の本名をよLーパ

イ樹 (Upas-tree)と構し毒樹の義でありますが其の惨害や諸生物に及す

有様が我が閣の那須野殺生石に酷似して居る倖設が有る所より俄に殺生

木と呼ぶのであると云はれて居ます。

西暦1174年瓜睦のパタピヤに滞在して居た外科野にフヱルシユ (Far-

sch)云ふと人が住んで居ました。此の入力Z欧秒I'llこ殺生木の名世人に知ら

しめたので4 パース樹の名が世界に融くに至りました。其の説越する所

によるとパタピヤより80哩を隔てたる所に四周を岩山にて固まれるー卒

原ありて Upas-treeは此の卒原に生じ其樹令中心として 1O-12mile閣

内は全くの不毛にして知何なる生物も其裸地に棲息することあたはす"L

て其の上や飛期する烏は死して地に墜ち此の附近会初復する献は絶息す

る放に其の地面には砂上只石片と白骨との散凱するものあるの&にて一

本の樹も残って居ない所で樹みり流出する毒性の護譲渡は園王の矢及び

武器にぬる、所にして此の渡そ得る事が甚だ困難であるから罪人会使役

して之-a探取せしむ卸ち若し此の巴液金持って蹄りてくるならば其の罪令

放し且報酬ぞ奥ふること令約束して之に赴かしむるもの年k 数人ありま

したが彼は革製の帽に硝子の眠孔会設けたるもの令被り空中の捧気に劃

じなるべく安全に保護して風の吹くときや選び危険界に進むと雛此の恐

るべき毒物令得て蹄るものは僅かに十人中の一人位なり。而して猛毒の

作用の迄・速なる事はフエ )1 シユ民自身其の蚊例~見たと、其のー倒や是非

ぐれば国王の後宮に於ける 13人の妙齢の佳人が不貞の廉舎もって死刑

にせられる時彼等佳人は宮庭に設けられたる13本の柱に縛られ宗教的儀

式も終りたる後、刑史は佳人の胸令聞きて彼等の蛾泣の聞に毒会塗れる

披針を以て聴〈傷付けたるのみなりしが嘗時現!Jにありたるフヱルシユ氏

は時聞を測りたるに五分間の後彼等は断未踏の苦闘を呈し16分の後全く

死に陥り、青黒き班馳を生じ顔は張れ頼は青く眠は黄色に盤じたりと叉

フヱルシュの話は余誇せられたる倖設でありませうが其の中にでも鍛十

里の聞に生物の接近をゆるさない貼は那須野の殺生石に酷似して居るで

は有りませんか。後人は谷には炭酸瓦斯の龍生多きため人畜に窒息やせ

しめたため此の如i聖徳設を生じたと云ふて居ます。又或る人は毒の猛高



~ 

63 

なるより生せ'る侍設なりと云ふて居るが霊表者なる氏は瓜l庄のUpas-tre-

Eに酷似せる樹木はマツサカルの海岸に認めずこれきも瓜睦の Upas-tree

の如き猛甚なる 毒や有せ宇と惇え てゐます。ユーパス樹は印度及馬来地

方に産する桑科の常締喬木にして接名 Antiaristoxicaria Lesch・と稽し

其の毒汁は今猫ほ同地15の鑓民の鍛に塗扶せらるとの事で又其のタト皮や

打叩〈ときは繊維を分離し縄及袋がつくられ叉矢及び矢筒も現今キュ植

物閣の博物館に置かれて居ると云ふ事です。

樹皮と材・'I'分離せしめ其の袋の底となるべき部t:け材令残して袋ぞっ

くり錫|荊入は之を用ひてう*-l-貯蔵するのでl司t-t!!J.iでは Upas-tree-l-Sa-

ck-tree と呼ばれて居ると云ふ事です南米西部に~する Manchineel-tree

(Hippmane ManchineUa L)の如きも之に類する t云ふ事であります。

1931. 5. 22 

fBき女生殖Jに就て

前回義徳

リンネ曾誌に書いたのは之が最初である 。一年の時は幹事もきして戴

いて居たが、棋が3たを績る事の下手な自分は遠慮勝で何も書かなかった

所が今回本田君より何か書uと再三請求されては進退谷まって書かねば

ならなくなって了った。傍て書く司王になったとしても、種子は全くない

のである。それで菩ー〈前に御断りして置かねばならぬ事は、以下述べん

とする所は自分自身の質験研究の結果ではな く、車に多く の書物そ説ん

で見て面白いと思った ものや引出したに過ぎねと云ふ司王であゐ ι 以下一

夜作りの原稿を述べて行こう。

普は互参~見て苧んだとか、何かの霊気に感じて懐抗したとか、紳の賜

児といふも Cろあり、或は大人の足跡を踏んで受胎したの、男子の借着し

て班娠した tもいはれたものださうであるが、人間界には父親のない子

は三千世界にあるべき はががないのである。所由fJJI{ IJ 、生物界~見渡すと

父親のない母親許りで出来る子も少くない。此の父親のない子が本問題

'の主人公になるのである。

有性生殖の揚合は何時も卵の愛車両が出護黒~j となるべ‘きであるが、育ÎI越

の知く底い生物界には父無し子主でもいふべきものが可なりあみ。郎ち
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出来た卵が精fBlの合着ぞ侠たす3して、濁り手に分裂護生'I'始め完全なる

衣{もの生物イをつくゐ揚合が往k ある。是等iま無性生殖と同格に在るので

あり、新る生殖法ぞ魔女生殖(堕性生殖、軍嬬生殖) Parthenogenesis 

e. "ifんで居る。今此の生殖法が起った原因とでも云ふべき事を考ヘて見

るに、決の如~場合が想像されるのである。

1、雄性の配偶子に出合ふ機曾が少かった鴛0

2、雄性の配偶子の護生不完全なる銭。

之によると庭女生殖は一種の遁臆現象であるが、その反面に於ては31..

衣の知き事も考へられる諜である。

1、卵が鹿女生抽・なる性質'I'得たカ'らして、雄性配偶子の護謹が悪くな

った。

2、卵の特種な笹生と、雄性配偶子の不貫性が相閥聯しτ同時に起った

其の迭の所は狼りに断定し:粂ねるけれ共、恐らく色々な揚合があるので

あらう主思はれる。

尚完全な親にならない内に既に鹿女生殖が始まる揚合もあるが、之令

幼虫生殖(末熟生殖、幼生々猫)Paedogenesisと耶して居る。

要するに鹿女生殖は一種盛則的なる生殖法で、卵のみ濁り手に量生ず

る。其の揚合卵は遇常減数分裂令行はない。それは恰も体中のー細胞が

核に何等の盤イ~もなく其の億生長し出すとも見れば見られる。此の司王は

一寸考へると頗る簡輩の様であるが、多くのものがやる様に普通の有性

生殖もし鹿女生殖もやる知きに至つては、時代によりては或は減載分裂

或は庭女生殖と核相の愛化に面倒が起る。まして庭女生殖の聞に不規則

に有性生殖が挟まって居り等すると、複雑な問題になって了ふのである

以下順や這ふて、鹿女生殖の 1-2例会動植物界に求めて迷べる事にする

動物の鹿女生殖

動物の中で鹿女生殖や行ふ事に於て最も有名であり、叉最もよく知ら

れた例は、 iJ!;f品類であらうと思ふ。主主主主は植物の害品として若芽や

葉枝に群集して大害ななすものである。御承知の如く体比馬鹿に小さい

が、其の蕃殖))は馬鹿に盛んであって、忽ちにして数千鍛i笥となり震に

植物は大害を被るに至る。その繁殖法を研究して見ると置に聞白い事会

やって居る、然るにその蕃殖法も種類によりて多少の相違があり、極め

て複雑であっτ、その最も簡軍なる揚合に於ても、他の普通な審捕令行

ふ動物に比べては飴程込み入って居るのである。今その最も簡軍なるも

のに就て述べると、先づ春暖くなった頃に卵から府化して雌晶が生じ、
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細長い吻を以て植物のすJ-液令殴って直ちに成熟し、此の成熟 したものが

今度は雄なしに卵会自由に産み、その卵は卿化して叉雌品のみが生じ、

前回同様雄なしに卵令産ts。斯くして望交代も審殖~績けて天高馬肥の候

になると、そこに始めて有遡の雌雄金生じ、之等は交接して卵を産む。

卵はそこで越冬 して明春之より費生 Ltご雌品は再び庭女生殖や始めるの

である。以上述べたありまきの蕃殖法の如く、有性生殖と無性生殖と の

聞に一定の輪廻闘係がある時は、特に之を輪廻的鹿女生殖 Alterna ti ve 

Pathenogenesisと言って居る。

次に一寸面白い鹿女生殖と思ったカ、ら述べて置くが、彼の蜜姥の女王

i立体中の貯精霊に交接の際に得たる精晶を入れて置いて、卵がi輸卵管~

遁過する際に精患や詑り m し、以て卵~受精せ しめるのである 。 而して

斯る卵よ りは女王と樹j蜂とが出来るが、女王は自分の意に従てi臨卵管密

閉ぢ精畠の輪選~停める と 無精卵を凄む事が出来る。新る無精卵は雄蜂

になるのである。換言するならば雄は鹿女生殖により てのみ産まれると

云ふ事になり、然かもそれは女王の意のま沿に出来るとは、面白い鹿女

生殖である。

之で動物の例は終りたいと忠ふが、認を元に臨して前越のありまき等

は何会好んで鹿女生殖やするのであらうか、と言ふ事に就て研究したい

と思ふ。今吾k が農揚の農作物、果樹等に無叡集り着て汁液を齢念なく

破ふて居るありまきや観察して、 先第一に気付 く捉iは、蓮動器の震建が

不克分で従て運動が不活濃な事であらう 。之に閥れて も急、に逃ける事は

出来す.p佐かすかに足~勤して、少々位移動するに過ぎない。 それならば

外敵に劃する護身器でも護達し居るか と言ふとそうでも ない。唯その体

色は締色を呈して、周園の色に似せて居るが、之では一部の外敵の限を

避けるに過ぎないn 斯様な諜であ りまきは外敵lこ撃すして身を守る事が出

来ないから、自然テントウム シの如き外敵に多 〈食はれると思はねばな

らぬ3 故に麗届維持の銭には、きうしても食はれて誠余る数令見越して

それだけ揮山の子令産んで置かねばならない。此の馳として鹿女生殖は

その目的に最も良 く適したものであり、新る事情から して彼等は底女生

殖を行って居るのではあるまいか。

以上は鹿女生殖令する動物の一二例であるが、此の外まだまずf揮山の

ものがある。然し--，k泉けて居る謬にゆかないから、委考の錆に名のみ

感けて置こ う。 釘論その生殖のjf法には多少の相建はある。

甲殻類 Apus Ca町 riformis
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輸品類

毘品類

淡水産のもの二種ありて、二麗ともに鹿女生殖をJ行ふ。

コ‘アン コタムシ。(鱗趨類)

ミノムシ(鱗麹類)

Bacillusrossii (直麹類J

Dixippus mOri%US (直趨類)

9i品類(学遡類j

Tetrane uraulmi (内品のー麗〉

Phylloxera (フイ ロキセラ〉

蜜蜂(膜趨類〉

線品類 Rhobditis aberrans. 

• 

其他蛭類、環品類、多足類、蜘株類等の中にも庭女生殖令するものが

知られて居る。

幼品生殖(末熟生殖)

幼品生殖の事は前に一寸述べて置いたと忠ふが、之i{:>なすものに、

~ias ter meteraloasと云ふ双趨類の一種がある。幼虫は多 〈朽木内に住

んで居るが、その体中を検すると若干の卵が出来て居る。此の卵は幼虫

の体内で無性的に笹生し、生長に従って仔識は珂:体の組織を食ひ悲して

母体舎前半するから、 JB:体は帯いキチン質の皮i{:>Jl:むる に過ぎない。新し

て出来た仔品は相>>lJlに大きくなるが、其の体中に文書!g性的に仔識を生 じ

之に食ひ聾されて自体もキチン質の皮になって了ふ。新知 く幼品であ り

ながら仔品や生す司令幼品生殖或は未熟生殖 Paedog巴nesis と言ふので

ある。 釘論之は一種の鹿女生殖であって、 6月7月頃何回ρ、以上述べた

如き司王ぞ繰返 して、惑に最後のものは踊化し羽化して有性生殖やするの

である。

植物の魔女主殖

植物にも鹿女生殖必ずるものが非常に多い。植物の場合も動物の揚合

と同じく、卵が無精のま‘で護生するのであるが、之に二週りある。郎

ち複性鹿女生殖 t箪性鹿女生殖とがとである。複f生鹿女生殖とは誠敏分

裂をして居ない卵が然性的に費生する事であり、 車生鹿女生殖とは減数

分裂をして出来た卵が無性的に費生する事である 。以下此の二者に就て

各 々1-2例を取り、甑〈筒績に述べて見様。

複性廃女主殖であるが、植物の庭女生殖は之に依るものが一番多い。
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そして最もよく人に知られて居るものはヒメデヨテン、ドクダミ、シロ

パナ、タンポポ、シマガンピ等であるから、之等に就て述べ様。

被子植物U綿て配{肉体卸ち匹、袈になる可含細胞が出来る時には、匹珠内

の匹嚢母細胞が減鍛分裂4をするのが常規となって居るが、魔女生殖~す

るものでは、それが減数分裂ではなくて普通の核分裂が行はれるのであ

るから、従つτ匹褒も核は総て複性であり、卵核も同様であるのである

ヒメヂヨテン、シマガン ピに於ては匹襲問;細胞は其の儲笹生 して普通の

核分裂をしつ~Jlf裂になり、シロパナノタンポボの如きは母細胞が普通

の分裂で先づ二体にな り、その中の一体が匹裳形成に輿かり 、ドクゲ t

lま母細胞が普通の分裂で三乃至図体tなりて、其の中の一体が量生する

のであるつ叉被子植物の各種は花粉が出来る時減数分裂があるのが正規

であり、鹿女生殖'I"行ふ種類でも矢張り此庭で庭女生殖を行ふ事は行ふ

が、大抵其の途中て'種々不規則な行動が混じて来て、花粉は普通出来な

くなるのである。此庭に面白い事には鹿女生殖会する植物では、花粉母

細胞でも 匹霊細胞でも何れも一度シナプシスをする事である ε之はあり

し昔話且先が正規の減数分裂をした面量~H事えるものではあるまいかと思

はれる。

~，ま軍性廃女生殖であるが、之には飴 り例がない、筒躍な植物ではア

アミドロ、ホシ tドロ及接合菌の若干躍で知られて居る位のものである

OfbJ近時(約10年前)朝鮮明顔t陀草の或品種でその例が笹見せら れて

居るから一寸述べ様、 @P之等の多載の染色体~検査 して行 4 うちに、若

干の株は体奇形成する細胞が皆軍性の接会奥へて居る事がわかった。之

は外観ではそれと知る事が出来ないが;;万l令かたはであって花粉も不完全

であって結貰もしないのである。其の包囲や考へて見ると、詰り受精令

しない卵が自ら笹生してー植物をなすに至ったのであって、正規を脱し

ては居るが、自然に起った軍性鹿女生殖である c

之で植物の例&終るとして最後に動物の例の場合と同じく、植物の鹿

女生殖や行ふものを感けて置こう黙し同じ底女生殖をなすと言うてもそ

の方法には多少の差がある事は釘論である。

複性鹿女生殖を行ふもの。

車軸諜の一種 Chara Crinita 

回字草の一種 Marsilia Drummondii. 

ドクター t

毒廟，制植物キ tヅの)極 Elatostemmaa cuminatum， Elatostem-
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ma Sessile， 

p'，j'Vツサウの一種 Thalictorum Purpurescens， 

ハコ、.ロモグサの類若干麗

シマカ「ンヒ.

エゾノチ、コク'サの一種 Antennaria Alpina， 

フデパカ?の一種 Eupotorium Glandulosulll， 

ヒメデヨラン

シロノfナノタンホ.、

西洋タンポ、の一種 Thalaxacum Officiale， 

ヤナギタンポ、及び近似麗の若干 Chondrilla Juncea， 

ヒナノシヤクジヤウの一種 Brumonnia Coelestis， 

アタモスコ百合

軍性鹿女生殖舎なすもの。

アテ tドロ

ホシ tトロ

接合菌の若干麗

テフセンアサカ.ホ

タ/-¥コ

以上で鹿女生殖の大体~遇ベブこが、詳しく調べるとま 1:面白いのが津

山あるに遣いないと思ふ。

--1931. 5. 24. --

表紙 の生物を語る

耳ド 国 ~ 

何か本曾誌に相臆した表紙会作つτ見たいと云ふ考は以前より在った

して又之が考案には相嘗苦心させられましたが。幸にも 1昨年の暮の事

第四披舎誌護刊にあたり御繁忙の中にも宮津先生並に磯長氏の多大なる

御援助により思ひ掛なくも、恥かじからさ'る立紙な表紙令手にする事が

出来た事は、編輯子は釘論1:.'が舎員諸氏も深く先生並に企氏に劃して感

謝の意;z，表すべきと思ふ。

専ら表紙は宮崎リンネ曾l:.Lて少なくもLinne1'::闘係深い又宮崎鯨
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に特種とされて居る生物会以て描寓する事に着眼Lて考案したものであ

って、此鹿に選んすご、 Pンネサゥ、ピラゥ、オガタマノ樹、ハカ?カヅ

ヨ"191;法借、イシガタ蝶の四植、二動物も強お然うした意義令含んで居

るのである。 f専塁塁多識なそうして新製に蹴範な趣味と研究心の深い諸氏

には今更浅薄な吾輩が字書の接を取らなくても御周知の事とは思ふが、

諸氏の中に不幸にして御存知でない方があっては切角の表紙も何ら意義

なき落書全犠の感に成つてはと慮り。甚1:'くきい様?ごが照介の意味で以

下簡軍に述べ‘てみる事にした。

I、リンネサウ Linnaea baraelis. L. 

本植物は別にメラトパナ、及ヱゾアリドホシ止も云はれ、分類~上Lin

naea Gronov 底に属する常維の多年生草本である。如何に血の巡りの

良〈ない者でも、特くもリンネ曾員たる限りは企桔物そ口にする以上直

に Corlvon Linneを想起せしめられる事であろう、きれば本植物と Li・

I1nるとは一体知何なる閥係があるのか今少し述てみやうつ

諸氏は第二披図説並に本放に於て彼の寓員会見る時必ヂや彼の身迭の

何れかにリンネサウのー輸を護見ずるであろう.新した事宜よりしても

非常に彼が愛好して居たものであった事は疑なく額かれる事と思ふ。更

に亦リンネサウなる言葉は、 lF. Grol1oviusが Linneの境遇やJBひて

此植物にあたへた名であって、夫と申すのは、此植物は大盤草丈低く、

倒旬献で何となく他の物から座迫されてゐる様な気重い憐な駅態に生育

し居て、花無き時は全く 顧る者なく叉充分な注意なしには認める事は出

来ない。 I附し夏来り一度花会聞かんか美麗な、とりわけて、ハイ?ヅの

聞に醍i々 可憐な淡紅色の小花を付て居る姿は美と云ふか、愛くるしきも

ので植物事者の興味令引くに充分な威観金持ってゐる。丁度 Linnるの生

涯の初期に於ける惨な生活(Linneの生涯仁就ては曾誌二銃より宮津先

生が御記載下されて居る故再読~乞ふ)が全々象徴的にも良く似、街晩年

に至り て彼の赫~dこる業績は一般11t人の注目する所となり、@]1 Natural 

Historyの偉大なる先5若者として、 JI与亦 ModernPhysical Scienceの父

4 として名控令後世に轟した事賓が全〈象似して居る所に起因するのであ

る。誠に意義深重な叉興味多い植物である。

;:y(に形態的方面や筒輩に申すと、地下に良重を有して其の各節に接す

る所より繊細な根を生じ、輩は荷íJ述の知く伺勾性で少々木本駅~呈し、

3.5尺位である。花は八月頃一、二寸の花軸を抽き長さは四分位で花色
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は白色、淡紫色亦は梢赤色や帯び、雄薬は四個(二強雄薬)子房は三室

果震は革質で 1個成熟するのみである。其の他の形朕iま曾誌の表紙の左

下の固を御覧に成れば充分である。企植物は主に高山に自生するもので

欧州には良〈見られ我閣にては樺太、北海道、本州では中部高山の白馬

山、八ナ岳、白峯のみfj:在して居て千島地方にも生するる と、特に千島に

ては卒地に見る事が出来るとの事である。

11、J、:b"'i':bツ";;7 Bauhinia taponica 

本植物はハカマカツ7 と云ふよりも寧ろワンジユ(轡珠)と呼ぶ方が一

般的な名古iiの様に思ふ。ハカマカツ'ヨと云ふのは此の厨の植物の葉は総

て固ぐ表紙〉の知〈先が二つに別れて居る所より名付られたものらしく

此の替珠厨の皐名を Bauhiniaと云ふのは16由紀に瑞西のボーアン家に

ガスパールと、ジヤンと云ふ植物製者 として著名な兄弟があった。して

此の兄弟の名護が官時相費しかりしや此の葉の二つに等分せるに比べて

此屈をボーアニアと名付たと云ふ事である。

猫是等:の外に笥珠-i'鬼見愁と云ふ人もあるそヨで、白井博士の詑-i'か

るなれば、元もワンジユてふ名は貿暦庚辰(今より 169年前)に戸田旭

山が大坂に聞きし物産曾の記録、文曾銭に、八幡の入、片岡志摩氏が全

植物会出品したるに鬼見愁、(方言ヲンジュ〉として記されてあるとの事

である。 夫で今も備期したl序方が残て居るのであろう而し本草綱目に依

ると鬼見惑は初夏淡絡の花や開くムクロジの事で時珠にあらす。 とある。

叉賞、藤拙堂の南遊志に 「主人木宜や出L示す、名そ濁樹と云ふ、ムクロ

ジに比ふるに梢小さし、言く部i島に採る所と、余以矯〈此れ念珠と作す

べし、 糖樹恐ら くは念珠の靴りか、 ff~て聞く、物産家漢名鬼見愁なる者

を以て之に蛍っと、来?と是否を知らi.、其木謹木草生しLI暖襲地に非す宇3んtばぎ

生せす歩3、云kJ とある。其の毘疑はいさ

今より約百年前に紀j少川外州'1'判|トH、f担i怯主産差物考に初て表れたものの知〈、而L前越の文曾

銭に於ては百六十九年前と成て居るから、何れにしても百年以前の事と

考へられる。

本植物は種類凡そ百五十種あって、東西学球の熱帯地方に最も多〈自

生して居るも、本手15に於て是が産地としては主に南部地方自11琉球諸島カ、

ら九州!の向、肥後、薩摩、日向(宮崎鯨に於ては特に南那珂郡の市木海

岸地方に生じさ手島には殊に多く見る)で或毒物に依ると紀州の神島に江

位、見老津、江田小島地方にも生歩る由である。此の植物は固の如く箆

性の謹木で、葉は互生し先はこ裂して居て長い葉柄ぞ具へて丈夫な巷嶺
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を出 cて喬木に蔓ふて居る。花は白色で慣牒形花が綿駅花序に排列して

居て主に夏開花するものである。

智珠の用途としては我園では駿珠jこ作るのみであるが、欧米では Sea

beans (海豆〉として種々の装飾や耳環の鎖に使ふ、特にヒ?ヨヤの寒地

には食用になるものが生守る tの事である、本騒のものは最近笛L探せし

ため年々減じて行〈傾があると目下恨天然記念物指定植物 とされて居る

轡珠に付ては最近の植物研究雑誌にも上載されて居た様lこ思ふ。 倫昭

和四年五月二十九日の大阪毎日新聞に前方熊楠氏が紀州i凹迭の生物と題

して記載されて居た、本文も之に資ふ所多い 3

111、ピラウ Livistonia chinesis R. Br. 

遠 く望めばO牙錯落して鋸歯の如く、或は龍起5島浸し風説之に激して

白雨を作る海の溢美t相待て其の絶勝青島は今や 日向の青島でなく、天

下の青島として誰か其の奇観令賞せき'るものあらんや。

一度彼の地の砂を踏んか、身恰も熱帯の天地にあるかの感-ic'fkえしめ

られる程斯くも 1遡牢里内外の小島でありながら青島が秘める魅的な枇

絶美絡の景観は、そも那迭に由来するか、異口同昔、島-ic'覆ふ奇有の熱

帯性の植物に待つ研や大なる事は極知の至 IJであるが、とりわけ青島の

今日の生命はーピヨウの存在と申しτも過言ではなかろう全くピラ ウあ

って青島あ りすご。

担てピアウは別名として、タガヤサン、叉ピノレウともl序れ、 Livistoni-

a R. Br廊のものであって、之-ic'植物墜的に見るなれば、支那原産の常

緑喬木で、翠幹には極めて接近した環紋あり、外形全く綜闘に似てゐる

も葉の裂片の形駅等に於て差異を容易に認めうる、郎椋招は尖らないも

ピヨウは先端尖りたる裂片会有してゐる。花は締色で扇性、事片は三枚

花冠iま三裂し、内賀で、雄薬3本で肉穂;伏の花序ゃなしてゐる、核果は

概固形である。街ピラウi立、おう々々にしてピンロウシ厨 (Areca) の

植物と混同され易〈、相嘗な理解ある者でさえ、時に青島のピンロウ ジ

云々と云ふ事を耳にする、撮て参考までに一寸大きな濯を申さう 、ピン

ロウジの方はピヨウに比し丈高〈、 1般に草色恋mく、叉ピラウの方は掠

椙の知く一本づっ生す3るも、ピンロウジの方は椋招竹の如く叢生してゐ

る。

ピヨウの我圏に於ける分布は琉球、鹿児島騒(有明樟の 1部の島(長崎

鯨(卒戸島)頑岡犠(宗俄郡沖ノ島、締烏郡小品島、伊崎j甫J宮崎螺に

ては青島が最も良く繁茂して居て、他にピラウ島、高島、島、築島に
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もあるも極僅少である。大分勝では(竹野浦、黒島、高島)で高知臓の

一小部にもある事に成てゐる。

猫青島のピフウに就てはリンネ曾誌、二蹴に日野先生が日本植物匝系

の特徴と題して御書き下されて居る故一説~乞ふ事にして本女は之位に

止める事にするの

J¥'、才ガタマノキ Maynotia Parviflora. 

古来本樹は我固に於ける名木のーであって、夫1:け至る所にて容易に

見る事の出来難い重賀な植物である。古文書そ見るに於て叉才 jlタマノ

樹の秘める幾多の逸話、惇設や耳にするに及んでは一層面Illkしき日向の

園の香が今向同樹に宿れる や想はしめられる o

そも k k才ガタマナJレ言葉は鈎l魂守護手むと云.J.、意味の約語であって、

今日吾k が品111事に榊を肘ひて居る如く往時に於ては専ら祭紀に使用され

τ居たもので、今日では唯オガタ マノ樹と 11~名で記されてゐるが以前は

御賀玉、置魂、間選等と筈れて居た様である。尚此鹿に述べんとする才

ヵ・タマノ木以外にも新うした名冶以て詰I11事に用てゐたと云ふ似非な樹も

少なくはなかった様であるが、 imし昆の才ガタマノ木iま多くの古文記に

依ば日向の固にのみ存在せるものの如く思はれる。以下二三の記事や曇

照して見る事にする。

古事類苑には、ォガタマノ樹ば日向の閣にある木の名にして葉の様は

刷業の如く 表は青く、裏11白くあり、質は数十穎房をな して一組づっ、殻

割れて赤i聖子の表る事辛夷の如し、樹に香気あり、漢名詳ならす3とある。

玄海には 招援の縛神、霊H'招踏奉るものなれば股木(さかき)の異名

なりと云ふ。

日本紀意宴歌に

玉柏令がたまの木の鏡~に

刺1のひもろぎそなえつるかな

とあり、或は云ふ此の樹は日向の高千穂の峯にあり、 紳代よりの樹と云

ひ体ふ、四時葉ありて青木の如く 初春翠顕に花聞き、質族生して初冬に

至ると。

向其の他の古文書よりして随分古くより神木止し傘重 し叉我日向の固

にのみ寄在して居た事は信ぜられる所なるも向他所にも存るとの事であ

るが何れも極僅少なものの様である。

本樹の形態に就ては幸にも本校玄闘が1の中央に抜出て居る長桃園形の

葉を持った常締樹に充分の観察の限会j主ぐなれば、寧ろ余の愚な説明よ

J込... 
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りも蕗倍か詳な事かとjaふからして此鹿には省暮す るも 、特に感校より

程遠からぬ下北方のー岳稜に今街千古の面I!I倖t艶多め日向の史説守秘め

管室蒼と仲立せる才ガタマノ樹の御l!~介~以て本記事会締める事にする。

問所は本校より約 6 町飴北方で紳武天皇の宮 ~Il、皇后屋と栴し、叉本

宮、御殿跡とも呼びて古来皇居の跡でありしならんと停はって居る。此

庭には現在でも-g.・崎神宮の髄枇としてー小柄があ i)、之より一寸離れた

所に前記の才ガタ?の樹が茂って居る。同樹は目遁 1丈齢、高さ約十二

間半拐の太さ根廻り二十五尺飴と云ふE木で、全〈他所では聞く事の出

来ない珍重な奇有な植物であるe是非諸氏の一度彼地を訪れられん事令

望む因に同樹は天然記念物として保護されてゐる。

V、イシカ・タチョウ Cyrestis Thyodamas mabella Fruhstorfer 

4 シガタ蝶iま唐文字で石垣蝶叉石崖iþJl~とも書く、以前沖縄臓の石垣品

で採集されたの令起りに此め名が付けられたと云ふ皐者もあるが、他面

に於ては、前後雨趨とも遡縁にH音色の縦走せる新!が獣保の麹Jl庇t交叉し

τゐる駅、恰も石土亘を積7こ様である所に由来して居ろとの設もあり、之

が是否は別として、此の蝶は白地に黒色の遡脈走り、特長ともする剖j{ま

両iJ越の石垣駅の班紋の外に、後旭中央に褐色の横帯夜り、叉第4)脈の部

分は特に後方に突出して居る事で、雌は雄に比し一般に柏k 黄色がカ、っ

て居る。体長は18--25mmで遡の開張 60cmと云ふ中形のもので、拘

畑眼会奪ふ様な色彩は有せねき1 何底と なく清楚な叉縞麗な~である 。

向此の蝶は特異な飛方・Tする品liより他のものと見分る事がLI¥来るとの事

である。五月頃よ り其の姿~現すも主に熱帯的の蝶であって本弁11こは非

常に少なく、四国、九州、琉球、 五五漕に多い、我日向に於ては北部には

殆ご見られないが南部の地方、特に青井岳iま之が良い採集地である。ヨド

に動物教室には青井岳、小林!端近で採集されたものが保害されてゐる e

珍賞な蝶として否日向の名蝶として一見の値値は充分にあると忠ふ。

¥fJ、プツポウソ ウ Eurystoll1US orientalis calonyx shanse 。1)法イ曾科に属する烏で幽主主な山境に訪御慈悲心鳥のi輩、プヅポ一、プ

ツポー……ソウ一、ソウー…・・・プツポー…・ ソウー とI!患〈夫れが所謂

プツボソウである、其の聾恰も191)、法、イ官、と聞える所よ り、此の名あ

り、古来霊鳥として呼ばれ、林に三賀烏l掃き、地に千年松生じ、誠に稀

有の霊場なりとは本烏の自然の姿である、三賀烏とはCJJltコプツポソウの

別名である。

例法-俄lよ其の色彩は華麗絢湖とはrllされないが、濃厚な色彩な有し、
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並に高山の森林中に棲息して、時たま実でられる妙音品111班、な響は聞く者

をして雨lt境に居るを感ぜしめられる。本烏iま体形に比して頭部の形大く

携は特に大〈、先端黒きも他は赤〈、脚は短〈赤〈、 羽毛は上聞青〈 一

般に絡青色が多い。之が分布は東部5~*1II毘地方で、~園にては夏烏 と ι

て春季、本州、四圏、九'~Nの山地に渡来し秋何鹿かに姿を消すのであっ

て、 高野山、日光、木曾のものは取分文に表れ、歌に詠れて名高く、日向

には唯霧島の山麗、狭野紳祉の森に棲息せるもののみ知らる。榔i制官は

昔は相官多〈居た様?とが、 他の鳥類無:動植物と全じく、人類の睦迫のた

め年々其の鍛冶誠少するばカ、 りである。ウ才 )1-ター 〈ロスチヤイルド氏

に擦れば五百年此の方、我地球上から全く施減して了った鳥類が 140種

以上もあり、其の他、絶滅に近づいて居五種が七十五種、叉現今の儲、

推移すれば、近きJI?i.来に於て絶滅する成れある烏が五十一種あると云ふ

此の1911法イ骨も今や七十五種のーに鍛へられて居るのではなからうか。

如何に迫害令加へらるるも人聞に反抗しτ勝つ事を得さ'る憐れなる生

物、人間が知何程慌暴に振舞ふも、 苦痛を訴ふるに其の所なき多く の無

事の生物が人類の限りなき食慾の犠性となり、験々として此のlJ:tより消

え行く様、質にいたいたしき事ではないか、人類の文化の影響が如何に

鳥類に|浪らす3動植物の生害に脅威令奥へつつあるかそ痛切に感得する時

H佐々之ぞ止むとF得さ'る自然の成り行きとして傍観すべきであろうか。

May 1st 1931. (奇人庵ニテ〉

妻考書，~:物

牧野富太郎共編 日本植物細胞
根本莞爾

北降保護行 日本動物;1鑓
宮崎~罪名勝天然記念物調査報告 第一輯

Anne Prall. Flowering plants al1d Ferl1s. Vol.lH. 

F 0 S S I S 

日高五重量

Fossilといふ語は、元来、掘出し物といふ意味で、地中から捌tI:lされ

た慌吻に附けられた名稽であったと言ふ。然し、現今は、天然に岩石中

に坦Wiされたところの動植物の遺骸、及び貝類、又は足跡なきが岩石に
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印されたも のも Fossilとn'fぶの℃ある。

動植物が Fossilとして保寄せられる駅態は、決Lて一様ではない。陸

桜動植物は、直ちに地暦中に埋浸せられる機舎が少いから海棲動植物の

ように多く保寄せられないのである。之に反して潟桜動植物は本気中に

於けるように、 分解作用の及ぶ事が少なく、直ちに海底の土砂中に埋渡

せられるから容易に Fossilとなる機曾が多いのである。諸君iま海棲動物

の方が、陸棲動物の方よりもその Fossilの多く輩見された事脅知って居

るであらう。之より考ふるときは、古代は陸棲動物よ りも海桜動物の方

が、 繁築や極めて居たのであらうと、 一見考へられるのであるが、 前述

の様な理由から見れば、 Fossilの数に依って溶接動物の方が陸桜動物よ

りも多かったと rn:もに決定する事は出来ないであらう 。叉動植物のFos・

sil として保容されるには、それらの化皐成分とか、構造の如何は、 そ

の保事上重大な関係があ るものである。介殻、骨格のようなもの令持つ

ものは分解され難いので割合によく保容される が、ヵ、‘る硬い部分を持

たないものは、 Fossilとし保事きれるものは極〈稀である。然しある特

殊な事情に依って之等の軟弱なものが立振に保存されて居る事がある例

へば、昆虫類が樹脂中に保寄され、それが琉瑠となって立減に害して居

る司王令諸君は知って居るであらう。

介設、骨格のような硬い部分や持つものがよく保寄せられる事は、前

に述べたが之等のものでも完全に保害される事は少く、ある傷害のため

に不完全なものが多いのである。河川の堆積物は一般に鰍婦でな〈叉破

壊され易いから、折角その中に取りこまれた主物の泣骸も 、長〈保存さ

れぬ揚合が多い。只それが湖底なごに落若いた時にのみ保容に都合がよ

い。湖沼のi1t積物は遁常破壊される事がなく、叉その堆:債は極めて徐々

に起る。 しτ酸素の供給もないから化石する機舎が多いのである。

決に生物の遺骸が Fossilとして保寄せられる方法を越べよう。

A、 元来の物質が全体、 或は一部分保寄せられるもの

諸ー君のよく知って居る Siberiaの凍った泥土若 Lくは泥炭中に Mam_

mothの体がそのまま保寄せられ、或は前述のJ))t泊中の昆虫類の知きもの

はその例である。又介殻、骨格な~.のような分解されない部分のみが保

穿されて居るのもこの例であ る。

B 、元来の物質及び体の構造は全く消失し只外形のみ保寄せられるもの

生物~包む周園の鍍ー物質の部分が固まって生物が消失した後も尚その

型を存するものである。これにJ~するものとしては介類が最も多い。
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C 、 分子の代換に依って有機的組織が全部、或はー・部 Fossilとはった

もの

生物体の物質が衣第にその微分子が鑑物質で代換せられる事である。

之は錨物を溶解せる水の法入に侠って起る事があり、或tま徐k に行はれ

る事があるけれきも随分念に行はれる事があって木質が充分腐敗する事

が出来ぬ事がある。化石ゼしむる鑑物質中普通なものは石衣と桂酸であ

る。温泉とか河床に於て次化木叉iま桂化木と聴するものはこの作用に依

って生じたものである。

決に Fossilsは我k にきんな事4台数えるかを考へて見ょう o

a. Fossils は首時の気候の駅況を示す

植物中でも特に['を棲植物は動物の様に移動する 事が出来ないから嘗時

の気候を最もよく敬える。気候といって もその中には色々の気象事的現

象が含まれて居るがその中で生物に最も大きな影響を奥えるものは何』

いっても温度が最も著しいであらう。熱帯地方に特有な椋相一一之は温

帯にもあるが一一虎、獅子、象等令出す地暦は醤時温熱の気候であった事

4台数へ、 LIDII!1!、蹄香獣専の在在は寒冷な気候であった事を敬えて居る。

現今、国11鹿は是討、所に限られ、カナダ、アラスカでは荷物の運搬lこ使月J

されて居る事は諸君は既に知って居るすごらう 。前に九州及び北海道から

掠招の Fossilが輩見された事があった。首・時の気{自民主東北地方ーは釘論、

北海道まで椋相の繁茂する事の出来る位の温度であったらうと推定され

る。

b. Fossils は地理の嬰盤、地質時代を示す

['生桜動物の Fossilsの存在ば賞時その地が陸地であった事4台数え、 1

ossilの大部分が海棲のものが多〈、その中に|控棲のものがあるときはそ

の地層は|控より飴り遠くない海中に沈澱した事会知る事が出来ゐ p 叉ち

し陸桜動植物がその揚所に於て埋浸した事告示すならば其地は一時[1会で

あった事を敬える。

海棲動植の津山出るところは大越その地が一時海底であった苦手や敬え

る。踏りつぶされそうになった形の介殻や陳石の存在は海岸であった事

を、介殻、甲殻類宅;の遺骸は之が紺l泥中にあるときは深海底であった事

を敬える 。

尚、古fむと 1見今とに於て同じ門に腕し悶じ綱に属しながらその住所令

換えたものもある e 有柄海百合類やJj宛足類の大部分は随分探い研に住む

がそれらのものが繁栄も極めて居た古代はその分布;]&j演が披打際から太

み... 
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洋に渡って居た事置が知られる。之は環境の急激な盤化をある時期に受

け、それが急激な遁踏のためと考へられない事はない。

各地質時代の地層は各時代に特有な生物会合有して居る。生物は最も

繁栄之甘極める時期が来て衣第に衰へて行くものである。時代に特有な生

物の遁;骸が甲地において護見されて地にても同様なも のが鷺見さ れた時

にはそれらの二つの暦は同じ時代に出来たもの L考える事が出来るであ

らう。我k は成る地質時代に特有な Fossilを示準化石左言ふ。

Fossilsが我々に敬えて居る事・は上過の a.b.であるがそれらに就い

てはま古色々あるのすごが飴 り長くなったので諸君の倦怠を促すのみと思

ひニミにてベン会置く 事とする。

草

前交略。

言、、. 虫

只 n 

今までの記述は動物が植物令食ってゐることにやlてであった。ところ

が動物質令消化し得るj)のある或る種の植物では完くこれと反劉・である

それは食虫植物と npばれる。食虫植物 としてよく解るのはモウセンゴナ

である。車交種のモウセンゴナは北部アメリヵ、カナダに普通なものとし

て注育してゐる 。最も普通の Drosera rotundifolia (和名モウセンゴ

ヶ)は小さい植物で輪生してゐる。線生葉がある。夏に長さ 6インチ位

の花重令 出して。それにて2何回の小さい白い花をつける。葉はr!Jlcm 

程の固形又は卵形で髪の毛程の長さ 2一5cmの petioleや持ってゐる葉

の色は強い赤色で上表面には腺毛がある。中心部では短く、外縁にゆく

にl箔って漸次長くなってゐる。毛の先端は傘形となって、それに牢液体

駅の粘着波がついてゐる O それは露が朝日に輝いてゐる様であるからこ

の植物に Sundewなる名を輿えた。偶然か又は この輝かし い色或は甘ま

そうな液に誘惑されて一匹の虫がやってきて、何れの毛にか働れたら最

后、シツカリと着いてしまう G そして他の毛も内側に虫の方1こ曲って終

てに多載の毛が虫に粘 1)着〈 。虫が居ると毛が内に同1るばかりでな〈、

蛋白滑化の酵素も出るのである。虫の可消化蛋白は斯くして消化せられ

葉から食物と Lて吸牧される。虫が滑化れると酵素の分越は止み、毛は

ゆるやかに元にかえるのそして葉は衣の餌や待ってゐる。而白いことに
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は、砂粒の様な無機物ゃ、蛋自費や含まぬものぞやっても酵素は分泌し

ないし毛も動かない。

共生といふ事でモウセンゴ・クに比較されるものは科は異ってゐろがbu・

tterwort (pinguiculas)ムシトリス tレの類である pinguiculavurgaris 

(和名ムシトリス tレ〉はアメリカ北部地方及びカ ナダの摂石友土の上

に生育 してゐる。輪生のへヨ形又は多少楕闘~~の葉がある。初夏になる

と草色の花やつけた花N..a出す。 葉は軟らかで多内、鰯ってみる とアプ

ヨぎってゐる。これはヨテシ名と普通名とで記載されてゐる。(謀者臼

く、ョテン名 Pinguiculas普通名 butterwort)葉の上表面には腺毛が散

在してゐる。モウセンゴクの様に これに虫が着く。虫.a捕へた時は腺毛

はモウセンゴクの様には動かないで葉の雨縁が内のカ・にi曲って多数の毛

が虫の体に接する様にする。腺毛の聞に乳頭!伏文は闘盤献の毛 (diskli-

ke hair)がある。それはおそらく消化せられた蛋白金吸J&する作用があ

るのだろう 。

Venus's flytrap (Dionaea muscipula)グ 4ナスノノ、ヱトリク'サは小さ

い植物で、 南北カロリナの至る所の拐った河原に生育する。葉i立輸生 し

て各葉の先には2個の卵)1去の葉駅物がある。それは中肋の研でいっしょ

になって蝶番式になり、葉駅物の周園tこは長い剛毛が着いてゐる c手千葉

版物の上面には感抵のある 3個の針駅の毛があって、こ の毛に蹴る と直

〈ワナの様に閉じる。故に若し虫がこの毛に燭れるとワナに掛ってし ま

う。ワナの縁の剛毛は熊ワナのJ僚に抱合って強く盤会はされるから 虫の

姿は内側から見れない。虫は葉面の眼から出る蛋白滑化の酵素によって

消化され、消化されたものは葉で吸牧さ れる。そ こでワナはユツクリ聞

く。虫令捕えてからワナが開くまで数日令要することがあるが、時には

同時に鍛匹の虫が犠牲になることがある。タヌキモの類 (Utricularia)

はムシトリスミレと同じ科であるが外観は完〈異ふ。これには多 くの種

類があって多くは池や沼に生育してゐる 。多く浮瀞体であるが或る もの

は沼池の縁の泥に根付いてゐ るものもある。浮瀞体のものは全く根がな

くて多扱に分岐 した水中葉一一一それは股肱の働をするーーや持ってゐ

る。この水中楽には多 くの小さい孔があてその先きは水に遁じ諜の様な

排がついてゐる。そ して普通はうなぎのワナの入口の庇にある様に剛毛

が内側に向ってついてゐる。 小孔に入るこ とは容いから 小さい水中動物

がよく孔の中に入ってゆくつ-e.えれば出ることが出来ないのである。

これらの動物が消化されて吸J&されてしまうことは直ちに結論できない
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一 -t7J論それは充分に可能生はあるけれさ・も一一若し*寄来の研究によっ

て彼等が植物に滑化せられヂにゐるこ とが諮明されるならば、これは営

養的共生 といふよ hも枇曾的共生 Social Symbiosisといふべきである

が、動物が植物の食物になるならば管義的離隔共生 Nutritiveclisjunct-

ive Symbiosis ・の例となる。

水差の棋なJI3の葉を持った厨がある。 Sarraceniapurpurea -ーそれ

は泥炭の沼に生守るーーは私謹のよく知ってゐる野生の水差草である。

根生の水差形の葉を持ってゐる 、それは片方の側に翼を持ち上部の終に

丸い葦がついてゐる。葉は刺戟的の色形をしてゐる。郎ち黄織色や赤紫

色で長さ 10cm-20cm。六月になると花塞が出て長さ 15-30cmの1個

の大きな深赤紫色の花をやJ'ける。 Sarraseniaの葉には少量の水がいって

ゐる G 多くは雨天の時はいったのであろう。水差の中には入る こ止は容

易であるから、虫が偶然に或は美しい花にひかされてよ〈入る。一且は

入ったら、 入口のとこ ぢで下の方に向いτゐる毛の矯めに虫は3うして

もはい出ることは出来ない。 t!.から虫は遅かれ早かれ水には入ってしま

う。蛋白滑化の酵素は11<差の中には見出されないけれきも植物の虫の慶

額物伊良j肱する こと及びこの共生が食虫植物 と同じ型なることは本嘗t!.

少なくも 4種の虫が Sarraceniaの水差の中に住むといふことが知ら

れてゐ る。この関係は樹の孔の中に生活してゐるリスと比較し得られる

ものであって枇曾的離隔共生に屈する。

ウツボカ ズラ頻 Nepenthes は熱幣BR制服の撃緯植物のー)~1である 。 こ

の植物の葉の先端の pitcherには花蜜があって pitcherの縁l勾に昆虫を

引くに都合よく出来てゐる。内面は非常に清ら かで蜜を吸ひながら泊っ

て下の中に落ちる。 この液は蛋白滑化の酵素令持ってゐるといわれてゐ

る。Malajan地方の撃続性の7l<差草 Dischicliaは之の pitcherを持って

ゐて、一方のものが他のものの中にある。土とか71<e かが外側の Disc-

hidiaの中に集まる e それは生きた花瓶の様で、そのなかに他の部分か

らの棋がやって来て生育する Dischicliaの共生はよく研究されてゐない

が、ほかのpitcherplantと同様のものであろ う。

/ 
--McDougall， Flant Ecologyから ー

19. Majo， 1931. 
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磯 の 採 集

K C () ~主

限 りなb、前t秘主意きない偉大さ とや也容す るもの、 それは海である。

塁審者は云ふ、海は我k 生物め護現地であり、故郷である と。そ して今も

備高様の生物そ減 してゐる。植物採集が|幻であれば、動物採集は海であ

る。

海の採集は之;z，大別すれば衣の三つになる、(1) 磯の採集、(2)

プランクトンの採集、 (3) 海底の採集。此等の中磯の採集は最も易く

興味多きものであらう。砂にH喪主F下せば貝殻令拾ふことが出来、岩に手

伝かくればフジヅボ、カメノテ、等々興味は採集の肢に比例する。こ‘

に述べんとするのはこの磯の採集であ る。

注意

(1) 揚所在選ふ'こと。ーツ葉の演へ何度遇っても地曳網の残り;z，頂戴

するのが積の山で、得る所は少い。一般に海麗の着いた石の多い所に

は牧磁も亦多いといふことである。

ぐ2) 時;z.選ぶこと。満潮の時行っても駄目。奮暦もこんな時には役に

立つ

(3) 指導者。初は中々見落しが多い、専問の大家でなくとも、経験家

に指導してもらうすごけでも非常に有利である。

(4) 生態観察。知何なる揚所に住んでゐTこか、如何にして着生してゐ

7こか、 等々、これは名稽をしらべるにも役に立つ。

用具

ピンセット、管曜、バケツ、小万、小鍬、一言したいのは、海の近くに

住む入、又は宿令取れる人はパナツや用ひ得るが、少し海に離れ、日照

祭日空存在'利用する我々はバケツの代りに袋や二三用意すれば非常に使利

である ω ハンマーも時々役立つ。又回定剤としてホル?リン、アルコホ

ル、麻酔員flJ(イソギンチヤク等に用ふJとして抱れクロラール令持書す

る方がよいそうである 。

採集法

経験もない私がくきくさ述べること は控へょう 。要は手賞りさ欠第採ろ こ

と。岩の下等に予告入れる と思はね磁物があることがある。

内海附近 1930. 9. 7 
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総ての暑さと騒々しさとや吸ひ取ってしもうのか、兎に角夏の海iま愉

快である。胴宙Lを?肩に山に叢るのもよからう、然し袋とピン を引張抄た

海の採集も亦よ り以上の涼味がある。

ガソリン車が内海へ着いたのは正午や一寸過ぎてゐた。 rきちらへ行

きませうかJ r何しろ海へ出てみよう」究は答へた。線路や横切れば、

磯は もう間近である。ドウドウと潮は倫少しづっiJI~ 、てゐる。採集者は

僕等二人の外誰も見雷らなかった。近所の入と見えるのが二三人ゐた。

彼等海の屑拾ひ令笑ってゐた1:らう。

潮の香がプーンとやって来る。潮のiJI ~、 7こ後の溜りでは、小魚がチヨ

ロチヨ p動く、 珍らしいカニが我等や見てか、恥しそうに岩蔭に隠れた

(彼等は残念ながら取れなかった c )フデツぶ、ヒずラガ ィ、ヨメガカ

サ等々、畑な ら雑草花。然し僕にと っては珍品ばかり である。死んでも

離れまいと石に抱き着いたフジツポの根本に、小刀を嘗て・ハンマーで

コツコ ツ打てばポロリと落ちる。貝~拾ふ、中味は大学ヤドカ リ であ る

ーしきり一つの袋が-1品、になった。是から輩食である。

海か、空jJ、、境は怯かされてゐる。はる tJ、に加が一つ浮んでゐる@午

後の太陽は九月の宮崎を強〈照す。

フジヅボ戸岩でも竹切れでも所きらはす3着いてゐる。こ れが加底に附

着することが近時非常にやかましく問題にされる ようすご。

イソギンチヤク。赤い燭手令、花の様に聞いてるるのがある。傍に海

藻が控へてゐろ。 一公閣の木々の様に。其の聞を美 しく 着飾った魚が

瀞く〉小さな水溜りの一つが、すでに海底の縮岡とも見える。一寸と

燭ればピリピリりとiJl込む所が愛矯すご。

ウニ。栗のいがが海に入ってうにゐなった、と云ひたい位。握り飯~

食ひっ‘ 蓮動脈態を観察する。い〈ら鎧兜で身を固めても、人間に曾

つては二束三交の債値もない、ピンセットなるもので挟むから。三種

類ほきゐる慾張って採った。

ヨたに主なる採集物をあけ切るに

カイメン獣種、イソギンチヤク、キクメ 4セキ一種、 ミドリイシ(?)

τ ウニ三種、 Sipuncueusイワエシ、ョメガカサ、タカヨガ ィ、ニナ、ッ

プサザエ、コシダカガィ、イ シダタt、コマノツメガイ。アサリ、 j}

キ4カi-1 0 ヒずずガィ、ゥ tウジ、フヂツボ、ヵメノテ、クモグニ、

ホヤ駿種

〈附)海藻e ホンダヲヨ、アラサ、ゥ tウチヲ、ヤハズカ ι ノテ、マ ツノ



82 

リC?)
こtk呂 1931.3. 21. 

我々が海~見る心は、天気の好い春の日に狭い敬室か ら運動場へ放た 孟

れた時のそれと同じだ。海の香-l'満喫した時、我々は胸の中が無大限に

康くなるのを感余る。

障から五十高分の-~使り 1: 海へ向ふ。案する るほきでも 重刷、 ‘ :)ftいか

ら。今日は上天気、貝掘る人で賑合ってゐる 。比較的人の少い方へ行っ

た。 T テを掘ってゐる。子供等は鍬で砂金a撞いて、小さな孔を見附けて

は白いもの(食盤だそうt:)を箸の先で押し込み、その後やすく掘る、四

五十糎も掘ると長方形の?テがゆろりと出て来る 。バカガイも掘ってゐ

る。貝掘りのおばさんに「こ忌にはハマグリが居り ますかJl:聞いたら

「おるこれおるんですが……あんたたちゃ貝掘りに来たんなら此庭より

あっちが…・・・Jr僕たちゃ貝掘りに来たんぢゃない、 あんたたちが何令

按るか見に来た。 J'"出嵯の場合こんなこと令答へてしまった。 rええー

そーですか」僕等を頭の頂から爪の先まで見た。彼女の眼には何と映じ

たナごらうか。

兎に角採集したが橡閉したほき獲物は少しも無かった。海定よりー汽

車早《引き上けた。

アメフラシ。牧場にねそべった牛、それがアメフヨシの形である ρ 打

ち上りられたの金拾ったが、まだ生きてゐた、鋤ると紫色の汁を出す

のでうるさい。生態観察をする心算で控水に入れておいたが翌朝死ん

でゐた。好都合なことには自然駅態で死んでくれたので標品には良か

った。

4ソギンチヤク、ナヤリの巣、コプjl-1、ヵキ、パ:/Jj)'-1、ョメガカ

サ、ヵヲニナ、イワニシ、キシャコ¥アメフラシ、アメフラシの，JjjiJ

(附)海藻。フクロノリ、テングサ、ムカデ/リ、アテサ、 i)レ、ホンダ

ワラ

附記。細島

潮時が悪〈採集と云ふほきのことは出来なかったが(時間の都合てつ可

なり有望であると思った。

ヨメガカサ、コマノヅメガィ、 4シダタ t、ツプサダヱ、ク チキリー

カニ一種、:/Jワニナ一種、へピガイ一種、ヒザ ヨガイ一種、カメノテ、

ネヤ(群棲ボヤ一種)。

-' 
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日里子教授著f微生物拳汎論jを紹介す

遺 蔭 茂

この四月日野先生の微生物製汎論が東京の養賢堂で霊行された。大部

分の方々は御承知であらう t思ふが未?と内容等に就いτ詳し〈御承知無

い方もあらう t考へるから一寸御紹介致して置きたい t恩ふ。

菊判布製の堂々四百頁の体裁優美な菩:である。今扉頁を一寸開くと

となってゐる。

PROF. DR. IWAO HINO 

GENERAL MICROBIOLOGY 

徴生物事汎論

農事博士

日野 巌編著

東京・養賢堂・護行

1931 

一体従来の微生物堅苦は細菌撃に詳しくて、然かも響謬以外の科墜に

志す者にとっては不便が御くなかったのである。此の警はか晶る歓駄を

補って、材料を響農工の各方面に探り臆用方面に闘する事項が細大漏ら

きする記載されたもので未だ嘗って本書程纏ったものを見ない。

其の白衣を見ると第一編緒論、第二編形態接、第三編生理思及生態子

となってゐて細菌、糸駅菌、原生動物の凡てにわきり詳しく緩められて

ゐる。其の附録として微生物の霊験方法が述べ、られてゐて霊験法はこれ

を見れば一目瞭然たるものがある。

材料は日野先生自らの賓験結果でし;かも未だ蛮表せられき'る才リヂナ

ルのものが多い 。 この慰編著な~..とすべきもので無い嘗然、著として然.

るべ、きものである。

。 叉本書は闘版の多いこ止 は稀に見る所で 250葉も姉入されてゐて非常

に了解に使にしてある。微生物事に志す吾々はf;!J論のこと一般農業者の

本書の出現によって受ける福音は偉大なものである。
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宮崎リンネ曾塁手史(績)

雪岐 高本

第ニ+八回リシネ曾〈例舎来臨時総合〉 。 第二十九回 リシネ舎

期日昭和五年十二刃三十一日 場所本 校合併数室

場所本校合併数室 ・ 期日昭 和六年一月三十一日

1開曾ノ齢 AI 山崎君

2舎ノ'曾言十及ピ事業報告

AII 本阿君

3麹エ:仇イテ AII 早崎君

4びられげノ ;秒.培ニ就イテ

AIII松悶君

5微生物ノ周期的繁殖 1成長

日野 教 授

1 D~含ノ i綜 F I鹿島君

2徳川11時代ユ於71ν宮崎市F付近

ノ良栄 AIIl金 丸 震

3 abnormal egg.ニ就イテ

ZII久原沼-

4雌雄ノ道程 四本先住

5 U寺事問題ニ就イ テ

r.t 村先住

識演概要 。 6精虫ノ話 小松先住

AH 本国主主松田凡戸大悶原大tlf氏宅二於テ見撃 7間食ノ餓

Vタ話デア Iν コV ユツイ テソノ方法ノ i 議波概要

Out-Lineチ示セバ次ノ女nv

先メ燥ニ鋸万rr;5l..-'、籾げ入ν務総デ約 3

時間消毒 v此ノ冷却ス yν チ待チテひら

t:げノ菌子チ搭グノデアル都;テ十四日

目頃カラ菌主主ハノ、ピヨリテJlIil，色ノモノ

Y出来コ v以後ρ 納栓チ除クバ数日ノ

後縁ノ口カ ラ告の二 jJ"出来テ*，1/ノデ

アル注意事項 トVデノ、三クアリークノ、

鋸屑ノ古イ毛 ノナ 1レヨトヲ~-'、鋸屑ノ白

イ毛ノデ叉光忠良ρ禁物デアルヨ I第三

戸水ノ、 øJtf;i; ll器デカ 71ν ョト等デア~ .. 

日野先生ハ生物ト周期エクイテ理論

的ニ且Y数多ノ質例チ列底V就中一動

物縞物ヨリ我々人間ノ生理的作用〈女

=於ク 1ν 〉ρ 勿論更エ字'rMエ於タ，1/天

体ノ運動ニ至断、迄7"総 テ]J;1レ周期的ノ

屯ノ :11'存ス Jν ョ1・チ詳細ニ説明セラ ν

タ

出席者 合計 65名

久原君ノ、御率門ノ abr町 m:J.lC{;gsエ

就イテ続得ナ yレ説明アリ先メ卵-)]"出来

Jν成因カラ位外ニ出 1レマデノ送中ヤ ~ß

ノ積額等1jji;l: .>、住迎撃的経極伊U~ バ二

重卵ヤ H ラ::/y7.、等以上ρ 非常ニ有主主

ナ話デ我身 ρ 此ノ方市ニ多大ノ知識ヤ

常識チ遜メラ ν担再ビ絞イテ卵ノ笹婆

的債f直4寄っ Protcinノ化事的性質等エ

マデ何ノ鈴ス所毛ナ P説明アリ Vニヨ

リ如何エ卵ト人f.Jiトノ関係Y深イカ叉

日用品 1・巧テ倣 PペカラザJレ屯ノデア

1レカチ痛切ニ感~ÿ メヲ VIV

変ニ研究心ア断言者子ρ 同氏ノ論文チ参

考ニザ V ジヨ 1・チ~・~ス

次ニ岡本先生ρ 由主雄性ノ道程ト題V デ

形態率的ユ叉生理撃的ニコ νニ麗ス断

言者例ニヨリテ面白 P有金ナ pレ話デア Jレ

中村先生戸時事問題ト V テ日本窒素株

式含祉 1・魚類ニ於テ有毒問題チ明l庶解

セラグ次乙水魚類ノ致命的濃度チ水一
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立ニ少キ毒物含有量ヲ示セバ次ノ虫n'V

種類名 (1立〉 m(gr) 

I王。 S 12 

謹厳炭酸 200 

硫酸アジ宅 ニヤ 1 

遊離アジ屯ニヤ 30 

炭酸アジ弔 ユヤ 180 

Nacl 15 

撞化アジ毛ニヤ 1 

炭酸十トリウム 5 

強化石灰 8 

強化マゲヰ Vウム 8 

捜イ七月明ウム 500 

硫酸鈎 110 

硫酸銅 8 

硫酸第一餓 50 

硫酸第二餓 30 

豆硫酸 30 

IIcl 50 

Ca 23 

硫酸 50 

小松先生ノ、精虫ニ就テ珍ラヲイ ミl"及ピ
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4性別コ依，1/皮膚 ト務毛ノ差異

ニクイ干

5金魚ノ美

AIII菊池君

中烏先生

6民間コ使用セラ v，レ襲撃ュy

イテ AIII加藤君

7ユーカリ樹ノ話宮 i翠先生

8閉含ノ鈴 ZII 総本震

譲渡機要

菊池君ρ題白ノ ;女n~ 面白イ興味ア Jν

話チセラ νタ先グ (A)雄ノ色調ノ濃度

ニ少イテ蜘球.ti車脈趨類ノ一種 雨楼

類h キずん川市宇Lffi/J~おノ可ス.カヤヰ

メミ.カ守宅リ等ノ例チ奉ゲテ説明 v

倫男女ノ性別エ依 yレ血色ノ呉市リチ附ク

加 7(B)色素ノ生成.卜外国関係ニ就イ

テエ Y クヤグ類.蛾ト鳥.人種族ニ依

yν皮膚ノ鶏~ト日射ニ劉 V テノ反作用

ノ話ア官綴イテ (C)色素ノ生成ト生理

!l1è~伝子鶏n貴章L動物人間等ノ笈例二 y イ

テ有金ナ Jレ後表アリ夏ニ (d)色素ノ生

成ト性別ニ閥V テ酸化作用ト色素 トノ

関係年齢ト色調ノ盤イ七色素ノ極綴等ヲ

常識トもノテ知アテ居ナケ v><ナラヌ里占 。 詳細ニ唆表アリ

チ撃問的ニ説明セラ yレ雄ヤ雌ノ染色体 中島先生ノ、金魚ニ Yイテ其ノ 経歴進化

ニρ 夫有371・38ノ鍛ヨリナリ高等誉推 ， 説飼育法食物産卵疾病~:虫ノ諸項目ニ

動物ニ見 Pレ減数分裂ニヨ yν知キノ、i沌ノ 亘ツ テ色骨ト面白グテ布袋ナ Jレ方法ア

数ニ依グテ直義雄主・決定サ yレ牝tr奇数ナ リ金魚ノ;主 f・1レ種類 ラ記長ゲ V 丹、次ノ虫目

前タ メ=雌雄チ決定^'レ古台、雄ニアリ ヨノ利金(vキジ)I品I銭〈ラジチウ)D!t金(

ト云フ

出席者 合計 50名

第三十周 リシネ会例曾〈来線曾〉

場所本校合併教室

期日 目前日大年四月二十八日

プロゲラム

1開曾ノ鱗 FIII外山;g

リュウキ y)すラコノダ獅子頭出白金秋

金未Y.:ÎI官金~i子ノ入極ア甲コ Vノ、動物

標本室ニ模形図jrアJν次ニ病気ニ Yイ

テノ名稿写チ言Eセバ (1)康闘病くわ松皮

病 (3)旬、タサ v病 (4)糞誌病 (5)眠病

加藤君ノ、薬草刈!!!!民ニ取クテ安領ナ 1レ

安全ナ 1レ頁幾デア 1レヨトチ例Z登弓/主ニ

2舎前・議告 AIII .本田君 春ノ草創チ ノ、コ ペ0 カタ バミ。すホバ

3新幹事i&選任名 i ョ。サ1レ1・リイ バラ ドゲ ダミ待ニイホ



86 

〆ヨエタイテ詳ジイ説明ア甲

宮津先生川ユーカリ樹 Eucalyptusニ

就イテ説明サJν産地蜂徴樹高寒サユw，，'t

スpレ抵抗ユ Yイテ珍ラ Vイ秘話アリ先

ヅ簡単ニ英ノ特徴==-':)1イテ言~~ (1) 

薬ノ形ρ 若イ l砕ト古Pナクタ唱ノトノ、

臭事前者ρ 丸l威力守アリ後者ρ 長形チナ

ジ叉前者ρ 葉台。主主生ス Jレニ後者ρ互益三

テナス (2)樹皮(脱落ス Jレ屯ノト然ラ

ザyν毛ノトノ二種アリ) (3)幹枝ノ色

エ ρ褐色ノ屯ノト然ラザ 1レ宅ノ~Iiチ白

色チ帯プ jレ弔ノトアリ ('1)待有ノ Oil

アリ

近代ユーカ可樹ノ利用方面例九バ率ノ

輸餓道枕木等ニ総務的=此ノ花密ヅ利

用ス yν蜜蜂飼養ニ少イデ世ノ目 -Jn旬ケ
ヲv外国ρ 勿論日本ニ於テ遊林繁期Iiサ

Jレ、様ニナグ訴事ρ 喜プペユヨ トデア

yレト Eドサ V テヰ担コノユーカリノ rtlデ

最毛寒サニ犠~Jレ毛ノ (~[11- ~辱毛卒然

デ生育ス Iレ毛ノ〉

( 1 ) Eucalyplus glob utus 

( 2 ) Stuartiana 

(3) Macarthuri 

最後エ最大樹ノ高サ《総タナカ ν326

feetナリ

出席者氏名

絞長宮津日野宮脇総本中島松原i主総児

玉山之口等ノ誇先生

AI馬場.財部.井上、猿波.野口、卒l京、

富岡、熊埜.御堂、柏木、岩切.上妻.

赤司、二宮.中島

FI牛島、柳野、井村.市来、E1l府、小LIJ• 

匁E長.木崎、餅問、本部

ZI級原.岡田.宮崎.松浦.n芸品‘林行.

Jm*肉、 難波.鏡?-江.上野，~発武‘!反

白、石問、内小、村小柴

A:l谷口. 本山、三~5;.，小河原、島田.高崎

安岐.永井‘山崎

FIl鹿島‘潟水

ZII有同位吉十凶fill大凶高総

AlI! l手崎 . 2~石.加藤.二宮、織問、平井.

本田、菊池

1'111外山 令計 87名 以 上

~ 
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n 

1寝室:{際本含J、之ラ宮崎リジヰ含 l、解ス

第二燦 木含ρ 生物撃並ユf信用生物撃ニ関ス Jレ智識ノI向上チ以テ目的トス

第三燦 本曾戸前{探ノ目的ニ主主デテ入舎三/タ 1レ宮崎高等 ~"!.林事校在佼生.卒業生

及ピ磯良子以テ之チ組織九但毛/本校以外ノ人ニ Vテ入含チ希望セ Jレ毛

ノ ρ幹事ノ推務エ依リテ合員タル41~ チ得

第四f援 *-含J、左ノ事業予行7

一.'OlJ合勾z月一〈回第ヨゴt婿日〉 二、総合〈毎年四月〉及ピ臨時総合ノ開

催三.見墜叉ノ、採集旅行四、合誌(年二回〉ノ刊行五.~主他本合ノ

目的ニ適合セ Jν事業

第五傑本合ノ事務チ蕗竣ス yν~メ幹事五名チ置グ

第六傍 幹事ノ任期ρ-&年 l、v総合ニ於テ互選スル屯ノトス 1ft 'y再選スyνョ

1・チ符

第七燦本含ノ経授チ支排ス IV~ミメ舎費ト V テ金笠間五拾銭チ融自スJ\.'毛ノトス

但ミ/二回=分納ス，ν事予~~}

第八傑 本含規則ノ改If&~、総合ニ於テ出席者過半数ノ同意チ待テ之チ決定ス ，V 毛

ノトス

附 則

第九{荻 本則 ρ 昭和五年四月ー日ヨ甲之サ施行ス

〈昭和凶年十二月二十一日改正〉

h
b
w
 

-
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編
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、ι
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キ13!麗ら?第五~~~の霊堂行 L 橡期以上|こ遅延して含員害者氏に久しく仔!時ぜし 1:事 1 1.

甚だ遺憾に堪v-?ない。

毎回乍の編輯子の苦心談l:t主主ぺ1:<ないが.依然ごして原稿の集らないのは前同

様化.月セの伊]舎に見るあの熱心な言者氏の{;FfJ研究の態度に比し投稿の僅~且遜有

1: 1.> 1 1.何事ぞ. 編輯子 11.余りに諸氏の~嬰的な態度が寧ろ悔らしく思 l:tれてなら

ない。今回も止む私得ず再度募集して、ゃっさの事議定の数に達し1:ので取敢ず

編輯に着手し1:襟tt.次第である。

編輯子の云 l:tんさずる腕 l:t線、て本誌が物語て居る.tごから多く 11.語らない積りだ
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が、集っか僅かの原稿ではあるが.賛助舎員.物別合員の方の私除いて1"1殆んど

金〈さ 1"1云ひ憎いが.投稿規定常時t親しれ‘ f限付設や縦書.誤字t:らげやらで.

全〈憶L暴な番振り !こ 1"1一方ならす'困惑や感ゼゼしめられれ。今後1"1充分投稿規定

1"，般守して裁き1:いっ

編輯1"1専ら不省が意にまかぜて『コつ1:篤め， ]Ji I!!窃lIJr議:行の嫌があつれか L如1

れないが， ，~の節 1"1絢l諒承 7"，願い 1: ぃ。

特に今回1"1原稿剣士質に従て別紙の遜り分類1"，試1:カヘ何分採集方面の記事が

僅少であつれのに 1"1少なからず物足りな きた感じれ。次協に 1"1此の駄にも願感た

飽きれん事7"，~む。

合不備の勤に於てl復織なき言者氏の御忠告ら得る事が出来れば幸に思ふ。

捌霊安するに常て.本合誌の内容向上1"1全然合員諸氏の援助に待つ所わる苦手たj汗

に銘じて各'11言E憶lmu¥1:ぃ。

命本誌編輯iこ際して少なからず、WIJJ)jJカら下され1:、敬愛なる岡崎正彦君に深

謝す。

- ，¥守νlJ'・b ロV ー

b投稿 規定寸

1， 記事1"1生物撃に倒する懇術的叉1"1.I!W:用事的英他一般生物墜記事れるこさ 。交

撃的記事It本誌の性質上採用ぜ?、但し採集言!l1"1差支な L。

2， ~物に闘係わる潟民.ス-7~チ。

3， 文中の折悶 It明瞭.必ら1'~線1: 1.，二さ。

丸 投刷用紙1"1必らナ23%'23用紙に織金告の二さ。リジヰ舎周の原稿おも本舎内に

あり。

5， 仮名 1"1ヰム主主さして外国語 1"1主主主之綴り.若~ 1"1原字私用ふるこさ 0

6， 紙上に1"1必ず氏名明言Eの二さ。

7， 頁数の都合土次放にまわす二ミがめ る。線、て編輯者に一任の二さ。

8， 原稿It下詑の所|こ主主って戴告1:いコ

宮崎高等良林事校内 宮崎リ Zノヰ、合報編絡部宛
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昭和六年五月三十五日印刷
昭和大年六月一日稜行

設 行 ffl

編輯来
霊堂行者

宮崎高等畿林畢校リシ手曾

万 ν4、含 幸R編車書部

宮崎市高千穂遜二丁目

印 刷者高山米雄

宮崎市高千穂遜二丁目

印刷所不利 ~p . 刷所
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